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⑥　修了者には，卒業時に修了証書を授与するものとする。

※サブメジャーの科目群，各サブメジャーに定められた履修要項・履修許可条件，手続期間等は，CSTポー

タル及び教務課掲示板にて各自確認してください。

9 　早期卒業　

早期卒業とは，本学部に 3 年以上在学し，卒業の要件として定める単位を優秀な成績で修得したと認めら

れる者で，日本大学大学院理工学研究科に進学する者を対象とする制度です。ただし，編入学生，転科生，再

入学生は対象にはなりません。

早期卒業を希望する者は，次の事項に留意してください。

①　早期卒業を希望する者は， 2 年次及び 3 年次の年度始めに，所属学科の教室主任を経て学部長に本学

部所定の「早期卒業希望届」を提出しなければならない。

②　①の者は，次の⑴～⑶に定める要件を満たさなければならない。

⑴　 1 年次終了時の学業成績において，別に定める修得単位数及び GPAを上回り，学科が認めた者で

あること。

　⑵　⑴の者が 2 年次終了時において，早期卒業に関する卒業研究着手条件を満たし，別に定める GPA

を上回る者であること。ただし，当該学科・学年在籍者数の上位 2％以内の席次の者とする。

　　　⑶　⑴・⑵における修得単位数は，GPAの算定対象となる授業科目の単位とする。

③　規定により適格の認定を受けた者は，本学部が定めた各学期の履修登録上限単位数を超えて，30単位

まで履修することができる。

　　また，履修に当たっては，学科が定める上級年次配当授業科目を履修することができる。

④　早期卒業希望届を提出した者が，次の各号に掲げる理由により早期卒業の希望を取り下げるときは，速

やかに，所属学科の教室主任を経て学部長に「早期卒業希望辞退届」を提出しなければならない。ただし，

3 年次における取下げは， 2 月末日までとする。

　　　⑴　早期卒業の意思がなくなったとき。

　　　⑵　理工学研究科に進学しないとき。

　　　⑶　学科が定める早期卒業に関する要件を満たさなかったとき及び満たすことをできないことが判明し

たとき。

⑤　④により，早期卒業希望を取り下げたときは，③に定める授業科目履修上の特例を解除し，特例扱いと

なった履修中の授業科目の履修を取り消す。

⑥　早期卒業をするためには， 3 年次終了時において，別に定める要件を含めて 130単位以上を優秀な成

績をもって修得し，理工学研究科が行う入学試験に合格し入学しなければならない。

　早期卒業とは，日本大学大学院理工学研究科への進学を希望する者を対象として，本学部に３年以上在学し，

卒業の要件として定める単位を優秀な成績で修得した場合，卒業が認められる制度です。

　ただし，編入学生，転科生及び再入学生は対象とはなりません。

①　早期卒業の流れ

⑴　１年次終了時に「早期卒業に関する要件等」の１に定める学業成績及び要件を満たし，所属学科の承認を

　得ていること。

⑵ ２年次から上級年次に配当されている授業科目の履修が可能となる。

　　履修条件は「早期卒業に関する要件等」の３を参照すること。

⑶ ２年次終了時に「早期卒業に関する要件等」の２に定める学業成績及び要件並びに卒業研究着手条件を満

　　たし，かつ，席次が所属学科・学年在籍者数の上位２％以内であること（席次についてはクラス担任に確認

　　すること）。また，大学院進学後に研究指導を希望する教員及び専攻主任の承認を得ていること。

⑷ ３年次終了時に 126 単位以上を優秀な成績をもって修得していること。

⑸　大学院理工学研究科が行う入学試験に合格し，翌４月に入学をすること。

② 早期卒業希望届

　 ①の要件を満たし，早期卒業を希望する者は，２年次及び３年次の年度初めにクラス担任に「早期卒業希

　　望届」を提出し許可を受ける必要があります。

③ 履修登録の特例

②による許可を受けた者は，各学期の履修登録の単位数の上限が 30 単位となり，上級年次に配当されて

　　いる授業科目を履修することができるようになります。

④ 早期卒業希望辞退届

　　　早期卒業希望届を提出した者で，次の各号に掲げる理由により早期卒業の希望を取り下げるときは，速や

　かにクラス担任に報告し，「早期卒業希望辞退届」を提出しなければなりません。特に３年次における辞退

　　は２月末日までに提出をしてください。なお，辞退後は③の特例により履修中又は履修予定の上級年次配当

科目の登録は取り消され，履修登録単位数の上限についても通常のとおり直前学期の修得単位数及びGPA

　　を基にした数となります。

⑴ 早期卒業の意思がなくなったとき。

⑵ 大学院理工学研究科に進学しないとき。

⑶ ①の要件を満たさなかったとき，又は満たすことができないことが判明したとき。
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１　１年次終了時における修得単位数（卒業条件に含まれないものを除く），GPA及びその他の要件

土木
修得単位数が48単位以上で，GPAが3.0以上であること。また,席次が土木工学科の当該学年在籍者数の上
位４％以内で，必修科目をすべて修得していること。

交通 修得単位数が48単位以上で，GPAが3.0以上であること。

建築 修得単位数が48単位以上で，GPAが3.5以上であること。

海建 修得単位数が42単位以上で，GPAが3.0以上であること。また，必修科目をすべて修得していること。

まち 修得単位数が52単位以上で，GPAが3.2以上であること。また，必修科目をすべて修得していること。

機械 修得単位数が44単位以上で，GPAが3.2以上であること。また，必修科目をすべて修得していること。

精機 修得単位数が46単位以上で，GPAが3.0以上であること。また，必修科目をすべて修得していること。

航宇 修得単位数が50単位以上で，GPAが3.2以上であること。また，必修科目をすべて修得していること。

電気
修得単位数が44単位以上で，GPAが3.0以上であること。また，席次が電気工学科の当該学年在籍者数の
上位４％以内で，必修科目をすべて修得していること。

電子 修得単位数が50単位以上で，GPAが3.5以上であること。

情報 修得単位数が50単位以上で，GPAが3.2以上であること。

応化
修得単位数が46単位以上で，GPAが3.5以上であること。また，必修科目をすべて修得していて，「基礎
化学実験」及び「化学実験」の単位を修得し，かつ，これらの平均点が90点以上であること。

物理 修得単位数が40単位以上で，GPAが3.0以上であること。

数学 修得単位数が48単位以上で，GPAが3.6以上であること。

２　２年次終了時における修得単位数（卒業条件に含まれないものを除く），GPA及びその他の要件【①】

　　並びに卒業研究着手条件【②】

①累積GPAが3.0以上であること。

②通常の卒業研究着手条件を，修業年数を除き，満足していること。

①累積GPAが3.0以上であること。

②通常の卒業研究着手条件を，修業年数を除き，満足していること。

①特になし。

②通常の卒業研究着手条件を，修業年数を除き，満足していること。

①累積GPAが3.0以上であること。

②通常の卒業研究着手条件を，修業年数を除き，満足していること。

①累積GPAが3.2以上であること。

②通常の卒業研究着手条件を，修業年数を除き，満足していること。

①特になし。

②通常の卒業研究着手条件を，修業年数を除き，満足していること。

①累積GPAが3.0以上であること。

②次の条件をすべて満足していること。
　(1)修得単位数が98単位以上であること。
　(2)１，２年次設置の必修科目をすべて修得していること。
　(3)精密機械工学科設置の専門教育科目から56単位以上修得していること。

土木

交通

建築

海建

まち

機械

精機
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①累積GPAが3.2以上であること。

②通常の卒業研究着手条件を，修業年数を除き，満足していること。

①累積GPAが3.0以上であること。

②次の条件をすべて満足していること。
　(1)修得単位数が94単位以上であること。
　(2)電気工学科設置の専門教育科目から48単位以上修得していること。
　(3)１，２年次設置の必修科目をすべて修得していること。
　(4)専門教育科目を除く科目区分の卒業条件を満たしていること。

①累積GPAが3.5以上であること。

②通常の卒業研究着手条件を，修業年数を除き，満足していること。

①累積GPAが3.2以上であること。

②通常の卒業研究着手条件を，修業年数を除き，満足していること。

①累積GPAが3.5以上であること。また，化学系の実験科目（「基礎化学実験」，「化学実験」，
　「専門化学実験Ⅰ」，「専門化学実験Ⅱ」，「専門化学実験Ⅲ」及び「専門化学実験Ⅳ」）の
　平均点が90点以上であること。

②次の条件をすべて満足していること。
　(1) 修得単位数が94単位以上であること。
　(2) １，２年次設置の必修科目をすべて修得していること。

①累積GPAが3.0以上であること。

②次の条件をすべて満足していること。
　(1)94単位以上を修得していること。
　(2)１，２年次設置の必修科目をすべて修得していること。
　(3)２年次設置の選択必修科目のから，４単位以上を修得していること。

①累積GPAが3.6以上であること。

②修得単位数が94単位以上であること。

３　２年次における３年次配当授業科目の履修条件

　土木・交通・建築・まち・精機・電子・情報・応化・物理・数学については，すべて履修できる。

　上記以外については，次のとおりとする。

海建 「デザイン演習Ⅲ」を除いて履修できる。

機械 「機械工学実験ⅡＡ」及び「機械工学実験ⅡＢ」を除いて履修できる。

航宇 「航空宇宙工学実験ⅡＡ」及び「航空宇宙工学実験ⅡＢ」を除いて履修できる。

電気 「電気工学実験Ⅱ」，「回路デザイン実験」を除いて履修できる。

４　３年次における４年次配当授業科目の履修条件

　全学科すべて履修できる。

５　その他の要件

　①　所属する学科の承認を得ていること。

　②　２年次終了時までに大学院進学後に研究指導を希望する教員及び専攻主任の承認を得ていること。

物理

数学

航宇

電気

電子

情報

応化
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①　教育目的
　一般教育では，理工系分野を通して日本社会，ひいては世界全体に貢献できる各方面の専門家を育成する礎となる授業科
目を幅広くバランスよく学修する。とくに本学の教育理念である「自主創造」を構成する三つの能力を向上させる様々な分
野の科目を学修することによって，「日本大学マインド」を身に付ける。主に，教養教育科目では総合的な人間力，基礎教
育科目では理工系分野の共通基礎の涵養を目的とする。

②　学修・教育目標
　教育目的を達成するため，以下の能力と，これらを活かして社会に貢献する姿勢を身に付けることを目標とする。
　（A）＜自ら学ぶ＞能力
　　豊かな知識・教養に基づき倫理観を高め，世界の現状を理解し，説明する力。
　（B）＜自ら考える＞能力
　　事象を注意深く観察，情報を論理的・批判的に考察し，問題発見，解決策を提案する力。
　（C）＜自ら道をひらく＞能力
　　自らを省察しながら果敢に挑戦し，協働者の活躍を支援する力。
　（D）＜自他を深く理解・表現する＞能力
　　心や身体の働きへの深い洞察に基づいて，他者を理解し，自らを表現する力。
　（E）＜科学・技術リテラシーを向上する＞能力
　　自然科学全般ならびに科学的方法の有効性と限界について理解し，幅広い科学技術を当事者として考察する力。

③　カリキュラムの特徴
　以下の科目群を設置し，各分野・系から所定の単位を修得することを卒業条件とする。
　・教養教育科目
　　「多文化と社会の理解」分野では，多様な文化や社会システムの知恵や特徴の理解を通じて，世界の諸問題を考察する
　　力を養う。
　　「心と身体の表現」分野では，多様な価値を生む源泉としての心と身体の働きへの洞察力や，論理的・批判的思考力を
　　磨くことを通じて，自他を深く理解，表現する力など，協働に役立つ力を養う。
　　「科学・技術のリテラシー」分野では，科学的方法の有効性と限界に関する適切な見識を磨くことを通じて，多様な事
　　象への科学的探究力と，「各種の科学技術といかに関わるべきか」についての考察力，判断力を養う。
　　その他，専門の異なる複数の教員による科目や，少人数で発表と質問を交わし学びあう科目を通して，複眼的かつ総合
　　的な探究力を養う。
　・基礎教育科目
　　「グローバルスキル分野」では，キャリア形成に不可欠な英語の運用能力を段階的に涵養し，コミュニケーションなど
　　に必要な実践的な力，専門分野のトピックを英語で理解する高度な力の修得を目指す。
　　「基礎科学分野（数学系）」では，共通言語である微分積分学 ,	線形代数学の十分な活用能力獲得と，各分野の研究に必
　　要な微分方程式 ,	関数論 ,	数理統計学の修得を目指す。
　　「基礎科学分野（物理学系）」では，力学，熱力学，電磁気学を中心に講義と演習・実験を設置し，基礎的知識・思考法
　　とその活用法の修得を目指す。
　　「基礎科学分野（化学系）」では，講義と実験により，現象・材料等の理解に必要な物質の構造・性質・変化についての
　　現代的な知識と物質の安全な取扱法の修得を目指す。

一
般
教
育

紹
介
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一
般
教
育

授
業
科
目
配
置
表

倫理学 (2) 社会学 (2) ドイツ語Ⅰ (1) 中国語Ⅰ (1)

歴史学 (2) 経済学 (2) ドイツ語Ⅱ (1) 中国語Ⅱ (1)

文学 (2) 日本国憲法 (2) フランス語Ⅰ (1)

法学 (2) ことばと文化 (2) フランス語Ⅱ (1)

【必修】 日本語表現の基礎 (1) 心理学 (2) スポーツⅢ (1)

スポーツⅠ (1) クリティカル・シンキング (1) スポーツⅡ (1)

哲学 (2) 感性芸術学 (2) 健康の科学 (1)

技術者倫理 (2) 知的財産権論 (2) 現代物理学 (2) 自然環境論 (2)

科学技術と人間 (2) 科学技術史 (2) 地球環境化学 (2) 地理学 (2)

科学技術と経済 (2)

総合講座 (2) 教養基礎ゼミナール (1)

〔表2〕

【必修】 英語ⅢＡ (1) 英語特殊講義Ａ (1)

英語ⅠＡ (1) 英語ⅢＢ (1) 英語特殊講義Ｂ (1)

英語ⅠＢ (1) English Communication Ⅰ (1)

英語ⅡＡ (1) English Communication Ⅱ (1)

英語ⅡＢ (1)

〔表3〕

微分積分学Ⅰ (2) 線形代数学Ⅱ (2) 関数論Ⅰ (2) 微分方程式Ⅱ (2)

微分積分学Ⅱ (2) 数学演習Ⅰ (1) 関数論Ⅱ (2) 数理統計学Ⅰ (2)

線形代数学Ⅰ (2) 数学演習Ⅱ (1) 微分方程式Ⅰ (2) 数理統計学Ⅱ (2)

〔表4〕

熱とエントロピーの物理学 (2) 物理学Ⅱ (2) 物理学Ⅰ演習 (1) 力と運動の物理学Ⅱ演習 (1)

電気と磁気の物理学 (2) 力と運動の物理学Ⅰ (2) 物理学Ⅱ演習 (1) 基礎物理学実験 (2)

物理学Ⅰ (2) 力と運動の物理学Ⅱ (2) 力と運動の物理学Ⅰ演習 (1)

〔表5〕

基礎化学実験 (2) 物質の構造と状態 (2) 物質の変化と性質 (2) 材料化学 (2)

2年 3年

教養教育科目　〔表1〕

多文化と社会の理解（Ⅰ群）

心と身体の表現（Ⅱ群）

1年 2年

1年

1年

1年

1年

1年

基礎科学分野（化学系）

基礎科学分野（数学系）

1年 2年

基礎科学分野（物理学系）

科学・技術のリテラシー（Ⅲ群）

総合・ゼミナール（Ⅳ群）

基礎教育科目　〔表2～表5〕

グローバルスキル分野

1年
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一
般
教
育

履
修
系
統
図

全全学学共共通通教教育育科科目目

１年前期 １年後期

自主創造の基礎２

科目群の学修・教育目標

教教養養教教育育科科目目　　学学修修・・教教育育目目標標：：【【AA・・BB・・CC・・ＤＤ・・ＥＥ】】

倫理学

歴史学

文学

社会学

経済学

法学

日本国憲法

ことばと文化

ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ

中国語Ⅰ 中国語Ⅱ

哲学

感性芸術学

日本語表現の基礎

クリティカル・シンキング

心理学

スポーツⅠ スポーツⅡ スポーツⅢ

健康の科学

現代物理学 技術者倫理

地理学 科学技術と人間

自然環境論 科学技術と経済

地球環境化学 知的財産権論

科学技術史

総合講座 教養基礎ゼミナール

基基礎礎教教育育科科目目　　学学修修・・教教育育目目標標：：【【AA・・BB・・DD・・EE】】

・グローバルスキル分野　学修・教育目標：【D・E】 １年次前期 １年次後期 ２年次前期 ２年次後期 ３年次前期

英語ⅠＡ 英語ⅠＢ 英語ⅢＡ 英語ⅢＢ 英語特殊講義Ａ

英語ⅡＡ 英語ⅡＢ English Communication Ⅰ English Communication Ⅱ 英語特殊講義Ｂ

・基礎科学分野（数学系） 　学修・教育目標：【A・B】

微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ 微分方程式Ⅰ 微分方程式Ⅱ

数学演習Ⅰ 数学演習Ⅱ 関数論Ⅰ 関数論Ⅱ

線形代数学Ⅰ 線形代数学Ⅱ 数理統計学Ⅰ 数理統計学Ⅱ

・基礎科学分野（物理学系）　学修・教育目標：【A・B】

熱とエントロピーの物理学 電気と磁気の物理学

電気と磁気の物理学 熱とエントロピーの物理学

力と運動の物理学Ⅰ 力と運動の物理学Ⅱ

力と運動の物理学Ⅰ演習 力と運動の物理学Ⅱ演習

物理学Ⅰ 物理学Ⅱ

物理学Ⅰ演習 物理学Ⅱ演習

・基礎科学分野（化学系） 　学修・教育目標：【A・B】

物質の変化と性質

物質の構造と状態

※学科により履修期が異なる 材料化学

※学科により履修年次が異なる

※学科により履修期が異なる

基礎化学実験

基礎物理学実験

理工系のキャリア形成において，英語の運用能力は必要不可欠である。１年
次では基礎学力の確実な定着をはかり，２年次ではコミュニケーションや資格
試験に対応できる実践的な力を涵養する。これらを土台として，３年次では，
科学技術や文化・思想など多岐にわたるテーマを基に，より高度な運用能力
の修得を目指す。

数学は,理工学の前提となる重要な科目であり,基本言語ともいえる。　まず全
ての専門分野において必要となる微分積分学(多変数関数の微積まで）と 線
形代数学（行列，行列式,固有値など）を学ぶ, さらに 微分方程式, 関数論, 数
理統計学を学び, これらの内容の各専門分野の応用を目指す。

物理学は，自然現象の解明だけにとどまらず，幅広い分野の基礎を成す重要
な科目であり，その手法は理工系のどの分野を学ぶ場合においても必要であ
る。力学，熱力学，電磁気学を中心として，専門教育科目の学修において通
用する基礎的な知識や思考方法の修得を目指す。講義で得た知識を実験や
演習を行うことにより，活用できるようにする。力学分野においては，ニュート
ンの運動方程式を理解し活用できるようにする。エネルギーや運動量，角運
動量といった概念を身につけることを目標とする。熱力学分野においては，複
雑な運動をしている膨大な個数の原子，分子から成り立っている物質に関わ
る現象を，マクロな視点からみることでシンプルな諸法則によって記述できる
ことを学ぶ。電磁気学分野においては，場の概念を用いて静電気現象を記述
し，次に電流や静磁場の現象を学ぶ。その後，時間的に変動する電磁場の
現象の大事な例として電磁誘導を学ぶ。

「物質の構造と状態」では，量子力学に基づく現代的な物質の理解に必要な
基礎的知識・考え方を修得するとともに，状態変化にともなう物質の諸性質に
ついて学ぶ。「物質の変化と性質」ではより発展的・応用的に化学反応・化学
平衡・物質の種類と性質について理解する。「基礎化学実験」では，実際の物
質の変化に触れることで基礎的知識を定着させるとともに，基本的な実験手
法を学ぶ。さらに，「材料化学」では，それぞれの専門課程につながる材料に
ついての化学的理解を深める。

日本を考える

科目群の学修・教育目標

大学生として「自ら学び，考え，道をひらく」ことのできる学修スキルを身につ
け，それらを活用し，社会人としての基本的知識や技能，態度を修得するこ
とを目指す。

自主創造の基礎１

教養（リベラル・アーツ）とは，専門知
識を他の分野と関連づけて考え，社
会で適切に活用するための人格的な
力である。
そのような力は，枠組みに縛られず広
い視野を持ち，多くの情報をもとに，
物事を偏らず多角的に分析するため
の問いと学びを繰り返すことで涵養さ
れる。
他人まかせにせず，自ら学び，自ら考
え，自ら道をひらく「自主創造」の精神
を養うために，教養教育科目を通じ
て，次のような能力・技法を獲得し，そ
の行使に習熟する。

学修・教育目標
【A・B・C・Ｄ・Ｅ】

①自分の信念・立場・役割を再検討
し，「何をなぜなすべきか」を考えつづ
ける省察力と高い倫理観

②人間の文化・社会・歴史の複雑な
連関についての多角的な理解と考察
に基づき，世界が直面する問題を理
解し，説明できる力

③多様な言語と文化・社会の関係を
学ぶことを通じて，異文化社会への深
い理解と異文化間コミュニケーション
を促進する力

④多様な価値を生む源泉としての心
と身体の働きを洞察する力を活かし，
自他を深く理解，表現する力

⑤自分の健康を適切に管理，改善で
き，新たなことに果敢に挑戦する力

⑥集団の中で連携しながら，協働者
の力を引き出し，その活躍を支援する
判断力・協働力

⑦多様な価値観や情報（「科学的」と
称されるものを含む）に対する論理
的・批判的考察力

⑧幅広い事象を注意深く観察して問
題の連関を発見し，解決策を構想す
る力

多文化と社会の理解

学修・教育目標：【A・B・C・Ｄ】
左記の①・②・③の姿勢・力を養う。

心と身体の表現

学修・教育目標：【A・B・C・Ｄ】
左記の①・④・⑤・⑥の姿勢・力を養

う。

科学・技術のリテラシー

学修・教育目標：【A・B・C・Ｄ・Ｅ】
左記の①・⑦・⑧の姿勢・力を養う。

その他
左記の⑦・⑧の姿勢・力を養う。
学修・教育目標：【A・B・C・Ｄ・Ｅ】

多文化と社会の理解

心と身体の表現

科学・技術のリテラシー

その他

全全学学共共通通教教育育科科目目

１年前期 １年後期

自主創造の基礎２

科目群の学修・教育目標

教教養養教教育育科科目目　　学学修修・・教教育育目目標標：：【【AA・・BB・・CC・・ＤＤ・・ＥＥ】】

倫理学

歴史学

文学

社会学

経済学

法学

日本国憲法

ことばと文化

ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ

中国語Ⅰ 中国語Ⅱ

哲学

感性芸術学

日本語表現の基礎

クリティカル・シンキング

心理学

スポーツⅠ スポーツⅡ スポーツⅢ

健康の科学

現代物理学 技術者倫理

地理学 科学技術と人間

自然環境論 科学技術と経済

地球環境化学 知的財産権論

科学技術史

総合講座 教養基礎ゼミナール

基基礎礎教教育育科科目目　　学学修修・・教教育育目目標標：：【【AA・・BB・・DD・・EE】】

・グローバルスキル分野　学修・教育目標：【D・E】 １年次前期 １年次後期 ２年次前期 ２年次後期 ３年次前期

英語ⅠＡ 英語ⅠＢ 英語ⅢＡ 英語ⅢＢ 英語特殊講義Ａ

英語ⅡＡ 英語ⅡＢ English Communication Ⅰ English Communication Ⅱ 英語特殊講義Ｂ

・基礎科学分野（数学系） 　学修・教育目標：【A・B】

微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ 微分方程式Ⅰ 微分方程式Ⅱ

数学演習Ⅰ 数学演習Ⅱ 関数論Ⅰ 関数論Ⅱ

線形代数学Ⅰ 線形代数学Ⅱ 数理統計学Ⅰ 数理統計学Ⅱ

・基礎科学分野（物理学系）　学修・教育目標：【A・B】

熱とエントロピーの物理学 電気と磁気の物理学

電気と磁気の物理学 熱とエントロピーの物理学

力と運動の物理学Ⅰ 力と運動の物理学Ⅱ

力と運動の物理学Ⅰ演習 力と運動の物理学Ⅱ演習

物理学Ⅰ 物理学Ⅱ

物理学Ⅰ演習 物理学Ⅱ演習

・基礎科学分野（化学系） 　学修・教育目標：【A・B】

物質の変化と性質

物質の構造と状態

※学科により履修期が異なる 材料化学

※学科により履修年次が異なる

※学科により履修期が異なる

基礎化学実験

基礎物理学実験

理工系のキャリア形成において，英語の運用能力は必要不可欠である。１年
次では基礎学力の確実な定着をはかり，２年次ではコミュニケーションや資格
試験に対応できる実践的な力を涵養する。これらを土台として，３年次では，
科学技術や文化・思想など多岐にわたるテーマを基に，より高度な運用能力
の修得を目指す。

数学は,理工学の前提となる重要な科目であり,基本言語ともいえる。　まず全
ての専門分野において必要となる微分積分学(多変数関数の微積まで）と 線
形代数学（行列，行列式,固有値など）を学ぶ, さらに 微分方程式, 関数論, 数
理統計学を学び, これらの内容の各専門分野の応用を目指す。

物理学は，自然現象の解明だけにとどまらず，幅広い分野の基礎を成す重要
な科目であり，その手法は理工系のどの分野を学ぶ場合においても必要であ
る。力学，熱力学，電磁気学を中心として，専門教育科目の学修において通
用する基礎的な知識や思考方法の修得を目指す。講義で得た知識を実験や
演習を行うことにより，活用できるようにする。力学分野においては，ニュート
ンの運動方程式を理解し活用できるようにする。エネルギーや運動量，角運
動量といった概念を身につけることを目標とする。熱力学分野においては，複
雑な運動をしている膨大な個数の原子，分子から成り立っている物質に関わ
る現象を，マクロな視点からみることでシンプルな諸法則によって記述できる
ことを学ぶ。電磁気学分野においては，場の概念を用いて静電気現象を記述
し，次に電流や静磁場の現象を学ぶ。その後，時間的に変動する電磁場の
現象の大事な例として電磁誘導を学ぶ。

「物質の構造と状態」では，量子力学に基づく現代的な物質の理解に必要な
基礎的知識・考え方を修得するとともに，状態変化にともなう物質の諸性質に
ついて学ぶ。「物質の変化と性質」ではより発展的・応用的に化学反応・化学
平衡・物質の種類と性質について理解する。「基礎化学実験」では，実際の物
質の変化に触れることで基礎的知識を定着させるとともに，基本的な実験手
法を学ぶ。さらに，「材料化学」では，それぞれの専門課程につながる材料に
ついての化学的理解を深める。

日本を考える

科目群の学修・教育目標

大学生として「自ら学び，考え，道をひらく」ことのできる学修スキルを身につ
け，それらを活用し，社会人としての基本的知識や技能，態度を修得するこ
とを目指す。

自主創造の基礎１

教養（リベラル・アーツ）とは，専門知
識を他の分野と関連づけて考え，社
会で適切に活用するための人格的な
力である。
そのような力は，枠組みに縛られず広
い視野を持ち，多くの情報をもとに，
物事を偏らず多角的に分析するため
の問いと学びを繰り返すことで涵養さ
れる。
他人まかせにせず，自ら学び，自ら考
え，自ら道をひらく「自主創造」の精神
を養うために，教養教育科目を通じ
て，次のような能力・技法を獲得し，そ
の行使に習熟する。

学修・教育目標
【A・B・C・Ｄ・Ｅ】

①自分の信念・立場・役割を再検討
し，「何をなぜなすべきか」を考えつづ
ける省察力と高い倫理観

②人間の文化・社会・歴史の複雑な
連関についての多角的な理解と考察
に基づき，世界が直面する問題を理
解し，説明できる力

③多様な言語と文化・社会の関係を
学ぶことを通じて，異文化社会への深
い理解と異文化間コミュニケーション
を促進する力

④多様な価値を生む源泉としての心
と身体の働きを洞察する力を活かし，
自他を深く理解，表現する力

⑤自分の健康を適切に管理，改善で
き，新たなことに果敢に挑戦する力

⑥集団の中で連携しながら，協働者
の力を引き出し，その活躍を支援する
判断力・協働力

⑦多様な価値観や情報（「科学的」と
称されるものを含む）に対する論理
的・批判的考察力

⑧幅広い事象を注意深く観察して問
題の連関を発見し，解決策を構想す
る力

多文化と社会の理解

学修・教育目標：【A・B・C・Ｄ】
左記の①・②・③の姿勢・力を養う。

心と身体の表現

学修・教育目標：【A・B・C・Ｄ】
左記の①・④・⑤・⑥の姿勢・力を養

う。

科学・技術のリテラシー

学修・教育目標：【A・B・C・Ｄ・Ｅ】
左記の①・⑦・⑧の姿勢・力を養う。

その他
左記の⑦・⑧の姿勢・力を養う。
学修・教育目標：【A・B・C・Ｄ・Ｅ】

多文化と社会の理解

心と身体の表現

科学・技術のリテラシー

その他

全全学学共共通通教教育育科科目目

１年前期 １年後期

自主創造の基礎２

科目群の学修・教育目標

教教養養教教育育科科目目　　学学修修・・教教育育目目標標：：【【AA・・BB・・CC・・ＤＤ・・ＥＥ】】

倫理学

歴史学

文学

社会学

経済学

法学

日本国憲法

ことばと文化

ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ

中国語Ⅰ 中国語Ⅱ

哲学

感性芸術学

日本語表現の基礎

クリティカル・シンキング

心理学

スポーツⅠ スポーツⅡ スポーツⅢ

健康の科学

現代物理学 技術者倫理

地理学 科学技術と人間

自然環境論 科学技術と経済

地球環境化学 知的財産権論

科学技術史

総合講座 教養基礎ゼミナール

基基礎礎教教育育科科目目　　学学修修・・教教育育目目標標：：【【AA・・BB・・DD・・EE】】

・グローバルスキル分野　学修・教育目標：【D・E】 １年次前期 １年次後期 ２年次前期 ２年次後期 ３年次前期

英語ⅠＡ 英語ⅠＢ 英語ⅢＡ 英語ⅢＢ 英語特殊講義Ａ

英語ⅡＡ 英語ⅡＢ English Communication Ⅰ English Communication Ⅱ 英語特殊講義Ｂ

・基礎科学分野（数学系） 　学修・教育目標：【A・B】

微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ 微分方程式Ⅰ 微分方程式Ⅱ

数学演習Ⅰ 数学演習Ⅱ 関数論Ⅰ 関数論Ⅱ

線形代数学Ⅰ 線形代数学Ⅱ 数理統計学Ⅰ 数理統計学Ⅱ

・基礎科学分野（物理学系）　学修・教育目標：【A・B】

熱とエントロピーの物理学 電気と磁気の物理学

電気と磁気の物理学 熱とエントロピーの物理学

力と運動の物理学Ⅰ 力と運動の物理学Ⅱ

力と運動の物理学Ⅰ演習 力と運動の物理学Ⅱ演習

物理学Ⅰ 物理学Ⅱ

物理学Ⅰ演習 物理学Ⅱ演習

・基礎科学分野（化学系） 　学修・教育目標：【A・B】

物質の変化と性質

物質の構造と状態

※学科により履修期が異なる 材料化学

※学科により履修年次が異なる

※学科により履修期が異なる

基礎化学実験

基礎物理学実験

理工系のキャリア形成において，英語の運用能力は必要不可欠である。１年
次では基礎学力の確実な定着をはかり，２年次ではコミュニケーションや資格
試験に対応できる実践的な力を涵養する。これらを土台として，３年次では，
科学技術や文化・思想など多岐にわたるテーマを基に，より高度な運用能力
の修得を目指す。

数学は,理工学の前提となる重要な科目であり,基本言語ともいえる。　まず全
ての専門分野において必要となる微分積分学(多変数関数の微積まで）と 線
形代数学（行列，行列式,固有値など）を学ぶ, さらに 微分方程式, 関数論, 数
理統計学を学び, これらの内容の各専門分野の応用を目指す。

物理学は，自然現象の解明だけにとどまらず，幅広い分野の基礎を成す重要
な科目であり，その手法は理工系のどの分野を学ぶ場合においても必要であ
る。力学，熱力学，電磁気学を中心として，専門教育科目の学修において通
用する基礎的な知識や思考方法の修得を目指す。講義で得た知識を実験や
演習を行うことにより，活用できるようにする。力学分野においては，ニュート
ンの運動方程式を理解し活用できるようにする。エネルギーや運動量，角運
動量といった概念を身につけることを目標とする。熱力学分野においては，複
雑な運動をしている膨大な個数の原子，分子から成り立っている物質に関わ
る現象を，マクロな視点からみることでシンプルな諸法則によって記述できる
ことを学ぶ。電磁気学分野においては，場の概念を用いて静電気現象を記述
し，次に電流や静磁場の現象を学ぶ。その後，時間的に変動する電磁場の
現象の大事な例として電磁誘導を学ぶ。

「物質の構造と状態」では，量子力学に基づく現代的な物質の理解に必要な
基礎的知識・考え方を修得するとともに，状態変化にともなう物質の諸性質に
ついて学ぶ。「物質の変化と性質」ではより発展的・応用的に化学反応・化学
平衡・物質の種類と性質について理解する。「基礎化学実験」では，実際の物
質の変化に触れることで基礎的知識を定着させるとともに，基本的な実験手
法を学ぶ。さらに，「材料化学」では，それぞれの専門課程につながる材料に
ついての化学的理解を深める。

日本を考える

科目群の学修・教育目標

大学生として「自ら学び，考え，道をひらく」ことのできる学修スキルを身につ
け，それらを活用し，社会人としての基本的知識や技能，態度を修得するこ
とを目指す。

自主創造の基礎１

教養（リベラル・アーツ）とは，専門知
識を他の分野と関連づけて考え，社
会で適切に活用するための人格的な
力である。
そのような力は，枠組みに縛られず広
い視野を持ち，多くの情報をもとに，
物事を偏らず多角的に分析するため
の問いと学びを繰り返すことで涵養さ
れる。
他人まかせにせず，自ら学び，自ら考
え，自ら道をひらく「自主創造」の精神
を養うために，教養教育科目を通じ
て，次のような能力・技法を獲得し，そ
の行使に習熟する。

学修・教育目標
【A・B・C・Ｄ・Ｅ】

①自分の信念・立場・役割を再検討
し，「何をなぜなすべきか」を考えつづ
ける省察力と高い倫理観

②人間の文化・社会・歴史の複雑な
連関についての多角的な理解と考察
に基づき，世界が直面する問題を理
解し，説明できる力

③多様な言語と文化・社会の関係を
学ぶことを通じて，異文化社会への深
い理解と異文化間コミュニケーション
を促進する力

④多様な価値を生む源泉としての心
と身体の働きを洞察する力を活かし，
自他を深く理解，表現する力

⑤自分の健康を適切に管理，改善で
き，新たなことに果敢に挑戦する力

⑥集団の中で連携しながら，協働者
の力を引き出し，その活躍を支援する
判断力・協働力

⑦多様な価値観や情報（「科学的」と
称されるものを含む）に対する論理
的・批判的考察力

⑧幅広い事象を注意深く観察して問
題の連関を発見し，解決策を構想す
る力

多文化と社会の理解

学修・教育目標：【A・B・C・Ｄ】
左記の①・②・③の姿勢・力を養う。

心と身体の表現

学修・教育目標：【A・B・C・Ｄ】
左記の①・④・⑤・⑥の姿勢・力を養

う。

科学・技術のリテラシー

学修・教育目標：【A・B・C・Ｄ・Ｅ】
左記の①・⑦・⑧の姿勢・力を養う。

その他
左記の⑦・⑧の姿勢・力を養う。
学修・教育目標：【A・B・C・Ｄ・Ｅ】

多文化と社会の理解

心と身体の表現

科学・技術のリテラシー

その他

全全学学共共通通教教育育科科目目

１年前期 １年後期

自主創造の基礎２

科目群の学修・教育目標

教教養養教教育育科科目目　　学学修修・・教教育育目目標標：：【【AA・・BB・・CC・・ＤＤ・・ＥＥ】】

倫理学

歴史学

文学

社会学

経済学

法学

日本国憲法

ことばと文化

ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ

中国語Ⅰ 中国語Ⅱ

哲学

感性芸術学

日本語表現の基礎

クリティカル・シンキング

心理学

スポーツⅠ スポーツⅡ スポーツⅢ

健康の科学

現代物理学 技術者倫理

地理学 科学技術と人間

自然環境論 科学技術と経済

地球環境化学 知的財産権論

科学技術史

総合講座 教養基礎ゼミナール

基基礎礎教教育育科科目目　　学学修修・・教教育育目目標標：：【【AA・・BB・・DD・・EE】】

・グローバルスキル分野　学修・教育目標：【D・E】 １年次前期 １年次後期 ２年次前期 ２年次後期 ３年次前期

英語ⅠＡ 英語ⅠＢ 英語ⅢＡ 英語ⅢＢ 英語特殊講義Ａ

英語ⅡＡ 英語ⅡＢ English Communication Ⅰ English Communication Ⅱ 英語特殊講義Ｂ

・基礎科学分野（数学系） 　学修・教育目標：【A・B】

微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ 微分方程式Ⅰ 微分方程式Ⅱ

数学演習Ⅰ 数学演習Ⅱ 関数論Ⅰ 関数論Ⅱ

線形代数学Ⅰ 線形代数学Ⅱ 数理統計学Ⅰ 数理統計学Ⅱ

・基礎科学分野（物理学系）　学修・教育目標：【A・B】

熱とエントロピーの物理学 電気と磁気の物理学

電気と磁気の物理学 熱とエントロピーの物理学

力と運動の物理学Ⅰ 力と運動の物理学Ⅱ

力と運動の物理学Ⅰ演習 力と運動の物理学Ⅱ演習

物理学Ⅰ 物理学Ⅱ

物理学Ⅰ演習 物理学Ⅱ演習

・基礎科学分野（化学系） 　学修・教育目標：【A・B】

物質の変化と性質

物質の構造と状態

※学科により履修期が異なる 材料化学

※学科により履修年次が異なる

※学科により履修期が異なる

基礎化学実験

基礎物理学実験

理工系のキャリア形成において，英語の運用能力は必要不可欠である。１年
次では基礎学力の確実な定着をはかり，２年次ではコミュニケーションや資格
試験に対応できる実践的な力を涵養する。これらを土台として，３年次では，
科学技術や文化・思想など多岐にわたるテーマを基に，より高度な運用能力
の修得を目指す。

数学は,理工学の前提となる重要な科目であり,基本言語ともいえる。　まず全
ての専門分野において必要となる微分積分学(多変数関数の微積まで）と 線
形代数学（行列，行列式,固有値など）を学ぶ, さらに 微分方程式, 関数論, 数
理統計学を学び, これらの内容の各専門分野の応用を目指す。

物理学は，自然現象の解明だけにとどまらず，幅広い分野の基礎を成す重要
な科目であり，その手法は理工系のどの分野を学ぶ場合においても必要であ
る。力学，熱力学，電磁気学を中心として，専門教育科目の学修において通
用する基礎的な知識や思考方法の修得を目指す。講義で得た知識を実験や
演習を行うことにより，活用できるようにする。力学分野においては，ニュート
ンの運動方程式を理解し活用できるようにする。エネルギーや運動量，角運
動量といった概念を身につけることを目標とする。熱力学分野においては，複
雑な運動をしている膨大な個数の原子，分子から成り立っている物質に関わ
る現象を，マクロな視点からみることでシンプルな諸法則によって記述できる
ことを学ぶ。電磁気学分野においては，場の概念を用いて静電気現象を記述
し，次に電流や静磁場の現象を学ぶ。その後，時間的に変動する電磁場の
現象の大事な例として電磁誘導を学ぶ。

「物質の構造と状態」では，量子力学に基づく現代的な物質の理解に必要な
基礎的知識・考え方を修得するとともに，状態変化にともなう物質の諸性質に
ついて学ぶ。「物質の変化と性質」ではより発展的・応用的に化学反応・化学
平衡・物質の種類と性質について理解する。「基礎化学実験」では，実際の物
質の変化に触れることで基礎的知識を定着させるとともに，基本的な実験手
法を学ぶ。さらに，「材料化学」では，それぞれの専門課程につながる材料に
ついての化学的理解を深める。

日本を考える

科目群の学修・教育目標

大学生として「自ら学び，考え，道をひらく」ことのできる学修スキルを身につ
け，それらを活用し，社会人としての基本的知識や技能，態度を修得するこ
とを目指す。

自主創造の基礎１

教養（リベラル・アーツ）とは，専門知
識を他の分野と関連づけて考え，社
会で適切に活用するための人格的な
力である。
そのような力は，枠組みに縛られず広
い視野を持ち，多くの情報をもとに，
物事を偏らず多角的に分析するため
の問いと学びを繰り返すことで涵養さ
れる。
他人まかせにせず，自ら学び，自ら考
え，自ら道をひらく「自主創造」の精神
を養うために，教養教育科目を通じ
て，次のような能力・技法を獲得し，そ
の行使に習熟する。

学修・教育目標
【A・B・C・Ｄ・Ｅ】

①自分の信念・立場・役割を再検討
し，「何をなぜなすべきか」を考えつづ
ける省察力と高い倫理観

②人間の文化・社会・歴史の複雑な
連関についての多角的な理解と考察
に基づき，世界が直面する問題を理
解し，説明できる力

③多様な言語と文化・社会の関係を
学ぶことを通じて，異文化社会への深
い理解と異文化間コミュニケーション
を促進する力

④多様な価値を生む源泉としての心
と身体の働きを洞察する力を活かし，
自他を深く理解，表現する力

⑤自分の健康を適切に管理，改善で
き，新たなことに果敢に挑戦する力

⑥集団の中で連携しながら，協働者
の力を引き出し，その活躍を支援する
判断力・協働力

⑦多様な価値観や情報（「科学的」と
称されるものを含む）に対する論理
的・批判的考察力

⑧幅広い事象を注意深く観察して問
題の連関を発見し，解決策を構想す
る力

多文化と社会の理解

学修・教育目標：【A・B・C・Ｄ】
左記の①・②・③の姿勢・力を養う。

心と身体の表現

学修・教育目標：【A・B・C・Ｄ】
左記の①・④・⑤・⑥の姿勢・力を養

う。

科学・技術のリテラシー

学修・教育目標：【A・B・C・Ｄ・Ｅ】
左記の①・⑦・⑧の姿勢・力を養う。

その他
左記の⑦・⑧の姿勢・力を養う。
学修・教育目標：【A・B・C・Ｄ・Ｅ】

多文化と社会の理解

心と身体の表現

科学・技術のリテラシー

その他

全全学学共共通通教教育育科科目目

１年前期 １年後期

自主創造の基礎２

科目群の学修・教育目標

教教養養教教育育科科目目　　学学修修・・教教育育目目標標：：【【AA・・BB・・CC・・ＤＤ・・ＥＥ】】

倫理学

歴史学

文学

社会学

経済学

法学

日本国憲法

ことばと文化

ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ

中国語Ⅰ 中国語Ⅱ

哲学

感性芸術学

日本語表現の基礎

クリティカル・シンキング

心理学

スポーツⅠ スポーツⅡ スポーツⅢ

健康の科学

現代物理学 技術者倫理

地理学 科学技術と人間

自然環境論 科学技術と経済

地球環境化学 知的財産権論

科学技術史

総合講座 教養基礎ゼミナール

基基礎礎教教育育科科目目　　学学修修・・教教育育目目標標：：【【AA・・BB・・DD・・EE】】

・グローバルスキル分野　学修・教育目標：【D・E】 １年次前期 １年次後期 ２年次前期 ２年次後期 ３年次前期

英語ⅠＡ 英語ⅠＢ 英語ⅢＡ 英語ⅢＢ 英語特殊講義Ａ

英語ⅡＡ 英語ⅡＢ English Communication Ⅰ English Communication Ⅱ 英語特殊講義Ｂ

・基礎科学分野（数学系） 　学修・教育目標：【A・B】

微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ 微分方程式Ⅰ 微分方程式Ⅱ

数学演習Ⅰ 数学演習Ⅱ 関数論Ⅰ 関数論Ⅱ

線形代数学Ⅰ 線形代数学Ⅱ 数理統計学Ⅰ 数理統計学Ⅱ

・基礎科学分野（物理学系）　学修・教育目標：【A・B】

熱とエントロピーの物理学 電気と磁気の物理学

電気と磁気の物理学 熱とエントロピーの物理学

力と運動の物理学Ⅰ 力と運動の物理学Ⅱ

力と運動の物理学Ⅰ演習 力と運動の物理学Ⅱ演習

物理学Ⅰ 物理学Ⅱ

物理学Ⅰ演習 物理学Ⅱ演習

・基礎科学分野（化学系） 　学修・教育目標：【A・B】

物質の変化と性質

物質の構造と状態

※学科により履修期が異なる 材料化学

※学科により履修年次が異なる

※学科により履修期が異なる

基礎化学実験

基礎物理学実験

理工系のキャリア形成において，英語の運用能力は必要不可欠である。１年
次では基礎学力の確実な定着をはかり，２年次ではコミュニケーションや資格
試験に対応できる実践的な力を涵養する。これらを土台として，３年次では，
科学技術や文化・思想など多岐にわたるテーマを基に，より高度な運用能力
の修得を目指す。

数学は,理工学の前提となる重要な科目であり,基本言語ともいえる。　まず全
ての専門分野において必要となる微分積分学(多変数関数の微積まで）と 線
形代数学（行列，行列式,固有値など）を学ぶ, さらに 微分方程式, 関数論, 数
理統計学を学び, これらの内容の各専門分野の応用を目指す。

物理学は，自然現象の解明だけにとどまらず，幅広い分野の基礎を成す重要
な科目であり，その手法は理工系のどの分野を学ぶ場合においても必要であ
る。力学，熱力学，電磁気学を中心として，専門教育科目の学修において通
用する基礎的な知識や思考方法の修得を目指す。講義で得た知識を実験や
演習を行うことにより，活用できるようにする。力学分野においては，ニュート
ンの運動方程式を理解し活用できるようにする。エネルギーや運動量，角運
動量といった概念を身につけることを目標とする。熱力学分野においては，複
雑な運動をしている膨大な個数の原子，分子から成り立っている物質に関わ
る現象を，マクロな視点からみることでシンプルな諸法則によって記述できる
ことを学ぶ。電磁気学分野においては，場の概念を用いて静電気現象を記述
し，次に電流や静磁場の現象を学ぶ。その後，時間的に変動する電磁場の
現象の大事な例として電磁誘導を学ぶ。

「物質の構造と状態」では，量子力学に基づく現代的な物質の理解に必要な
基礎的知識・考え方を修得するとともに，状態変化にともなう物質の諸性質に
ついて学ぶ。「物質の変化と性質」ではより発展的・応用的に化学反応・化学
平衡・物質の種類と性質について理解する。「基礎化学実験」では，実際の物
質の変化に触れることで基礎的知識を定着させるとともに，基本的な実験手
法を学ぶ。さらに，「材料化学」では，それぞれの専門課程につながる材料に
ついての化学的理解を深める。

日本を考える

科目群の学修・教育目標

大学生として「自ら学び，考え，道をひらく」ことのできる学修スキルを身につ
け，それらを活用し，社会人としての基本的知識や技能，態度を修得するこ
とを目指す。

自主創造の基礎１

教養（リベラル・アーツ）とは，専門知
識を他の分野と関連づけて考え，社
会で適切に活用するための人格的な
力である。
そのような力は，枠組みに縛られず広
い視野を持ち，多くの情報をもとに，
物事を偏らず多角的に分析するため
の問いと学びを繰り返すことで涵養さ
れる。
他人まかせにせず，自ら学び，自ら考
え，自ら道をひらく「自主創造」の精神
を養うために，教養教育科目を通じ
て，次のような能力・技法を獲得し，そ
の行使に習熟する。

学修・教育目標
【A・B・C・Ｄ・Ｅ】

①自分の信念・立場・役割を再検討
し，「何をなぜなすべきか」を考えつづ
ける省察力と高い倫理観

②人間の文化・社会・歴史の複雑な
連関についての多角的な理解と考察
に基づき，世界が直面する問題を理
解し，説明できる力

③多様な言語と文化・社会の関係を
学ぶことを通じて，異文化社会への深
い理解と異文化間コミュニケーション
を促進する力

④多様な価値を生む源泉としての心
と身体の働きを洞察する力を活かし，
自他を深く理解，表現する力

⑤自分の健康を適切に管理，改善で
き，新たなことに果敢に挑戦する力

⑥集団の中で連携しながら，協働者
の力を引き出し，その活躍を支援する
判断力・協働力

⑦多様な価値観や情報（「科学的」と
称されるものを含む）に対する論理
的・批判的考察力

⑧幅広い事象を注意深く観察して問
題の連関を発見し，解決策を構想す
る力

多文化と社会の理解

学修・教育目標：【A・B・C・Ｄ】
左記の①・②・③の姿勢・力を養う。

心と身体の表現

学修・教育目標：【A・B・C・Ｄ】
左記の①・④・⑤・⑥の姿勢・力を養

う。

科学・技術のリテラシー

学修・教育目標：【A・B・C・Ｄ・Ｅ】
左記の①・⑦・⑧の姿勢・力を養う。

その他
左記の⑦・⑧の姿勢・力を養う。
学修・教育目標：【A・B・C・Ｄ・Ｅ】

多文化と社会の理解

心と身体の表現

科学・技術のリテラシー

その他

１年前期 １年後期

自主創造の基礎１ 自主創造の基礎２

日本を考える

※学科により履修年次が異なる

１年前期 １年後期

自主創造の基礎１ 自主創造の基礎２

日本を考える
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①　教育研究上の目的
　　　　心身ともに健全な文化人，土木工学のどの分野にとっても必要な基礎知識を身に付けた土木技術者，進路により適
　　　した応用能力を身に付けた土木技術者，伝統を引継ぎ，実社会で多方面に活躍する実践的な土木技術者を養成する。

②　学修・教育目標
　　（Ａ）心身ともに健全な文化人を養成する
　　　　・幅広い教養を身につけ，人間・社会・自然に対する鋭い感性を養う。
　　　　・土木技術者としての高い倫理観を身につける。
　　（B）土木工学のどの分野にとっても必要な基礎能力を身につけた土木技術者を養成する。
　　　　・土木技術者に必要な工学に関する基礎学力を身につける。
　　　　・社会基盤の整備に携わるための専門基礎学力を身につける。
　　（C）進路に，より適した応用能力を身につけた土木技術者を養成する。
　　　　・設計とデザインに関連する応用能力を身につける。
　　　　・計画と管理に関連する応用能力を身につける。
　　　　・環境の評価と保全に関連する応用能力を身につける。
　　　　・実験・実習を遂行し，課題を解析・考察してまとめる能力を身につける。
　　（D）伝統を引き継ぎ，社会で多面的に活躍する実践的な土木技術者を養成する。
　　　　・本学の伝統を理解し，自ら社会の課題解決に取り組む実践能力を身につける。
　　　　・発表，討議を通じて，計画的に課題を進め，まとめる能力とリーダーシップを身につける。
　　　　・自らの学力を評価し，継続的に学習する能力を身につける。

③　カリキュラムの特徴
　　　　土木工学のどの分野にとっても必要な素養を身につけるとともに，土木工学が社会で果たしている幅広い役割を理
　　　解し，将来進むべき方向を見出せるよう学科目を配置している。土木工学を構成する土木材料・力学一般，構造工学・
　　　地震工学，地盤工学，水工・水理学，土木計画，土木環境システム，測量学，情報教育，実践領域の各分野について
　　　広く学ぶことを目指している。また，これらの各分野においては，講義科目だけではなく，演習科目，フィールドワー
　　　クを含む調査・実習科目，実験科目を数多く配置し，さらには 3年次に土木工学キャリアデザインを設置するなど，
　　　体験的に学ぶ選択肢を充実させている。
　　　　3年次に，シビルエンジニアが担うプロジェクトを反映したプロジェクトスタディを履修する。本科目では，社会
　　　で活躍する多数の講師と共に，具体的な状況設定のもと，実践的問題の捉え方，取り組み方を修得する。４年次に，
　　　専門教育科目で修得した知識と能力とを研究に適用するため，少人数のグループに分かれて研究室に配属され，卒業
　　　研究を行う。
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①　卒業研究着手条件
　卒業研究に着手するには，以下の条件をすべて満足しなければならない。
　　（１）修業年数が 3年以上を経過していること。
　　（２）卒業に必要な単位から 94 単位以上を修得していること。
　　（３）専門教育科目の 1年次に設置されている必修科目をすべて修得し，土木工学キャリアデザインを修得していること。
　　（４）「土木材料・力学一般・構造工学・地震工学」領域（専門Ａ）の指定科目から 11 単位以上，「地盤工学」領域（専
　　　門Ｂ）の指定科目から 5単位以上，「水工・水理学」領域（専門Ｃ）の指定科目から 6単位以上を修得していること。
　	
　科目区分毎の指定科目と単位数

②　卒業条件
　	卒業するためには，以下の条件をすべて満足しなければならない。

③　履修計画上の注意
　詳細な履修計画等については，土木工学科「学修の手引き」を併読すること。

科目区分

全学共通教育科目

教 養 教 育 科 目

必修２単位

履　修　の　方　法 卒業に必要な
単　位　数
２単位

「多文化と社会の理解」（Ⅰ群） ６単位以上
「心と身体の表現」（Ⅱ群） ４単位以上
「科学・技術のリテラシー」（Ⅲ群） ４単位以上
「総合・ゼミナール」（Ⅳ群）

16単位以上

基 礎 教 育 科 目

専 門 教 育 科 目

「グローバルスキル分野」
①必修４単位
②英語Ⅲ A，英語Ⅲ B，English CommunicationⅠ，
　English CommunicationⅡから２単位以上
③英語特殊講義 A，英語特殊講義 Bから１単位以上

７単位以上

「基礎科学分野」
数 学 系：関数論Ⅰ，関数論Ⅱ，微分方程式Ⅰ，微分方程式Ⅱ，
　　　　　微分積分学Ⅰ，微分積分学Ⅱ，線形代数学Ⅰ，
　　　　　線形代数学Ⅱから４単位以上

物理学系：力と運動の物理学Ⅰ，力と運動の物理学Ⅱ，
　　　　　基礎物理学実験から４単位以上

化 学 系：２単位以上

14単位以上

22単位以上

86単位以上

126単位以上

①必修18単位
②専門Ａから14単位以上
③専門Ｂから６単位以上
④専門Ｃから８単位以上
⑤専門Ｄから６単位以上
⑥専門Ｅから６単位以上
⑦専門Ｆから10単位以上
⑧専門Ｇから材料実験，土質実験のいずれか１科目を含め２科目２単位以上
①～⑧の条件を含めて86単位以上

合 計 単 位 数

科目区分 指定科目名（単位数） 修得が必要な単位数
応用力学 I（2），応用力学 I演習（1），応用力学Ⅱ（2），応用力学Ⅱ演習（1），
建設材料（2），コンクリート工学（2），コンクリート構造設計（2），コンクリー
ト構造設計演習（1），材料力学（2），材料力学演習（1）

専門Ａ 11単位以上

地盤力学 I（2），地盤力学 I演習（1），地盤力学Ⅱ（2），地盤力学Ⅱ演習（1），
地盤工学 I（2）

５単位以上専門Ｂ

６単位以上
水理学 I（2），水理学 I演習（1），水理学Ⅱ（2），水理学Ⅱ演習（1），応用
水理学（2），河川環境工学（2）

専門Ｃ



34

土
木
工
学
科

授
業
科
目
配
置
表

自主創造の基礎 (2)

倫理学 (2) 社会学 (2) ドイツ語Ⅰ (1) 中国語Ⅰ (1)

歴史学 (2) 経済学 (2) ドイツ語Ⅱ (1) 中国語Ⅱ (1)

文学 (2) 日本国憲法 (2) フランス語Ⅰ (1)

法学 (2) ことばと文化 (2) フランス語Ⅱ (1)

スポーツⅠ (1)

哲学 (2) スポーツⅢ (1)

日本語表現の基礎 (1)

クリティカル・シンキング (1)

感性芸術学 (2)

心理学 (2)

スポーツⅡ (1)

健康の科学 (1)

技術者倫理 (2) 知的財産権論 (2) 地球環境化学 (2)

科学技術と人間 (2) 科学技術史 (2) 自然環境論 (2)

科学技術と経済 (2) 現代物理学 (2) 地理学 (2)

総合講座 (2)

教養基礎ゼミナール (1)

英語ⅠＡ (1)

英語ⅠＢ (1)

英語ⅡＡ (1)

英語ⅡＢ (1)

英語ⅢＡ (1) 英語特殊講義Ａ (1)

英語ⅢＢ (1) 英語特殊講義Ｂ (1)

English Communication Ⅰ (1)

English Communication Ⅱ (1)

微分積分学Ⅰ (2) 関数論Ⅰ (2)

微分積分学Ⅱ (2) 関数論Ⅱ (2)

線形代数学Ⅰ (2) 微分方程式Ⅰ (2)

線形代数学Ⅱ (2) 微分方程式Ⅱ (2)

力と運動の物理学Ⅰ (2)

力と運動の物理学Ⅱ (2)

基礎物理学実験 (2)

基礎化学実験 (2) 材料化学 (2)

物質の構造と状態 (2)

物質の変化と性質 (2)

土木工学インセンティブ (2) 土木工学キャリアデザイン (1) 卒業研究 (6)

測量実習Ⅰ (1) 土木工学総合演習 (1)

測量実習Ⅱ (1)

力学の基礎Ⅰ及び演習 (3)

力学の基礎Ⅱ及び演習 (3)

建設材料 (2) コンクリート構造設計 (2)

コンクリート工学 (2) コンクリート構造設計演習 (1)

応用力学Ⅰ (2) 材料力学 (2)

応用力学Ⅰ演習 (1) 材料力学演習 (1)

応用力学Ⅱ (2)

応用力学Ⅱ演習 (1)

地盤力学Ⅰ (2) 地盤工学Ⅰ (2)

地盤力学Ⅰ演習 (1)

地盤力学Ⅱ (2)

地盤力学Ⅱ演習 (1)

水理学Ⅰ (2) 応用水理学 (2)

水理学Ⅰ演習 (1) 河川環境工学 (2)

水理学Ⅱ (2)

水理学Ⅱ演習 (1)

デザイン基礎・演習 (2) 景観・デザイン (2) プロジェクトスタディⅠ (2)

プロジェクトスタディⅡ (2)

データの解析 (2) 土木工学のための統計分析 (2)

プログラミングⅠ (2)

プログラミングⅡ (2)

橋の力学とデザイン (2) 地震工学 (2)

構造力学及び演習 (3) 海岸施設の設計と管理 (2)

設計システム論 (2) 環境地盤工学 (2)

応用水理学演習 (1) 社会資本マネジメント (2)

海岸環境工学 (2) 資源循環学 (2)

地盤工学Ⅱ (2) 応用生態工学 (2)

水質環境学及び演習 (3) 砂防防災工学 (2)

まちづくり事業論 (2) 道路工学 (2)

空間情報処理 (2) インフラ工学 (2)

材料実験 (1) 水理実験 (1)

土質実験 (1) 構造実験 (1)

水質実験 (1)

測量学Ⅰ (2) マネジメント概論 (2) 都市計画 (2)

測量学Ⅱ (2) 土木計画の基礎 (2) 交通計画 (2)

災害と土木の歴史 (2) 地球環境学 (2) 上下水道工学 (2)

土木工学特別講義 (2) 環境汚染学 (2) 上下水道工学演習 (1)

ゼミナール (1)

インターンシップ (1)

（  ）内の数字は単位数 

4科目のうち2科目を修得

   2科目のうち1科目を修得

２年次 ３年次 ４年次
科目区分

選
択

１年次

科学・技術の
リテラシー
（Ⅲ群）

選
択

設置年次

教
養
教
育
科
目

必
修

全

学

共

通

教

育

科

目

総合・ゼミナール
（Ⅳ群）

選
択

多文化と社会の
理解（Ⅰ群）

選
択

心
と
身
体
の
表
現
（

Ⅱ
群
）

必修

基
礎
教
育
科
目

グ
ロ
ー

バ
ル
ス
キ
ル
分
野

必
修

選
択

基
礎
科
学
分
野

数
学
系

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表３からも選択することができる。

物
理
学
系

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表４からも選択することができる。

化
学
系

選
択

2科目のうち1科目を修得

専
門
教
育
科
目

専
門
Ａ

専
門
Ｃ

専
門
Ｄ

専
門
Ｂ

専
門
Ｆ

専
門
Ｅ

専
門
Ｇ

選
択
必
修

必
修

選
択
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土
木

工
学

科

配
当

年
次

領
域

・
分

野

力
学

の
基

礎
I
及

び
演

習
力

学
の

基
礎

Ⅱ
及

び
演

習
建

設
材

料
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

学
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
設

計
材

料
実

験

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

設
計

演
習

材
料

力
学

材
料

力
学

演
習

応
用

力
学

I
応

用
力

学
Ⅱ

構
造

力
学

及
び

演
習

地
震

工
学

応
用

力
学

I
演

習
応

用
力

学
Ⅱ

演
習

橋
の

力
学

と
デ

ザ
イ

ン
構

造
実

験

設
計

シ
ス

テ
ム

論

地
盤

力
学

I
地

盤
力

学
Ⅱ

地
盤

工
学

I
地

盤
工

学
Ⅱ

環
境

地
盤

工
学

地
盤

力
学

I
演

習
地

盤
力

学
Ⅱ

演
習

土
質

実
験

水
理

学
I

水
理

学
Ⅱ

応
用

水
理

学
応

用
水

理
学

演
習

水
理

実
験

水
理

学
I
演

習
水

理
学

Ⅱ
演

習
河

川
環

境
工

学

海
岸

環
境

工
学

海
岸

施
設

の
設

計
と

管
理

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

概
論

土
木

計
画

の
基

礎
都

市
計

画
ま

ち
づ

く
り

事
業

論
社

会
資

本
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

交
通

計
画

地
球

環
境

学
環

境
汚

染
学

上
水

道
工

学
水

質
環

境
学

及
び

演
習

資
源

循
環

学

上
水

道
工

学
演

習
水

質
実

験

測
量

学
I

測
量

学
Ⅱ

空
間

情
報

処
理

測
量

実
習

I
測

量
実

習
Ⅱ

デ
ー

タ
の

解
析

土
木

工
学

の
た

め
の

統
計

分
析

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
I

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
Ⅱ

デ
ザ

イ
ン

基
礎

・
演

習
景

観
・

デ
ザ

イ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ス
タ

デ
ィ

I
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ス

タ
デ

ィ
Ⅱ

総
合

土
木

工
学

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
土

木
工

学
特

別
講

義
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

土
木

工
学

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

災
害

と
土

木
の

歴
史

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

土
木

工
学

総
合

演
習

応
用

生
態

工
学

道
路

工
学

砂
防

防
災

工
学

イ
ン

フ
ラ

工
学

学
修
・
教
育
目
標
：

(
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
)

実
践

領
域

学
修
・
教
育
目
標
:

(
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
)

学
修
・
教
育
目
標
：

(
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
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ン

ト

交
通

計
画

地
球

環
境

学
環

境
汚

染
学

上
水

道
工

学
水

質
環

境
学

及
び

演
習

資
源

循
環

学

上
水

道
工

学
演

習
水

質
実

験

測
量

学
I

測
量

学
Ⅱ

空
間

情
報

処
理

測
量

実
習

I
測

量
実

習
Ⅱ

デ
ー

タ
の

解
析

土
木

工
学

の
た

め
の

統
計

分
析

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
I

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
Ⅱ

デ
ザ

イ
ン

基
礎

・
演

習
景

観
・

デ
ザ

イ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ス
タ

デ
ィ

I
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ス

タ
デ

ィ
Ⅱ

総
合

土
木

工
学

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
土

木
工

学
特

別
講

義
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

土
木

工
学

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

災
害

と
土

木
の

歴
史

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

土
木

工
学

総
合

演
習

応
用

生
態

工
学

道
路

工
学

砂
防

防
災

工
学

イ
ン

フ
ラ

工
学

学
修
・
教
育
目
標
：

(
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
)

実
践

領
域

学
修
・
教
育
目
標
:

(
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
)

学
修
・
教
育
目
標
：

(
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
)

学
修

・
教

育
目

標
：

(
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
)

地
盤

工
学

領
域

4

卒
業

研
究

2
3

1

土
木

材
料

・
力

学
一

般
領

域

学
修

・
教

育
目

標
：

(
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
)

構
造

工
学

・
地

震
工

学
領

域

学
修
・
教
育
目
標
：

(
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
)

水
工

・
水

理
学

領
域

学
修

・
教

育
目

標
：

(
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
)

土
木

計
画

領
域

学
修
・
教
育
目
標
：

(
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
)

土
木

環
境

シ
ス

テ
ム

領
域

学
修
・
教
育
目
標
：

(
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
)

測
量

学
領

域

学
修
・
教
育
目
標
：

(
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
)

情
報

教
育

領
域
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交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科
学
科
紹
介

（
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
コ
ー
ス
）

①　教育研究上の目的
　　　　高い倫理観を持ち，地球環境の維持と公共の福祉の向上を理解し，歴史や文化に配慮して，持続可能な美しい地域
　　　社会の構築と運営に貢献できる交通・建設エンジニア及び交通・都市・環境マネージャーを養成する。そのために，
　　　安全かつ快適で豊かな社会の形成に資する交通システムの創造や整備，維持管理，運営，経営を行う総合力と専門能
　　　力を養うための教育と研究を行う。

②　学修・教育目標
　　（Ａ）基礎学習力
　　　　地域環境の維持と公共の福祉の向上を理解し，安全かつ快適な地域社会を創出するための基礎を総合的に学習する。
　　（Ｂ）技術者倫理
　　　　交通システム工学科のもつ社会的影響力の重要性と土木・交通技術者の社会的責任を理解・自覚し，自律的かつ自
　　　主的に問題解決する能力を身につける。
　　（Ｃ）専門基礎学力
　　　　交通基盤の計画，整備，評価，維持管理，さらに最適な交通システムの実現に向けたこれらの運用・運営，経営に
　　　関連する科学技術の基礎について深く理解できる知的基盤を形成する。
　　（Ｄ）専門応用力
　　　　交通・建設エンジニア及び交通・都市・環境マネージャーとしての土木・技術者が基礎とする交通システム工学に
　　　関する交通計画系，交通環境・情報系，交通基盤系の各分野の専門知識を身につける。また，それらを応用できる能
　　　力を身につける。
	 D-1）交通計画系：交通基盤の整備や維持管理、交通運用を行う上で必要となる計画，分析，評価に関する専門知	
	 	 識と応用力
	 D-2）交通環境・情報系：交通基盤の構築や運用に必要となる情報技術とその応用力及び交通施設，情報技術の利	
	 	 活用によって支えられ，共存する健全な社会や環境を形成するために必要となる専門知識と応用力
	 D-3）交通基盤系：交通施設を支える土木構造物を設計，施工，維持管理するために必要となる専門知識と応用力
　　（Ｅ）生涯自己学習能力
　　　　交通基盤の構築と運営を図るべく，社会の要望・変化に柔軟に対応し，自らの成長に向けて，継続的に学習できる
　　　能力を身につける。
　　（Ｆ）コミュニケーション能力・ファシリテイト能力
　　　　専門分野に関して関係者や当事者に説明し討議を行い，合意形成を図る能力を身につける。
　　（Ｇ）チームワーク力・実践能力
　　　　土木・交通技術者及び社会を構成する多様な観点を持つ他者と協働できるチームワーク力・実践能力を身につける。
　　（Ｈ）計画的遂行能力
　　　　社会における様々な条件を考慮し，交通プロジェクトを計画的に進められる能力及び進捗に応じてとりまとめる能
　　　力を身につける。
　　（Ｉ）デザイン・総合力
　　　　交通と社会を一つのシステムとして捉え，関連する情報や技術を活用して，歴史，文化及び環境に配慮した持続可
　　　能な社会をデザインする総合力を身につける。

③　カリキュラムの特徴
　　　　本学科では，教育研究上の目的に示される交通・建設エンジニア及び交通・都市・環境マネージャーを養成するために，
　　　エンジニアリングコースとマネジメントコースを設置している。各コースでは，まず本学科を卒業する学生が共通して
　　　身に付けておかなければならない最低限の知識・能力として，ミニマムリクワイアメント科目を設け，これを共通必修
　　　科目としている。また，各コースが目指す人材を養成するために適切な履修を可能とするよう最低限必要とするコース
　　　必修科目を設けている。その際，各コースにおいて適切な履修選択を可能とするため，共通科目に加えて 3つの領域（交
　　　通計画系，交通環境・情報系，交通基盤系）を設け，それぞれの科目の関係を履修系統図で示している。これら必修科
　　　目の修得によって学科の定める学修・教育目標が達成できるようにカリキュラムが設計されている。

④④ エエンンジジニニアアリリンンググココーーススのの特特徴徴

本学科では，「エンジニアリングコース」

と「マネジメントコース」の２つのコース

を設置している。２年次進級時に希望によ

り選択することができる（定員を超えた場

合は選抜）。

エンジニアリングコースでは，建設分野

を基礎としつつ，交通工学や環境・情報等

の素養をもった交通・建設エンジニアを養

成する。

共通
高度

専門

エンジニアリングコース

専門（定員 90 人）

マネジメントコース

専門（定員 30人） 

１年次 ２～４年次 大学院 ④　エンジニアリングコースの特徴
　　　　本学科では，「エンジニアリングコース」と「マネジメントコー
　　　ス」の２つのコースを設置している。２年次進級時に希望によ
　　　り選択することができる（定員を超えた場合は選抜）。
　　　　エンジニアリングコースでは，建設分野を基礎としつつ，交
　　　通工学や環境・情報等の素養をもった交通・建設エンジニアを
　　　養成する。
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卒
業
条
件
等

（
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
コ
ー
ス
）

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科

①　卒業研究着手条件
　卒業研究に着手するには，以下の条件をすべて満足しなければならない。
　　（１）修業年数が 3年以上を経過していること。
　　（２）卒業に必要な単位から 94 単位以上を修得していること。
　　（３）全学共通教育科目，教養教育科目及び基礎教育科目の必修科目（10 科目 15 単位）から 11 単位以上を
　　　　修得していること。
　　（４）専門教育科目の必修科目と選択必修科目から 58 単位以上を修得していること。
　	
②　卒業条件
　	卒業するためには，以下の条件をすべて満足しなければならない。

③　履修計画上の注意
　詳細な履修計画等については，「交通システム工学科　学生生活のしおり」を併読すること。

科目区分

全学共通教育科目

教 養 教 育 科 目

必修２単位

履　修　の　方　法 卒業に必要な
単　位　数
２単位

「多文化と社会の理解」（Ⅰ群） ６単位以上
「心と身体の表現」（Ⅱ群） ４単位以上
「科学・技術のリテラシー」（Ⅲ群） ４単位以上
「総合・ゼミナール」（Ⅳ群）

16単位以上

基 礎 教 育 科 目

専 門 教 育 科 目

「グローバルスキル分野」
①必修４単位
②英語Ⅲ A，英語Ⅲ B，English CommunicationⅠ，
　English CommunicationⅡから２単位以上
③英語特殊講義 A，英語特殊講義 Bから１単位以上

７単位以上

「基礎科学分野」
数 学 系：必修を含めて６単位以上
物理学系：必修を含めて２単位以上
化 学 系：２単位以上

22単位以上

86単位以上

126単位以上

①必修72単位
②地盤材料実験，鋼・コンクリート実験，舗装材料実験から２科目４単位以上

合 計 単 位 数

14単位以上
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授
業
科
目
配
置
表

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科

（
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
コ
ー
ス
）

自主創造の基礎 (2)

倫理学 (2) 社会学 (2) ドイツ語Ⅰ (1) 中国語Ⅰ (1)

歴史学 (2) 経済学 (2) ドイツ語Ⅱ (1) 中国語Ⅱ (1)

文学 (2) 日本国憲法 (2) フランス語Ⅰ (1)

法学 (2) ことばと文化 (2) フランス語Ⅱ (1)

スポーツⅠ (1)

哲学 (2) スポーツⅢ (1)

日本語表現の基礎 (1)

クリティカル・シンキング (1)

感性芸術学 (2)

心理学 (2)

スポーツⅡ (1)

健康の科学 (1)

技術者倫理 (2) 知的財産権論 (2) 地球環境化学 (2)

科学技術と人間 (2) 科学技術史 (2) 自然環境論 (2)

科学技術と経済 (2) 現代物理学 (2) 地理学 (2)

総合講座 (2)

教養基礎ゼミナール (1)

英語ⅠＡ (1)

英語ⅠＢ (1)

英語ⅡＡ (1)

英語ⅡＢ (1)

英語ⅢＡ (1) 英語特殊講義Ａ (1)

英語ⅢＢ (1) 英語特殊講義Ｂ (1)

English Communication Ⅰ (1)

English Communication Ⅱ (1)

微分積分学Ⅰ (2)

微分積分学Ⅱ (2)

線形代数学Ⅰ (2)

線形代数学Ⅱ (2) 関数論Ⅰ (2)

数学演習Ⅰ (1) 関数論Ⅱ (2)

数学演習Ⅱ (1) 微分方程式Ⅰ (2)

微分方程式Ⅱ (2)

物理学Ⅱ (2) 基礎物理学実験 (2)

物理学Ⅰ演習 (1)

物理学Ⅱ演習 (1)

基礎化学実験 (2)

物質の構造と状態 (2)

材料化学 (2)

交通システム工学インセンティブ (2) 測量学 (2) 交通システム工学キャリアデザイン (1) 卒業研究 (6)

製図・デザイン基礎Ⅰ (2) 測量実習 (4) 交通システム工学総合演習 (1)

製図・デザイン基礎Ⅱ (2) オペレーションズ・リサーチ (2) ゼミナール (2)

数理統計学 (2) 交通流理論 (2) 交通システムプロジェクト演習 (2)

交通総論 (2) 交通システム計画 (2) 環境・技術者倫理 (2)

交通施設計画概論 (2) 交通情報工学 (2) 交通現象解析 (2)

都市計画 (2) 情報処理 (1) 交通環境解析 (2)

基礎力学Ⅰ (2) 交通環境工学 (2) 地盤力学 (2)

空間情報工学 (2) コンクリート構造 (2)

基礎力学Ⅱ (2) 橋梁及び鋼構造演習 (2)

水理学 (2) 地盤・基礎構造 (2)

建設材料 (2)

構造力学Ⅰ (2)

構造力学演習 (1)

道路工学 (2)

鋼・コンクリート実験 (2)

地盤材料実験 (2)

舗装材料実験 (2)

観光交通論 (2) 交通経済学 (2)

システム工学 (2) 交通事業論 (2)

交通制御 (2) 交通需要予測 (1)

交通安全 (2)

交通生理 ・心理学 (2)

ロジスティクス概論 (2)

景観デザイン工学 (2) 技術者のための会計学 (2)

プロジェクトマネジメント (2) 国際開発援助論 (2)

ユニバーサルデザイン (2) 情報通信システム (2)

マーケティング・リサーチ (2)

都市衛生・防災 (2)

構造力学Ⅱ (2)

鉄道工学 (2)

空港・港湾工学 (2)

舗装工学 (2)

国際コミュニケーション論Ⅰ (2) プログラミング (2)

多変量解析 (2)

国際コミュニケーション論Ⅱ (2)

（  ）内の数字は単位数 

  3科目のうち2科目を修得

4科目のうち2科目を修得

 2科目のうち1科目を修得

２年次 ３年次 ４年次

(2)物理学Ⅰ

科目区分

選
択

設置年次
１年次

多文化と社会の
理解（Ⅰ群）

選
択

心
と
身
体
の
表
現
（

Ⅱ
群
）

必修

教
養
教
育
科
目

全
学
共
通

教
育
科
目

必
修

必
修

選
択
必
修

選
択

科学・技術の
リテラシー
（Ⅲ群）

選
択

総合・ゼミナール
（Ⅳ群）

選
択

専
門
教
育
科
目

必
修

選
択
必
修

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表３からも選択することができる。

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表４からも選択することができる。

化
学
系

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表５からも選択することができる。

数
学
系

必
修

必
修

物
理
学
系

基
礎
科
学
分
野

基
礎
教
育
科
目

グ
ロ
ー

バ
ル
ス
キ
ル
分
野

選
択

共
通

交
通
計
画

交
通
環
境
・
情
報

交
通
基
盤
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履
修
系
統
図

（
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
コ
ー
ス
）

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科
　
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
コ
ー
ス

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

環
境
・
技
術
者
倫
理

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
Ⅰ

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
Ⅱ

製
図
・
デ
ザ
イ
ン
基
礎
Ⅰ

製
図
・
デ
ザ
イ
ン
基
礎
Ⅱ

測
量
学

交
通
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習

数
理
統
計
学

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

多
変
量
解
析

交
通
総
論

交
通
流
理
論

交
通
制
御

交
通
現
象
解
析

交
通
施
設
計
画
概
論

交
通
安
全

交
通
生
理
・
心
理
学

交
通
シ
ス
テ
ム
計
画

交
通
需
要
予
測

観
光
交
通
論

交
通
経
済
学

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ

シ
ス
テ
ム
工
学

交
通
事
業
論

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
概
論

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

技
術
者
の
た
め
の
会
計
学

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ

国
際
開
発
援
助
論

交
通
情
報
工
学

情
報
処
理

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

空
間
情
報
工
学

都
市
計
画

景
観
デ
ザ
イ
ン
工
学

交
通
環
境
工
学

交
通
環
境
解
析

都
市
衛
生
・
防
災

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

水
理
学

基
礎
力
学
Ⅰ

基
礎
力
学
Ⅱ

構
造
力
学
Ⅰ

構
造
力
学
Ⅱ

構
造
力
学
演
習

地
盤
力
学

地
盤
・
基
礎
構
造

建
設
材
料

地
盤
材
料
実
験
※

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

鋼
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
実
験
※

橋
梁
及
び
鋼
構
造
演
習

舗
装
材
料
実
験
※

舗
装
工
学

道
路
工
学

鉄
道
工
学

空
港
・
港
湾
工
学

灰
色
：
専
門
共
通
必
修
科
目
，
網
掛
け
：
専
門
コ
ー
ス
必
修
科
目

※
は
選
択
必
修

交
通
計
画

学
修
・
教
育
目
標

(C
)～

(I)

交
通
環
境
・
情
報

学
修
・
教
育
目
標

(A
)(C
)(D
)(F
)

(G
)(H
)(I
)

交
通
基
盤

学
修
・
教
育
目
標

(C
)(D
)(F
)

(H
)(I
)

後
　
期

前
　
期

前
　
期

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

後
　
期

共
　
通

学
修
・
教
育
目
標

(A
)～

(I)

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
総
合
演
習

卒
業
研
究

測
量
実
習

　
　
　
　
配
当
年
次

領
域
・
分
野

1年
次

2年
次

3・
4年

次
4年

次

前
　
期

後
　
期

前
　
期

後
　
期

交
通

シ
ス

テ
ム

工
学

科
　

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

コ
ー

ス
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学
科
紹
介

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科

（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
）

①　教育研究上の目的
　　　　高い倫理観を持ち，地球環境の維持と公共の福祉の向上を理解し，歴史や文化に配慮して，持続可能な美しい地域
　　　社会の構築と運営に貢献できる交通・建設エンジニア及び交通・都市・環境マネージャーを養成する。そのために，
　　　安全かつ快適で豊かな社会の形成に資する交通システムの創造や整備，維持管理，運営，経営を行う総合力と専門能
　　　力を養うための教育と研究を行う。

②　学修・教育目標
　　（Ａ）基礎学習力
　　　　地域環境の維持と公共の福祉の向上を理解し，安全かつ快適な地域社会を創出するための基礎を総合的に学習する。
　　（Ｂ）技術者倫理
　　　　交通システム工学科のもつ社会的影響力の重要性と土木・交通技術者の社会的責任を理解・自覚し，自律的かつ自
　　　　主的に問題解決する能力を身につける。
　　（Ｃ）専門基礎学力
　　　　交通基盤の計画，整備、評価、維持管理，さらに最適な交通システムの実現に向けたこれらの運用・運営，経営に
　　　　関連する科学技術の基礎について深く理解できる知的基盤を形成する。
　　（Ｄ）専門応用力
　　　　交通・建設エンジニア及び交通・都市・環境マネージャーとしての土木・技術者が基礎とする交通システム工学に
　　　　関する交通計画系、交通環境・情報系、交通基盤系の各分野の専門知識を身につける。また，それらを応用できる
　　　　能力を身につける。
	 D-1）交通計画系：交通基盤の整備や維持管理，交通運用を行う上で必要となる計画，分析，評価に関する専門知	
	 	 識と応用力
	 D-2）交通環境・情報系：交通基盤の構築や運用に必要となる情報技術とその応用力及び交通施設，情報技術の利	
	 	 活用によって支えられ，共存する健全な社会や環境を形成するために必要となる専門知識と応用力
	 D-3）交通基盤系：交通施設を支える土木構造物を設計，施工，維持管理するために必要となる専門知識と応用力
　　（Ｅ）生涯自己学習能力
　　　　交通基盤の構築と運営を図るべく，社会の要望・変化に柔軟に対応し，自らの成長に向けて，継続的に学習できる
　　　　能力を身につける。
　　（Ｆ）コミュニケーション能力・ファシリテイト能力
　　　　専門分野に関して関係者や当事者に説明し討議を行い，合意形成を図る能力を身につける。
　　（Ｇ）チームワーク力・実践能力
　　　　土木・交通技術者及び社会を構成する多様な観点を持つ他者と協働できるチームワーク力・実践能力を身につける。
　　（Ｈ）計画的遂行能力
　　　　社会における様々な条件を考慮し，交通プロジェクトを計画的に進められる能力及び進捗に応じてとりまとめる能
　　　　力を身につける。
　　（Ｉ）デザイン・総合力
　　　　交通と社会を一つのシステムとして捉え，関連する情報や技術を活用して，歴史，文化及び環境に配慮した持続可
　　　　能な社会をデザインする総合力を身につける。

③　カリキュラムの特徴
　　　　本学科では，教育研究上の目的に示される交通・建設エンジニア及び交通・都市・環境マネージャーを養成するため
　　　に，エンジニアリングコースとマネジメントコースを設置している。各コースでは，まず本学科を卒業する学生が共通
　　　して身に付けておかなければならない最低限の知識・能力として，ミニマムリクワイアメント科目を設け，これを共通
　　　必修科目としている。また，各コースが目指す人材を養成するために適切な履修を可能とするよう最低限必要とするコー
　　　ス必修科目を設けている。その際，各コースにおいて適切な履修選択を可能とするため，共通科目に加えて3つの領域（交
　　　通計画系，交通環境・情報系，交通基盤系）を設け，それぞれの科目の関係を履修系統図で示している。これら必修科
　　　目の修得によって学科の定める学修・教育目標が達成できるようにカリキュラムが設計されている。

④④ エエンンジジニニアアリリンンググココーーススのの特特徴徴

本学科では，「エンジニアリングコース」

と「マネジメントコース」の２つのコース

を設置している。２年次進級時に希望によ

り選択することができる（定員を超えた場

合は選抜）。

エンジニアリングコースでは，建設分野

を基礎としつつ，交通工学や環境・情報等

の素養をもった交通・建設エンジニアを養

成する。

共通
高度

専門

エンジニアリングコース

専門（定員 90 人）

マネジメントコース

専門（定員 30人） 

１年次 ２～４年次 大学院 ④　マネジメントコースの特徴
　　　　本学科では、「エンジニアリングコース」と「マネジメントコー
　　　ス」の２つのコースを設置している。２年次進級時に希望によ
　　　り選択することができる（定員を超えた場合は選抜）。
　　　　マネジメントコースでは，国際・観光・経営など多方面の幅
　　　広い知識を学び，交通・都市・環境をマネジメントできる人材
　　　を育成する。
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卒
業
条
件
等

（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
）

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科

①　卒業研究着手条件
　卒業研究に着手するには，以下の条件をすべて満足しなければならない。
　　（１）修業年数が 3年以上を経過していること。
　　（２）卒業に必要な単位から 94 単位以上を修得していること。
　　（３）全学共通教育科目，教養教育科目及び基礎教育科目の必修科目（10 科目 15 単位）から 11 単位以上を
　　　　修得していること。
　　（４）専門教育科目の必修科目から 58 単位以上を修得していること。
　	
②　卒業条件
　	卒業するためには，以下の条件をすべて満足しなければならない。

③　履修計画上の注意
　詳細な履修計画等については，「交通システム工学科　学生生活のしおり」を併読すること。

科目区分

全学共通教育科目

教 養 教 育 科 目

必修２単位

履　修　の　方　法 卒業に必要な
単　位　数
２単位

「多文化と社会の理解」（Ⅰ群） ６単位以上
「心と身体の表現」（Ⅱ群） ４単位以上
「科学・技術のリテラシー」（Ⅲ群） ４単位以上
「総合・ゼミナール」（Ⅳ群）

16単位以上

基 礎 教 育 科 目

専 門 教 育 科 目

「グローバルスキル分野」
①必修４単位
②英語Ⅲ A，英語Ⅲ B，English CommunicationⅠ，
　English CommunicationⅡから２単位以上
③英語特殊講義 A，英語特殊講義 Bから１単位以上

７単位以上

「基礎科学分野」
数 学 系：必修を含めて６単位以上
物理学系：必修を含めて２単位以上
化 学 系：２単位以上

22単位以上

86単位以上

126単位以上

必修77単位を含めて86単位以上

合 計 単 位 数

14単位以上
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授
業
科
目
配
置
表

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科

（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
）

自主創造の基礎 (2)

倫理学 (2) 社会学 (2) ドイツ語Ⅰ (1) 中国語Ⅰ (1)

歴史学 (2) 経済学 (2) ドイツ語Ⅱ (1) 中国語Ⅱ (1)

文学 (2) 日本国憲法 (2) フランス語Ⅰ (1)

法学 (2) ことばと文化 (2) フランス語Ⅱ (1)

スポーツⅠ (1)

哲学 (2) スポーツⅢ (1)

日本語表現の基礎 (1)

クリティカル・シンキング (1)

感性芸術学 (2)

心理学 (2)

スポーツⅡ (1)

健康の科学 (1)

技術者倫理 (2) 知的財産権論 (2) 地球環境化学 (2)

科学技術と人間 (2) 科学技術史 (2) 自然環境論 (2)

科学技術と経済 (2) 現代物理学 (2) 地理学 (2)

総合講座 (2)

教養基礎ゼミナール (1)

英語ⅠＡ (1)

英語ⅠＢ (1)

英語ⅡＡ (1)

英語ⅡＢ (1)

英語ⅢＡ (1) 英語特殊講義Ａ (1)

英語ⅢＢ (1) 英語特殊講義Ｂ (1)

English Communication Ⅰ (1)

English Communication Ⅱ (1)

微分積分学Ⅰ (2)

微分積分学Ⅱ (2)

線形代数学Ⅰ (2)

線形代数学Ⅱ (2) 関数論Ⅰ (2)

数学演習Ⅰ (1) 関数論Ⅱ (2)

数学演習Ⅱ (1) 微分方程式Ⅰ (2)

微分方程式Ⅱ (2)

物理学Ⅱ (2) 基礎物理学実験 (2)

物理学Ⅰ演習 (1)

物理学Ⅱ演習 (1)

基礎化学実験 (2)

物質の構造と状態 (2)

材料化学 (2)

交通システム工学インセンティブ (2) 測量学 (2) 交通システム工学キャリアデザイン (1) 卒業研究 (6)

製図・デザイン基礎Ⅰ (2) 測量実習 (4) 交通システム工学総合演習 (1)

製図・デザイン基礎Ⅱ (2) オペレーションズ・リサーチ (2) ゼミナール (2)

数理統計学 (2) 交通流理論 (2) 交通システムプロジェクト演習 (2)

交通総論 (2) 交通システム計画 (2) 環境・技術者倫理 (2)

交通施設計画概論 (2) 交通情報工学 (2) 交通現象解析 (2)

都市計画 (2) 情報処理 (1) 交通環境解析 (2)

基礎力学Ⅰ (2) 交通環境工学 (2) 地盤力学 (2)

空間情報工学 (2) 交通経済学 (2)

基礎力学Ⅱ (2) 交通事業論 (2)

水理学 (2) ロジスティクス概論 (2)

建設材料 (2) 技術者のための会計学 (2)

観光交通論 (2) 国際開発援助論 (2)

プロジェクトマネジメント (2) マーケティング・リサーチ (2)

システム工学 (2) 交通需要予測 (1)

交通制御 (2) 交通安全 (2)

交通生理 ・心理学 (2)

景観デザイン工学 (2) 情報通信システム (2)

ユニバーサルデザイン (2) 都市衛生・防災 (2)

構造力学Ⅰ (2) 構造力学Ⅱ (2) 舗装工学 (2)

構造力学演習 (1) 鉄道工学 (2) 鋼・コンクリート実験 (2)

道路工学 (2) 空港・港湾工学 (2) 地盤材料実験 (2)

コンクリート構造 (2) 舗装材料実験 (2)

橋梁及び鋼構造演習 (2)

地盤・基礎構造 (2)

国際コミュニケーション論Ⅰ (2) プログラミング (2)

多変量解析 (2)

国際コミュニケーション論Ⅱ (2)

（  ）内の数字は単位数 

設置年次
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

科目区分

科学・技術の
リテラシー（Ⅲ群）

選
択

全
学
共
通

教
育
科
目

必
修

教
養
教
育
科
目

多文化と社会の理解
（Ⅰ群）

選
択

心
と
身
体
の
表
現
（

Ⅱ
群
）

必修

選
択

基
礎
教
育
科
目

グ
ロ
ー

バ
ル
ス
キ
ル
分
野

必
修

選
択
必
修

基
礎
科
学
分
野

数
学
系

必
修

選
択

化
学
系

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表５からも選択することができる。

総合・ゼミナール（Ⅳ
群）

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表３からも選択することができる。

物
理
学
系

必
修

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表４からも選択することができる。

(2)物理学Ⅰ

  2科目のうち1科目を修得

4科目のうち2科目を修得

専
門
教
育
科
目

必
修

共
通

交
通
計
画

交
通
基
盤

交通環境
・情報

選
択
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履
修
系
統
図

（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
）

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

環
境
・
技
術
者
倫
理

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
Ⅰ

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
Ⅱ

製
図
・
デ
ザ
イ
ン
基
礎
Ⅰ

製
図
・
デ
ザ
イ
ン
基
礎
Ⅱ

測
量
学

交
通
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習

数
理
統
計
学

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

多
変
量
解
析

交
通
総
論

交
通
流
理
論

交
通
制
御

交
通
現
象
解
析

交
通
施
設
計
画
概
論

交
通
安
全

交
通
生
理
・
心
理
学

交
通
シ
ス
テ
ム
計
画

交
通
需
要
予
測

観
光
交
通
論

交
通
経
済
学

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ

シ
ス
テ
ム
工
学

交
通
事
業
論

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
概
論

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

技
術
者
の
た
め
の
会
計
学

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ

国
際
開
発
援
助
論

交
通
情
報
工
学

情
報
処
理

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

空
間
情
報
工
学

都
市
計
画

景
観
デ
ザ
イ
ン
工
学

交
通
環
境
工
学

交
通
環
境
解
析

都
市
衛
生
・
防
災

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

水
理
学

基
礎
力
学
Ⅰ

基
礎
力
学
Ⅱ

構
造
力
学
Ⅰ

構
造
力
学
Ⅱ

構
造
力
学
演
習

地
盤
力
学

地
盤
・
基
礎
構
造

建
設
材
料

地
盤
材
料
実
験

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

鋼
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
実
験

橋
梁
及
び
鋼
構
造
演
習

舗
装
材
料
実
験

舗
装
工
学

道
路
工
学

鉄
道
工
学

空
港
・
港
湾
工
学

灰
色
：
専
門
共
通
必
修
科
目
，
網
掛
け
：
専
門
コ
ー
ス
必
修
科
目

交
通
計
画

学
修
・
教
育
目
標

(C
)～

(I)

交
通
環
境
・
情
報

学
修
・
教
育
目
標

(A
)(C
)(D
)(F
)

(G
)(H
)(I
)

交
通
基
盤

学
修
・
教
育
目
標

(C
)(D
)(F
)

(H
)(I
)

後
　
期

前
　
期

前
　
期

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

後
　
期

共
　
通

学
修
・
教
育
目
標

(A
)～

(I)

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
総
合
演
習

卒
業
研
究

測
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学
科
紹
介

①　教育研究上の目的
　　　　人類の未来につながる理想的な環境の創出に寄与できる，幅広い視野と豊かな創造性を持つ人材を養成する。この
　　　ことから，基礎的な教育と専門的な素養を深める教育の両方の実施を基本とし，研究者，意匠設計者 ( 建築家 )，構
　　　造設計者，環境・設備技術者，工事監理技術者，生産管理技術者などを目指す学生に対応する教育プログラムを実施
　　　する。

②　学修・教育目標
　　（Ａ）豊かな知識と教養及びそれらに基づく高い倫理観　
　　　　広範な分野の教養教育科目及び建築の専門教育科目の履修により，幅広い知識と教養及びそれらに基づく高い倫理
　　　　観を身に付けて，人類の未来につながる理想的な環境の創出に寄与できる人材を養成する。
　　（B）世界で活躍できる広範な知識とコミュニケーション力
　　　　教養教育科目，基礎教育科目及び建築の専門教育科目の履修により，国際的活動の基盤として，国内外の建築分野
　　　　に関する広範な知識，外国語の能力及び自身の考えを説明する能力を身に付つけて，世界で活躍できる人材を養成
　　　　する。
　　（C）論理的な思考力及び批判的な思考力
　　　　基礎教育科目及び建築の専門教育科目の履修により，工学及び建築分野に関する広範な知識，倫理的及び批判的な
　　　　思考力，高いコミュニケーション能力を身に付けて，他者へ自身の考え方を適切に伝えることができる人材を養成
　　　　する。
　　（D）問題を発見し，解決策を提案し，実行することができる力
　　　　設計科目や実験科目，卒業研究などの履修により，自ら問題を発見し，解決策を提案し，解決に向けて果敢に挑戦
　　　　する能力及びその内容などを論理的に文章などにまとめ，発表することができる課題探求力，問題解決力，論理的
　　　　なコミュニケーション力，省察力，創造的思考力などの総合力を身に付けた人材を養成する。
　　（E）協働力，リーダーシップ力
　　　　実験科目や卒業研究などの履修により，他者の力を引き出す力を養い，また集団においてリーダーシップを発揮で
　　　　きる能力を身に付けて，人類の未来につながる理想的な環境の創出に寄与できる人材を養成する。
　　（F）一級建築士をめざすレベルの専門知識
　　　　広い建築学の専門分野を網羅した体系的カリキュラムの修得により，幅広い専門分野の基礎知識，倫理観，豊かな
　　　　創造力，建築の基礎力を身に付けて，さらに将来の職として目指す分野（意匠設計・計画技術者，環境・設備技術
　　　　者，構造設計・構造技術者，材料・生産・施工技術者，企画・開発技術者など）に関するより高度な専門知識や技
　　　　術を素養として身に付けて，建築実務における専門技術者の資格である一級建築士をめざすレベルの人材を養成す
　　　　る。

③　カリキュラムの特徴
　　　　全学共通教育，教養教育，基礎教育科目群の履修により，幅広い知識・教養・外国語及び数学・物理・化学などの
　　　自然科学の基礎的知識を修得する。専門教育科目は，建築学に関連する基礎的知識を学ぶ「基礎」領域，少人数による
　　　グループ学修で実施される「設計」，「実験」領域，幅広い建築学の専門分野である「建築・法規」，「環境・設備」，「構
　　　造」，「材料・施工」の各領域及び教育研究上の目的を総合的に修得するための「総合・実践」の領域を設けている。
　　　　各領域では，体系的な履修プログラムが組まれており，初年次からの 2年間で建築学の基礎となる幅広い分野の専門
　　　教育科目を履修した上で，3年次に将来の進路にあった学修プログラムとして，専門分野（設計，計画・法規，環境・設備，
　　　構造，材料・施工）ごとに設定された学修カリキュラムから重点的に科目選択することによって，より専門性に特化し
　　　た知識を修得する。3年次後期に卒業達成度評価科目「建築学総合演習」により，計画・法規，環境・設備，構造，材料・
　　　施工の専門分野について学修到達度の確認を行い，さらに 4年次に「卒業研究・設計」を通して，建築学における現在
　　　及び未来の検討課題の策定と問題解決に取り組み，その結果を研究論文又は設計作品としてまとめる。
　　　　これらの履修過程を通して，倫理観，課題探求力，論理的思考・批判能力，論理的なコミュニケーション力，問題解
　　　決力，創造的思考力などの総合力を身に付けたホリスティックな人材の育成を目的としたカリキュラムとなっている。

建
築
学
科
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卒
業
条
件
等

①　卒業研究着手条件
　卒業研究に着手するには以下の条件をすべて満足しなければならない。
　　（１）修業年数が 3年以上を経過していること。
　　（２）卒業に必要な単位から 94 単位以上を修得していること。
　　（３）専門教育科目から 64 単位以上を修得していること。
　	
②　卒業条件
　	卒業するためには，以下の条件をすべて満足しなければならない。 建

築
学
科

科目区分

全学共通教育科目

教 養 教 育 科 目

必修２単位

履　修　の　方　法 卒業に必要な
単　位　数
２単位

「多文化と社会の理解」（Ⅰ群） ６単位以上
「心と身体の表現」（Ⅱ群） ４単位以上
「科学・技術のリテラシー」（Ⅲ群） ４単位以上
「総合・ゼミナール」（Ⅳ群）

16単位以上

基 礎 教 育 科 目

専 門 教 育 科 目

「グローバルスキル分野」
①必修４単位
②英語Ⅲ A，英語Ⅲ B，English CommunicationⅠ，
　English CommunicationⅡから２単位以上
③英語特殊講義 A，英語特殊講義 Bから１単位以上

７単位以上

「基礎科学分野」
数 学 系：２単位以上
物理学系：２単位以上
化 学 系：２単位以上

22単位以上

86単位以上

126単位以上

必修49単位を含めて86単位以上

合 計 単 位 数

14単位以上

③　履修計画上の注意
　建築士試験に関連する履修計画上の条件については、別に定める資料を参照すること。
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授
業
科
目
配
置
表

建
築
学
科

自主創造の基礎 (2)

倫理学 (2) 社会学 (2) ドイツ語Ⅰ (1) 中国語Ⅰ (1)

歴史学 (2) 経済学 (2) ドイツ語Ⅱ (1) 中国語Ⅱ (1)

文学 (2) 日本国憲法 (2) フランス語Ⅰ (1)

法学 (2) ことばと文化 (2) フランス語Ⅱ (1)

スポーツⅠ (1)

哲学 (2) スポーツⅢ (1)

日本語表現の基礎 (1)

クリティカル・シンキング (1)

感性芸術学 (2)

心理学 (2)

スポーツⅡ (1)

健康の科学 (1)

技術者倫理 (2) 知的財産権論 (2) 地球環境化学 (2)

科学技術と人間 (2) 科学技術史 (2) 自然環境論 (2)

科学技術と経済 (2) 現代物理学 (2) 地理学 (2)

総合講座 (2)

教養基礎ゼミナール (1)

英語ⅠＡ (1)

英語ⅠＢ (1)

英語ⅡＡ (1)

英語ⅡＢ (1)

英語ⅢＡ (1) 英語特殊講義Ａ (1)

英語ⅢＢ (1) 英語特殊講義Ｂ (1)

English Communication Ⅰ (1)

English Communication Ⅱ (1)

微分積分学Ⅰ (2) 数理統計学Ⅰ (2)

微分積分学Ⅱ (2) 数理統計学Ⅱ (2)

線形代数学Ⅰ (2)

線形代数学Ⅱ (2)

力と運動の物理学Ⅰ (2)

力と運動の物理学Ⅱ (2)

基礎物理学実験 (2)

基礎化学実験 (2) 材料化学 (2)

物質の構造と状態 (2)

建築学インセンティブ (2) 建築設計Ⅰ (2) 建築設計Ⅲ (2) 卒業研究・設計 (6)

デザイン基礎Ⅰ (2) 建築設計Ⅱ (2) 鉄筋コンクリート構造Ⅰ (2) 建築学総合演習 (1)

デザイン基礎Ⅱ (2) 建築計画Ⅰ (2) 鋼構造 (2)

建築基礎実験 (1) 建築史Ⅰ (2) 建築施工 (2)

都市計画Ⅰ (2) 建築実験Ⅲ (1)

建築法規 (2) 建築実験Ⅳ (1)

環境工学Ⅰ (2) 建築学キャリアデザイン (1)

建築設備Ⅰ (2)

構造力学Ⅰ (2)

応用力学Ⅰ (2)

建築材料Ⅰ (2)

建築実験Ⅰ (1)

建築実験Ⅱ (1)

建築デザインと歴史 (2) 建築計画Ⅱ (2) 建築設計Ⅳ (2) 建築計画特別講義 (2)

初等構造力学 (2) 建築史Ⅱ (2) デザインワークショップ (1) 環境設備特別講義 (2)

環境工学Ⅱ (2) 建築設計論Ⅰ (2) 建築構造特別講義 (2)

環境工学演習Ⅰ (1) 建築設計論Ⅱ (2) 建築学の実践 (2)

環境工学演習Ⅱ (1) ユニバーサルデザイン (2)

構造力学Ⅱ (2) ランドスケープデザイン (2)

構造力学演習Ⅰ (1) 建築史Ⅲ (2)

構造力学演習Ⅱ (1) 建築史Ⅳ (2)

応用力学Ⅱ (2) 保存修復論 (2)

応用力学演習Ⅰ (1) 都市計画Ⅱ (2)

応用力学演習Ⅱ (1) 都市計画Ⅲ (2)

建築材料Ⅱ (2) 住環境計画 (2)

建築構法Ⅰ (2) 行政法規 (2)

建築情報処理Ⅰ (1) 環境工学Ⅲ (2)

建築情報処理Ⅱ (1) 環境工学Ⅳ (2)

建築設備Ⅱ (2)

建築設備Ⅲ (2)

構造力学Ⅲ (2)

構造力学演習Ⅲ (1)

構造力学Ⅳ (2)

構造力学演習Ⅳ (1)

構造設計 (3)

鉄筋コンクリート構造Ⅱ (2)

建築基礎構造 (2)

振動工学 (2)

対地震構造 (2)

建築構法Ⅱ (2)

建築積算・生産管理 (2)

コンストラクションワークショップ (1)

建築情報処理Ⅲ (1)

（  ）内の数字は単位数 

 2科目のうち1科目を修得
4科目のうち2科目を修得

専
門
教
育
科
目

必
修

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表３からも選択することができる。

物
理
学
系

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表４からも選択することができる。

化
学
系

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表５からも選択することができる。

基
礎
教
育
科
目

グ
ロ
ー

バ
ル

ス
キ
ル
分
野

必
修

選
択

必
修

基
礎
科
学
分
野

数
学
系

選
択

選
択

科

学

・

技

術

の

リ

テ

ラ

シ
ー

（

Ⅲ

群
）
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（
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）
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択
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（
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）

選
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心
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（
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群
）

必修

全
学
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通

教
育
科
目

必
修

教
養
教
育
科
目

設置年次
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

科目区分
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履
修
系
統
図

科目群の学習・教育目標

基礎 建築学
インセンティブ

(2)

機能性、安全性、快適性、創造性など
建築に必要な構成要素や、建築の歴
史、都市の成り立ちなど幅広いテーマ
を学習することで建築学の概要を知る
ことができる。

学修・教育目標：(A)

設計 デザイン基礎Ⅰ (2) デザイン基礎Ⅱ (2) 建築設計Ⅰ (2) 建築設計Ⅱ (2) 建築設計Ⅲ (2) 建築設計Ⅳ (2)

デザイン
ワークショップ

(1)

学修・教育目標：(C)(D)(E)(F)

計画・法規 建築計画Ⅰ (2) 建築計画Ⅱ (2) 建築設計論Ⅰ (2) 建築設計論Ⅱ (2)
建築計画
特別講義

(2)

ユニバーサル
デザイン

(2)
ランドスケープ

デザイン
(2)

建築デザインと
歴史

(2) 建築史Ⅰ (2) 建築史Ⅱ (2) 建築史Ⅲ (2) 建築史Ⅳ (2)

保存修復論 (2)

建築法規 (2) 行政法規 (2)

都市計画Ⅰ (2) 都市計画Ⅱ (2) 都市計画Ⅲ (2)

住環境計画 (2)

学修・教育目標：(A)(B)(C)(F)

環境・設備 環境工学Ⅰ (2) 環境工学Ⅱ (2) 環境工学Ⅲ (2) 環境工学Ⅳ (2)
環境設備
特別講義

(2)

環境工学演習Ⅰ (1) 環境工学演習Ⅱ (1)

建築設備Ⅰ (2) 建築設備Ⅱ (2) 建築設備Ⅲ (2)

学修・教育目標：(A)(B)(C)(F)

構造 初等構造力学 (2) 構造力学Ⅰ (2) 構造力学Ⅱ (2) 構造力学Ⅲ (2) 構造力学Ⅳ (2)
建築構造
特別講義

(2)

構造力学演習Ⅰ (1) 構造力学演習Ⅱ (1) 構造力学演習Ⅲ (1) 構造力学演習Ⅳ (1)

応用力学Ⅰ (2) 応用力学Ⅱ (2) 建築基礎構造 (2)

応用力学演習Ⅰ (1) 応用力学演習Ⅱ (1) 振動工学 (2) 対地震構造 (2)

鋼構造 (2)

鉄筋コンクリート
構造Ⅰ

(2)
鉄筋コンクリート

構造Ⅱ
(2)

構造設計 (3)

学修・教育目標：(A)(B)(C)(F)

材料・施工 建築材料Ⅰ (2) 建築材料Ⅱ (2) 建築施工 (2)
建築積算・
生産管理

(2)

コンストラクション
ワークショップ

(1)

建築構法Ⅰ (2) 建築構法Ⅱ (2)

学修・教育目標：(A)(B)(C)(F)

実験 建築基礎実験 (1) 建築実験Ⅰ (1) 建築実験Ⅱ (1) 建築実験Ⅲ (1) 建築実験Ⅳ (1)

建築物を構成する木材、鋼材、コンク
リートなどの材料や、構造・環境・設備
に関する原理や工学技術に関して、実
験を通して理解を深めることができる。

学修・教育目標：(C)(D)(E)

総合・実践 建築学の実践 (2)

建築情報処理Ⅰ (1) 建築情報処理Ⅱ (1) 建築情報処理Ⅲ (1)

必修科目
建築学

キャリアデザイン
(1) 建築学総合演習 (1)

選択科目 (  )内の数値は、単位数を示す。 卒業研究・設計 (6)

学修・教育目標：(A)(B)(C)(D)(E)(F)

２年次 ３年次 ４年次

建築の社会に対する役割のもとに、各
種建築物の機能をはじめとする計画要
素、建築と地域・都市の関係性、建築の
歴史までを幅広く学ぶことができる。

多様な設計課題を通して、機能、構造、
設備などの知識を統合し、創造性豊か
な建築空間を構築、表現することができ
る。

建築の基礎から応用までの学習過程で
得られた知識や技術要素、相互の関係
性を総合的に理解し、建築における問
題点に対する技術的解決策の提案、設
定テーマに対する建築物の設計、地域
計画の企画提案を行うことができる。

人の感覚からみた環境評価や機械設
備による制御技術、省エネルギー性な
どのテーマを通して、快適で健全な建
築物内外の熱・音・光・空気環境を実現
するために必要な環境・設備技術を学
ぶことができる。

建築物における力の流れや釣り合い、
変形などの基礎理論と、安全な建築空
間を実現するために必要な地盤や地
震、各種の構造体などの理解を通し
て、建築物を設計するために必要な知
識を学ぶことができる。

建築物を構成する材料の種類と性質、
建築物に適した構造形式や各種構法な
ど、建築物が構築される原理、生産され
るまでの過程。関連技術について学ぶ
ことができる。

１年次

建
築
学
科

建築学科
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学
科
紹
介

①　教育研究上の目的
　　　　建築学の基礎知識を修得するとともに，海洋及び沿岸域の環境を理解し，防災安全に優れ多様な立地環境に適合で
　　　きる建築構造，快適かつ自然環境や景観に配慮した都市・建築計画などの海洋建築工学の基礎知識を学ぶ。これらの
　　　学問を十分に活用し，高い倫理観を持って人と地球環境に優しい建築物や都市空間を計画・設計・施工できる建築家・
　　　技術者を養成する。

②　学修・教育目標
　　　　本学科では，教育研究上の目的に定める人と地球環境に優しい建築物や海洋建築物を計画・設計・施工できる建築
　　　　家・技術者を養成するため，以下の能力を身につけることを目標とする。
　　（Ａ）建築工学の専門知識の修得
　　　　海洋建築工学の基礎となる建築工学の専門知識を修得する。専門科目の修得は一級建築士受験資格につながる。
　　（Ｂ）環境技術の修得
　　　・	ウォーターフロントや海洋空間の環境を理解し，建築物や海洋建築物の計画・設計・施工に反映させる環境技術
　　　　を修得する。
　　　・	快適かつ環境に配慮した建築物や海洋建築物に必要となる環境を維持・管理・保全するための技術を修得する。
　　　・	ウォーターフロントや海洋空間の環境を整備する技術を修得する。
　　（Ｃ）計画・デザイン技術の修得
　　　・	ウォーターフロントから海洋空間までの開発手法に関わる専門知識を修得する。
　　　・	人間社会が快適な営みをするために，自然環境と調和のとれたウォーターフロント及び海洋空間の計画・デザイ
　　　　ン技術を修得する。
　　　・	多様な利用形態として設計される建築物や海洋建築物の快適性および機能性を高めるための設計手法を修得する。
　　（Ｄ）構造技術の修得
　　　・	様々な立地環境に建設される建築物や海洋建築物の最適な構造形式，作用する環境外力及びその外力の特性につ
　　　　いて学ぶ。
　　　・	過酷な自然条件に対応した建築物や海洋建築物の構造設計・施工に関わる構造技術を修得する
　　　・	一つの学問領域のみならず，複数の学問領域が融合した海洋建築工学の基礎知識を習得する。
　　　・	広い視野に立った豊かな発想力・技術力・問題解決能力を養い，建築物や海洋建築物の構造技術を弾力的に開発
　　　　ができる能力を身につける。
　　（Ｅ）高い倫理観を持つ技術者の養成
　　　　海洋建築工学科が「学修・教育目標」に掲げる高度な技術について，その便益と不利益の双方を理解し見分けて利
　　　　用できる優れた行動規範を養成する。

③　カリキュラムの特徴
　　　　1年次では専門教育の基礎に相当する科目を学ぶとともに，社会人として求められる幅広い教養とコミュニケーショ
　　　ン力を身につける。2，3年次には，より専門性の高い科目が設置されている。専門科目には，意匠・計画を学ぶデザ
　　　イン演習，実現象を体験し理解する実験・実習の科目，建築物や海洋建築物の構造設計に必要な知識を修得する構造力
　　　学，材料・施工法及び建築計画などの科目，建築物や海洋建築物の建設に最も重要な海洋環境の理解を目的とした科目
　　　から構成されている。さらに 3年次のゼミナールでは，授業の枠を超えて高度な知識・技術を身につけるために，少人
　　　数教育の授業が行われる。
　　　　専門教育科目のカリキュラムは「総合」の他に「環境系科目群」，「計画系科目群」及び「構造系科目群」の 3つの柱
　　　から構成されている。これらの科目群の中から将来の技術者像にあわせて科目の選択ができ，そこから得られる知識及
　　　び技術を将来的に生かせることが出来る。
　　　※建築士の受験資格の詳細については，「V取得・受験できる主な資格」を参照のこと。
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卒
業
条
件
等

①　卒業研究着手条件
　卒業研究に着手するためには，以下の条件をすべて満足しなければならない。
　　（１）修業年数が 3年以上を経過していること。
　　（２）卒業に必要な単位から 94 単位以上を修得していること。
　　（３）ベーシックデザイン演習，デザイン演習Ⅰ，デザイン演習Ⅱ，海洋建築実験ⅠA，海洋建築実験Ⅰ B，海洋建築
　　　　実験ⅡA及び海洋建築実験ⅡBの 7科目 10 単位をすべて修得していること。

②　卒業条件
　	卒業するためには，以下の条件をすべて満足しなければならない。

③　履修計画上の注意
　　（１）ベーシックデザイン演習，デザイン演習Ⅰ，デザイン演習Ⅱの 3科目は，段階履修制をとっているので，この科
　　　　目の順序に従って修得しなければならない。
　　（２）総合演習は，次のいずれかを修得しなければならない。
　　　　・海洋環境影響評価	　　		
　　　　・計画デザイン演習
　　　　・建築構造設計
　　　　・海洋建築構造設計

科目区分

全学共通教育科目

教 養 教 育 科 目

必修２単位

履　修　の　方　法 卒業に必要な
単　位　数
２単位

「多文化と社会の理解」（Ⅰ群） ６単位以上
「心と身体の表現」（Ⅱ群） ４単位以上
「科学・技術のリテラシー」（Ⅲ群） ４単位以上
「総合・ゼミナール」（Ⅳ群）

16単位以上

基 礎 教 育 科 目

専 門 教 育 科 目

「グローバルスキル分野」
①必修４単位
②英語Ⅲ A，英語Ⅲ B，English CommunicationⅠ，
　English CommunicationⅡから２単位以上
③英語特殊講義 A，英語特殊講義 Bから１単位以上

７単位以上

「基礎科学分野」
数 学 系：２単位以上
物理学系：２単位以上
化 学 系：２単位以上

22単位以上

86単位以上

126単位以上

必修53単位を含めて86単位以上

合 計 単 位 数

14単位以上
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授
業
科
目
配
置
表

自主創造の基礎 (2)

倫理学 (2) 社会学 (2) ドイツ語Ⅰ (1) 中国語Ⅰ (1)

歴史学 (2) 経済学 (2) ドイツ語Ⅱ (1) 中国語Ⅱ (1)

文学 (2) 日本国憲法 (2) フランス語Ⅰ (1)

法学 (2) ことばと文化 (2) フランス語Ⅱ (1)

スポーツⅠ (1)

哲学 (2) スポーツⅢ (1)

日本語表現の基礎 (1)

クリティカル・シンキング (1)

感性芸術学 (2)

心理学 (2)

スポーツⅡ (1)

健康の科学 (1)

技術者倫理 (2) 知的財産権論 (2) 地球環境化学 (2)

科学技術と人間 (2) 科学技術史 (2) 自然環境論 (2)

科学技術と経済 (2) 現代物理学 (2) 地理学 (2)

総合講座 (2)

教養基礎ゼミナール (1)

英語ⅠＡ (1)

英語ⅠＢ (1)

英語ⅡＡ (1)

英語ⅡＢ (1)

英語ⅢＡ (1) 英語特殊講義Ａ (1)

英語ⅢＢ (1) 英語特殊講義Ｂ (1)

English Communication Ⅰ (1)

English Communication Ⅱ (1)

微分積分学Ⅰ (2) 数理統計学Ⅰ (2)

線形代数学Ⅰ (2) 数理統計学Ⅱ (2)

数学演習Ⅰ (1)

数学演習Ⅱ (1)

力と運動の物理学Ⅰ (2)

力と運動の物理学Ⅱ (2)

物質の構造と状態 (2) 材料化学 (2)

海洋建築工学インセンティブ (2) 海洋建築実験ⅡＡ (1) 海洋建築工学キャリアデザイン (1) 海洋建築工学総合演習 (1)

海と建築 (2) 海洋建築実験ⅡＢ (1) 海洋建築実験Ⅲ (2) 総合演習 (2)

海洋建築実験ⅠＡ (1) 建築計画Ⅱ (2) 建築設備 (2) 卒業研究 (6)

海洋建築実験ⅠＢ (1) 水波工学及び演習 (3)

情報基礎 (1) 建築施工法 (2)

ベーシックデザイン演習 (2) 建築環境工学 (2)

建築計画Ⅰ (2) 海洋環境工学Ⅰ (2)

構造力学及び演習Ⅰ (3) デザイン演習Ⅰ (2)

デザイン演習Ⅱ (2)

建築法規 (2)

構造力学及び演習Ⅱ (3)

構造力学及び演習Ⅲ (3)

海洋建築工学キャリアスタディ (1) ゼミナール (2)

応用数学及び演習 (3)

情報システム概論 (1)

コンピュータプログラミング (1)

基礎海洋学 (2) 海洋及び環境計測 (2) 海洋環境工学Ⅱ (2)

海洋流体力学及び演習 (3) 沿岸域工学及び演習 (3)

海洋環境アセスメント (2)

親水空間計画 (2) デザイン演習Ⅲ (2)

建築デザイン史 (2) 建築計画Ⅲ (2)

ウォーターフロント計画Ⅰ (2) ウォーターフロント計画Ⅱ (2)

海洋資源と開発技術 (2) 海洋施設計画 (2)

建築計画及び演習 (3)

海洋空間計画と関連法規 (2)

防災安全工学 (2)

力学基礎 (2) 建築構造及び材料Ⅱ (2) 海洋建築物の構造計画 (2)

建築構造及び材料Ⅰ (2) 海洋建築の材料と施工法 (2) コンクリート構造及び演習 (3)

地盤環境工学 (2) 構造解析 (2)

構造力学及び演習Ⅳ (3)

浮体工学及び演習 (3)

鋼構造及び演習 (3)

振動工学 (2)

（  ）内の数字は単位数 

 2科目のうち1科目を修得

4科目のうち2科目を修得

総
合

選
択

専
門
教
育
科
目

環
境
系

計
画
系

構
造
系

必
修

当学科では上記科目を推奨する。この科目区分（選択科目）から2単位以上修得すること。

化
学
系

選
択 当学科では上記科目を推奨する。この科目区分（選択科目）から2単位以上修得すること。

当学科では上記科目を推奨する。この科目区分（選択科目）から2単位以上修得すること。

基
礎
教
育
科
目

グ
ロ
ー

バ
ル
ス
キ
ル
分
野

必
修

選
択

基
礎
科
学
分
野

数
学
系

選
択

物
理
系

選
択

必修

選
択

科学・技術の
リテラシー
（Ⅲ群）

全
学
共
通

教
育
科
目

必
修

教
養
教
育
科
目

総合・ゼミ
ナール

（Ⅳ群）

選
択

選
択

多

文

化

と

社

会

の

理

解
（

Ⅰ

群
）

選
択

心
と
身
体
の
表
現
（

Ⅱ
群
）

２年次 ３年次 ４年次
科目区分

設置年次

１年次
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履
修
系
統
図

海
洋

建
築

工
学

科

R
2
履
修
系
統
図

2
0
2
0
/
1
1
/
2
0

：
必
修
科
目

：
選
択
科
目

建
築
法
規

海
と
建
築

応
用
数
学
及
び
演
習

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

親
水
空
間
計
画

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
計
画
Ⅱ

建
築
環
境
工
学

建
築
計
画
Ⅰ

建
築
計
画
Ⅱ

建
築
デ
ザ
イ
ン
史

沿
岸
域
工
学
及
び
演
習

海
洋
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

海
洋
環
境
工
学
Ⅱ

計 画 系 科 目 群

空 空
間間
計計
画画
・・
デデ
ザザ
イイ
ンン
能能
力力

建
築
物
を
設
計
す
る
た
め
に
，
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
や
海
洋
空

間
な
ど
に
関
わ
る
空
間
計
画
手
法
と
デ
ザ
イ
ン
技
術
の
知
識
を

身
に
つ
け
，
人
間
に
快
適
な
建
築
物
や
海
洋
建
築
物
の
計
画
・

デ
ザ
イ
ン
が
で
き
る
。

学
修
・
教
育
目
標
：
（
A
）
，
（
C
）
，
（
E
）

環 境 系 科 目 群

環 環
境境
のの
持持
続続
的的
利利
用用
能能
力力

地
球
物
理
学
や
海
洋
環
境
学
の
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
の
知
識

を
活
か
し
た
海
洋
環
境
の
維
持
・
管
理
・
保
全
が
で
き
る
。

学
修
・
教
育
目
標
：
（
A
）
，
（
B
）
，
（
E
）

総 合

問 問
題題
解解
決決
能能
力力

問
題
を
分
析
・
解
決
し
，
自
分
で
立
案
と
計
画
が
で
き
る
。

学
修
・
教
育
目
標
：
（
A
）
，
（
E
）

海
洋
建
築
工
学

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

海
洋
建
築
実
験
Ⅲ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
及
び
演
習

構 造 系 科 目 群

構 構
造造
設設
計計
・・
施施
工工
能能
力力

建
築
材
料
の
性
質
・
特
性
に
関
す
る
基
礎
知
識
お
よ
び
構
造
力

学
・
構
造
解
析
の
知
識
を
身
に
つ
け
，
防
災
安
全
に
優
れ
た
建

築
物
や
海
洋
建
築
物
の
構
造
設
計
・
施
工
が
で
き
る
。

学
修
・
教
育
目
標
：
（
A
）
，
（
D
）
，
（
E
）

海
洋
建
築
の
材
料
と
施
工
法

建
築
構
造
及
び
材
料
Ⅰ

建
築
構
造
及
び
材
料
Ⅱ

建
築
施
工
法

海
洋
建
築
実
験
Ⅰ
Ｂ

海
洋
建
築
実
験
Ⅱ
Ｂ

地
盤
環
境
工
学

構
造
力
学
及
び
演
習
Ⅰ

構
造
力
学
及
び
演
習
Ⅱ

力
学
基
礎

構
造
力
学
及
び
演
習
Ⅲ

鋼
構
造
及
び
演
習

構
造
解
析

振
動
工
学

構
造
力
学
及
び
演
習
Ⅳ

建
築
設
備

浮
体
工
学
及
び
演
習

海
洋
建
築
物
の
構
造
計
画

海
洋
空
間
計
画
と
関
連
法
規

建
築
計
画
Ⅲ

防
災
安
全
工
学

建
築
計
画
及
び
演
習

海
洋
施
設
計
画

デ
ザ
イ
ン
演
習
Ⅲ

専 門 教 育 科 目

海
洋
建
築
工
学

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

海
洋
流
体
力
学
及
び
演
習

水
波
工
学
及
び
演
習

基
礎
海
洋
学

海
洋
及
び
環
境
計
測

情
報
シ
ス
テ
ム
概
論

海
洋
建
築
実
験
Ⅰ
Ａ

海
洋
建
築
実
験
Ⅱ
Ａ

ベ
ー
シ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
演
習

デ
ザ
イ
ン
演
習
Ⅰ

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
計
画
Ⅰ

海
洋
環
境
工
学
Ⅰ

デ
ザ
イ
ン
演
習
Ⅱ

海
洋
資
源
と
開
発
技
術

海
洋
建
築
工
学

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
デ
ィ

海
洋
建
築
工
学
科

卒
業
研
究

（
通
年
）

海
洋
建
築
工
学
総
合
演
習

（
前
期
）

総
合
演
習

（
前
期
）

情
報
基
礎

科
目
群
の
学
修
・
教
育
目
標

１
　
　
年
　
　
次

２
　
　
年
　
　
次

３
　
　
年
　
　
次

４
　
　
年
　
　
次

前
　
　
　
期

後
　
　
　
期

前
　
　
　
期

後
　
　
　
期

前
　
　
　
期

後
　
　
　
期



52

ま
ち
づ
く
り
工
学
科

学
科
紹
介

①　教育研究上の目的
　　　　大都市から山間部や沿岸地域まで幅広い地域を対象として，そこに暮らす人々のニーズを把握したうえで将来像を
　　　提案し，それを実現に向かわせるまちづくりの専門家、技術者を養成する。そのために、まちを創造・整備する工学
　　　的技術に加え，「環境・防災」，「景観・観光」，「健康・福祉」といった学際的専門分野を理解することで持続可能な
　　　まちづくり理論を修得するとともに，演習等を通じてまちづくりの実践的な思考と技術を養うための教育と研究を展
　　　開する。

②　学修・教育目標
　　　　本学科では，教育研究上の目的に定めるまちづくりに関わる技術者・研究者を養成するため，以下の能力を身につ
　　　けることを目標とする。
　　（Ａ）倫理観をもって行動する能力
　　　　まちづくりに関わる豊かな知識と教養に基づき，技術者として倫理感を持って行動することができる人材を養成す
　　　　る。
　　（B）まちの空間の設計能力
　　　　まちの空間づくりを技術的観点から客観的かつ論理的に説明できるとともに，自らの知識で各種土木・建築構造物
　　　　等を含めた空間を総合的に設計することができる人材を養成する。
　　（C）人と人をつなぐ合意形成能力
　　　　まちづくりに欠かせない関係者間の議論を技術者の知識を生かして活性化させ，合意形成を図ることができる人材
　　　　を養成する。
　　（D）問題解決能力
　　　　既存のまちに存在する問題点を抽出し，その問題を解決する方策を提案できる人材を養成する。
　　（E）反省し挑戦する能力
　　　　謙虚に自分を見つめ振り返りを通じて学び直し，新たな問題に取り組む意思を持つことができる人材を養成する。

③　カリキュラムの特徴
　　　　まちづくりの技術者として必要な能力を得るためには，土木・建築などの既存の学問以外にも，環境・防災，景観・
　　　観光，健康・福祉などの学際的な学問を修得する必要がある。また，まちに関わる多様な人々への説明能力や合意形
　　　成能力を涵養するために，まちづくり工学科では以下のようなカリキュラムを構成している。
　　　（A）まちの空間づくりのための枢要学問である土木工学・建築学に関わる科目を配置している。
　　　（B）設計能力，問題解決能力，提案力を養うために，まちづくりに関わる設計演習，合意形成演習の科目を配置し
　　　　　	ている。
　　　（C）まちづくりに欠かせない学際的な学問群として，環境・防災系，景観・観光系，健康・福祉系の科目を配置している。
　　　（D）社会でまちづくり技術者として活躍するよう，建築士，宅地建物取引士，技術士，施工管理技士，測量士，福
　　　　　	祉住環境コーディネーターなどの資格取得に対応した科目の配置構成となっている。
　　　（E）個を大事にして，その個の能力を総合的に高めるための個別指導が受けられるゼミナールや卒業研究の科目を
　　　　　	配置している。
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件
等

①　卒業研究着手条件
　卒業研究に着手するには，以下の条件をすべて満足しなければならない。
　　（１）修業年数が 3年以上を経過していること。
　　（２）卒業に必要な単位から 94 単位以上を修得していること。
　　（３）専門教育科目の選択必修科目から 18 単位以上を修得していること。
　　（４）専門教育科目の必修科目から 16 単位以上を修得していること。

②　卒業条件
　	卒業するためには，以下の条件をすべて満足しなければならない。

③　履修計画上の注意
　　（1）「工業総論」，「工業職業指導Ⅰ」及び「工業職業指導Ⅱ」の 3科目は教職課程を履修している者が履修することが
　　　望ましい。
　　（2）空間づくり（土木構造物・建築物の設計）の背景から，特に物理学における「力学」に関わる内容を踏襲して専門
　　　科目を学修する。その背景から，物理系においては，「力と運動の物理学Ⅰ」，「力と運動の物理学Ⅱ」，「力と運動の
　　　物理学Ⅰ演習」，「力と運動の物理学Ⅱ演習」，「物理学Ⅰ」，「物理学Ⅱ」を中心に学修することが望ましい。
　　（3）「まち」にかかわる空間設計をするために，学際領域を含む科目群が配置してある。カリキュラムの特徴の（D）　
　　　に記載の通り，複数の資格を取得する可能性はあるものの，将来を見据え目的を持った履修計画を低学年時から立て
　　　ることが肝要である。そのためには，学科で実施するキャリアデザイン科目群をよく聴講し，自身の将来を自身でよ
　　　く考え，また，不明な点はクラス担任等に相談して，自身のカリキュラムを設計することが重要である。
　　（4）詳細な履修計画を立てる上では，学科で入学時に配布する「履修の手引き」を併せて参照のこと。

科目区分

全学共通教育科目

教 養 教 育 科 目

必修２単位

履　修　の　方　法 卒業に必要な
単　位　数
２単位

「多文化と社会の理解」（Ⅰ群） ６単位以上
「心と身体の表現」（Ⅱ群） ４単位以上
「科学・技術のリテラシー」（Ⅲ群） ４単位以上
「総合・ゼミナール」（Ⅳ群）

16単位以上

基 礎 教 育 科 目

専 門 教 育 科 目

「グローバルスキル分野」
①必修４単位
②英語Ⅲ A，英語Ⅲ B，English CommunicationⅠ，
　English CommunicationⅡから２単位以上
③英語特殊講義 A，英語特殊講義 Bから１単位以上

７単位以上

「基礎科学分野」
数 学 系：２単位以上
物理学系：２単位以上
化 学 系：２単位以上

22単位以上

86単位以上

126単位以上

①必修29単位
②選択必修から22単位以上

合 計 単 位 数

14単位以上
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配
置
表

自主創造の基礎 (2)

倫理学 (2) 社会学 (2) ドイツ語Ⅰ (1) 中国語Ⅰ (1)

歴史学 (2) 経済学 (2) ドイツ語Ⅱ (1) 中国語Ⅱ (1)

文学 (2) 日本国憲法 (2) フランス語Ⅰ (1)

法学 (2) ことばと文化 (2) フランス語Ⅱ (1)

スポーツⅠ (1)

哲学 (2) スポーツⅢ (1)

日本語表現の基礎 (1)

クリティカル・シンキング (1)

感性芸術学 (2)

心理学 (2)

スポーツⅡ (1)

健康の科学 (1)

技術者倫理 (2) 知的財産権論 (2) 地球環境化学 (2)

科学技術と人間 (2) 科学技術史 (2) 自然環境論 (2)

科学技術と経済 (2) 現代物理学 (2) 地理学 (2)

総合講座 (2)

教養基礎ゼミナール (1)

英語ⅠＡ (1)

英語ⅠＢ (1)

英語ⅡＡ (1)

英語ⅡＢ (1)

英語ⅢＡ (1) 英語特殊講義Ａ (1)

英語ⅢＢ (1) 英語特殊講義Ｂ (1)

English Communication Ⅰ (1)

English Communication Ⅱ (1)

微分積分学Ⅰ (2) 関数論Ⅰ (2)

微分積分学Ⅱ (2) 関数論Ⅱ (2)

線形代数学Ⅰ (2) 微分方程式Ⅰ (2)

線形代数学Ⅱ (2) 微分方程式Ⅱ (2)

数学演習Ⅰ (1) 数理統計学Ⅰ (2)

数学演習Ⅱ (1) 数理統計学Ⅱ (2)

熱とエントロピーの物理学 (2) 物理学Ⅱ (2) 物理学Ⅰ演習 (1) 力と運動の物理学Ⅱ演習 (1)

電気と磁気の物理学 (2) 力と運動の物理学Ⅰ (2) 物理学Ⅱ演習 (1) 基礎物理学実験 (2)

物理学Ⅰ (2) 力と運動の物理学Ⅱ (2) 力と運動の物理学Ⅰ演習 (1)

基礎化学実験 (2)

物質の構造と状態 (2)

物質の変化と性質 (2)

材料化学 (2)

まりづくり工学インセンティブ (2) まちづくりワークショップⅠ (2) まちづくり工学総合演習 (1) 卒業研究 (6)

まちづくりと職能 (2) 福祉環境実験 (2) ゼミナール (2)

まちづくり工学概論 (2) 景観デザイン演習 (2) まちづくり工学キャリアデザイン (1)

デザイン基礎 (1)

建築デザイン演習 (2)

測量実習Ⅰ (2)

測量実習Ⅱ (2)

基礎力学Ⅰ (2) 建築計画Ⅰ (2) まちづくりワークショップⅡ (2)

基礎力学Ⅱ (2) 都市計画Ⅰ (2) 観光原論 (2)

まちづくり関連法規 (2)

都市デザイン (2)

景観原論 (2)

福祉のまちづくり (2)

都市・地域防災論 (2)

構造力学Ⅰ (2)

構造力学Ⅱ (2)

コンピュータ演習 (1) 建築構法Ⅰ (2) まちづくり事業・制度論 (2)

測量学 (2) 建築構法Ⅱ (2) 都市計画Ⅱ (2)

まちづくり人間科学演習 (1) 建築計画Ⅱ (2) 国土・地域計画 (2)

宅地建物学 (2) 都市・地域デザイン演習 (2)

建設材料学 (2) 都市環境計画 (2)

都市環境学概論 (2) ウォーターフロント計画 (2)

社会基盤デザイン (2) 住宅・都市のユニバーサルデザイン (2)

交通総論 (2) 住宅・都市のユニバーサルデザイン演習 (2)

景観まちづくり論 (2) 観光まちづくり論 (2)

ユニバーサルデザイン (2) 地域健康づくり論 (2)

グリーンランドスケープ (2) 歴史・文化とまちづくり (2)

工業職業指導Ⅰ (2) 地盤力学 (2)

工業職業指導Ⅱ (2) 水理学 (2)

工業総論 (2) 流域管理工学 (2)

上下水道工学 (2)

空間情報処理 (2)

建築物の設備 (2)

建築生産 (2)

まちづくり技術の実践 (2)

建設マネジメント (2)

インターンシップ (2)

（  ）内の数字は単位数 

２年次 ３年次 ４年次
科目区分

必
修

選
択

科学・技術の
リテラシー
（Ⅲ群）

選
択

設置年次
１年次

総合・ゼミナール
（Ⅳ群）

選
択

基
礎
教
育
科
目

グ
ロ
ー

バ
ル
ス
キ
ル
分
野

必
修

選
択

多文化と社会の
理解（Ⅰ群）

選
択

心
と
身
体
の
表
現
（

Ⅱ
群
）

必修

全
学
共
通

教
育
科
目

必
修

教
養
教
育
科
目

 2科目のうち1科目を修得

4科目のうち2科目を修得

専
門
教
育
科
目

選
択
必
修

選
択

物
理
学
系

選
択

化
学
系

選
択

基
礎
科
学
分
野

数
学
系

選
択
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履
修
系
統
図

ま
ち

づ
く

り
工

学
科

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

工
業
職
業
指
導
Ⅰ

工
業
職
業
指
導
Ⅱ

工
業
総
論

※
ま
ち
づ
く
り
工

学
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

※
ま
ち
づ
く
り
工
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

※
ま
ち
づ
く
り
と
職
能

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

※
ま
ち
づ
く
り
工

学
概

論
ま
ち
づ
く
り
技
術
の
実
践

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
演

習

●
基
礎
力
学
Ⅰ

●
基
礎
力
学
Ⅱ

※
デ
ザ
イ
ン
基
礎

※
建
築
デ
ザ
イ
ン
演
習

※
景
観
デ
ザ
イ
ン
演
習

都
市
・
地
域
デ
ザ
イ
ン
演
習

住
宅

・
都

市
の

ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
デ
ザ

イ
ン
演

習

※
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅰ

●
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅱ

●
建
築
計
画
Ⅰ

建
築
計
画
Ⅱ

都
市
計
画
Ⅱ

ま
ち
づ
く
り
事
業
・
制
度
論

●
都
市
計
画
Ⅰ

●
都
市
デ
ザ
イ
ン

国
土
・
地
域
計
画

●
ま
ち
づ
く
り
関

連
法

規
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
計
画

建
築
物
の
設
備

建
築
構
法
Ⅰ

建
築
構
法
Ⅱ

建
築
生
産

宅
地
建
物
学

※
測
量
実
習
Ⅰ

※
測
量
実
習
Ⅱ

●
構
造
力
学
Ⅰ

●
構
造
力
学
Ⅱ

地
盤
力
学

建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

測
量
学

建
設
材
料
学

社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン

水
理
学

上
下
水
道
工
学

交
通
総
論

流
域

管
理

工
学

空
間
情
報
処
理

●
都
市
・
地
域
防
災
論

都
市
環
境
学
概
論

都
市
環
境
計
画

●
景
観
原
論

景
観
ま
ち
づ
く
り
論

歴
史
・
文
化
と
ま
ち
づ
く
り

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

●
観
光
原
論

観
光
ま
ち
づ
く
り
論

ま
ち
づ
く
り
人

間
科

学
演

習
●

福
祉

の
ま
ち
づ
く
り

ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
デ
ザ

イ
ン

住
宅
・
都
市
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

地
域
健
康
づ
く
り
論

※
福
祉
環
境
実
験

３
年
生
前
期
ま
で
の
枢
要
科
目
群
全
て

※
ま
ち
づ
く
り
工

学
総

合
演

習

総
合

実
践

学
系

個
人

の
活

動
に
よ
り
，
自

ら
考
え
，
自
ら
道
を
拓
く
，
総
合
力
を
養

う
こ
と
が

で
き
る
．

学
修

・
教

育
目

標
：
（
A
）
・
（
B
）
・
（
D
）
・
（
E
）

都
市

計
画

・
建

築
学

系
都
市

計
画

・
ま
ち
づ
く
り
の

制
度
に
関
わ
る
学
問
を
修
得
し
す
る
こ

と
が

で
き
る
．
す
な
わ

ち
，
建

築
士
，
技
術
士
お
よ
び
施
工
管
理

技
師

関
連

の
知

識
を
修

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

学
修

・
教

育
目

標
：
（
B
）
・
（
C
）
・
（
D
）

ま
ち
づ
く
り
技

術
の

実
務

演
習

系
自
ら
考

え
手

を
動

か
し
遂

行
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
踏
む
こ
と
に
よ
り

建
築

士
の

関
連

の
設

計
知

識
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

学
修

・
教

育
目

標
：
（
B
）
・
（
C
）
・
（
D
）

ま
ち
づ
く
り
工

学
の

基
礎

系
ま
ち
づ
く
り
学

問
を
深

く
修

得
す
る
た
め
に
，
最
低
限
の
知
識
・
技

能
を
得

る
こ
と
が

で
き
る
．

学
修

・
教

育
目

標
：
（
B
）
・
（
C
）
・
（
D
）

理
工

系
キ
ャ
リ
ア
の

育
成

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
自
ら
考
え
，
拓
く
こ
と
が

で
き
る
．

学
修

・
教

育
目

標
：
（
A
）
・
（
D
）
・
（
E
）

景
観

・
観

光
学

系
ま
ち
の

景
観

や
観

光
に
資

す
る
空
間
づ
く
り
に
関
わ
る
学
問
を
修

得
で
き
る
．
す
な
わ

ち
，
ま
ち
づ
く
り
学
際
領
域
②
の
知
識
を
修

得
す
る
こ
と
が

で
き
る
．

学
修

・
教

育
目

標
：
（
B
）
・
（
C
）
・
（
D
）

健
康

・
福

祉
系

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の

あ
る
方

の
た
め
の
ま
ち
の
空
間
づ
く
り
に
関

わ
る
学

問
を
修

得
す
る
こ
と
が

で
き
る
．
す
な
わ
ち
，
ま
ち
づ
く
り

学
際

領
域

③
の

知
識

を
修

得
す
る
こ
と
が

で
き
る
．

学
修

・
教

育
目

標
：
（
B
）
・
（
C
）
・
（
D
）

社
会

基
盤

学
系

土
木

分
野

を
主

と
し
た
学

問
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
す
な

わ
ち
，
主

と
し
て
，
技

術
士

，
施
工
管
理
技
師
関
連
，
併
せ
て
建

築
士

関
連

の
知

識
を
修

得
す
る
こ
と
が

で
き
る
．

学
修

・
教

育
目

標
：
（
B
）
・
（
C
）
・
（
D
）

環
境

・
防

災
学

系
環

境
工

学
，
都

市
防

災
工

学
に
関
わ
る
学
問
を
修
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
．
す
な
わ

ち
，
ま
ち
づ
く
り
学
際
領
域
①
を
修
得
す
る
こ

と
が

で
き
る
．
ま
た
，
建

築
士

資
格
，
施
工
管
理
技
師
関
連
の
知

識
を
修

得
す
る
こ
と
が

で
き
る
．

学
修

・
教

育
目

標
：
（
B
）
・
（
C
）
・
（
D
）

4
年
生

1
年
生

2
年
生

3
年
生

教
職

者
の

育
成

教
育

者
（
工

業
免

許
）
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

学
修

・
教

育
目

標
：
（
A
）

※
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

※
卒
業
研
究

ま
ち

づ
く

り
工

学
科

●
 選

択
必

修
科

目
※

 必
修

科
目
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①　教育研究上の目的
　　　　機械工学はものづくりを通して，人間生活を豊かにするための総合的な学問である。その機械工学を構成している
　　　自然法則の基礎的な理論や概念に立脚し，高度情報化した社会のニーズに応えることのできる創造性豊かな技術者を
　　　養成する。

②　学修・教育目標
　　　　本学科では，教育研究上の目的に定める創造性豊かな技術者・研究者を養成するため，以下の能力を身につけるこ
　　　とを目標とする。
　　（Ａ）豊かな知識と教養のある技術者の基礎力
　　　　社会での自己の役割を認識し，社会で活躍するために必要な社会人基礎力の基となる倫理観を身につけた人材を養
　　　　成する。
　　（Ｂ）機械工学の知識に基づいて理論的かつ批判的な思考ができる能力
　　　　基礎科学分野の知識（物理，化学，数学など ) および機械工学の基礎力学 ( 機械力学，材料力学，流体力学，熱力学 )
　　　　と工学的知識 ( 機械工作法，機械要素 ) を養い，機械工学に関する問題や課題を理論的かつ批判的に思考できる人
　　　　材を養成する。
　　（Ｃ）現象に対する観察能力と機械工学的課題発見・解決能力
　　　　事象や現象を注意深く観察する能力と，工学的な課題を自ら発見し，理論に基づいて具体的な解決方法を見出すこ
　　　　とができる能力をもった人材を養成する。
　　（Ｄ）探求力と挑戦力
　　　　機械工学の専門知識に基づいて，工学的な問題や課題を探求することができる能力と，それらの問題や課題を解決
　　　　するために果敢に挑戦することができる能力をもった人材を養成する。
　　（Ｅ）コミュニケーション能力とリーダーシップ，協働力
　　　　実習，実験，研究などの協働作業を通して，問題や課題とその解法を他者へ論理的に説明できる能力と，他者の意
　　　　見を傾聴し理論的に理解できる能力をもち，協働者と連携し，研究や実験を計画的に遂行することで，他者を支援
　　　　しながら目的を完遂することができる能力をもった人材を養成する。
　　（Ｆ）省察力と自己研鑽力
　　　　他者の見解を傾聴することで自身の理論や知識を振り返り，継続的に自己研鑽することで自己を高めることができ
　　　　る能力をもった人材を養成する。

③　カリキュラムの特徴
　　　　1年次に，インセンティブ科目（機械工学や機械技術者について）や基礎科学分野の科目を通して，豊かな教養・
　　　知識を身につけ，倫理観を高める．また機械製図科目を通して，機械図面の読み書きができる能力と，機械工作実習
　　　を通して，工作機械の役割や加工法などの知識について実体験を通して修得する。
　　　　2年次に，機械工学の基礎知識（機械力学，材料力学，流体力学，熱力学，機械工作法，機械要素）を修得し，こ
　　　れらの知識を用いて機械設計科目にて，簡単な機械装置が設計できる能力を養う。特に 4力学（機械力学，材料力学，
　　　流体力学，熱力学）においては，力学Ⅰ , Ⅱ , Ⅲの科目を設置し，十分に基礎力学を身につけられるよう科目設置し
　　　てある。
　　　　3年次に，機械工学の専門科目を通して，より高度な機械工学の専門知識を修得する。
　　　ＣＡＤ /ＣＡＭ科目や実験科目などを通して，これまでに得られた知識，技能を応用することができる。一方，工学
　　　基礎力が確実に身につけられるよう，理解度達成科目を配置してある。また実践演習やＰＢＬを取り入れた科目を通
　　　して，自己と社会とのかかわりについて考えを深め職業観を養うことができる。
　　　　4年次では，卒業研究を通して，これまでに修得した知識，技能を総合的に活用し，研究に取り組むことができる。
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①　卒業研究着手条件
　卒業研究に着手するには，以下の条件をすべて満足しなければならない。
　　（１）	修業年数が 3年以上を経過していること。
　　（２）	卒業に必要な単位から 94 単位以上を修得していること。
　　（３）	卒業に必要な教養教育科目のうち未修得科目数が 2科目以内であること。
　　（４）	卒業に必要な基礎教育科目のうち未修得科目数が 2科目以内であること。
　　（５）	自主創造の基礎及び機械工学キャリアデザイン２科目３単位をすべて修得していること。
　　（６）	専門教育科目から 60 単位以上を修得していること。ただし，以下の「卒業研究着手に必要な分野別単位数一覧表」
　　　　の条件をすべて満たしていること。

　　「卒業研究着手に必要な分野別単位数一覧表」（上記（６））

②　卒業条件
　	卒業するためには，以下の条件をすべて満足しなければならない。

③　履修計画上の注意
　（１）階段制の対象となる専門教育科目
　　　ア　各学期において，同時に受講できる専門教育科目は以下 10 科目のうち 3科目までとする。
　　　　　機械工作実習Ａ，　機械工作実習Ｂ，機械工学実験ⅠＡ，機械工学実験ⅠＢ，機械工学実験ⅡＡ，
　　　　　機械工学実験ⅡＢ，機械設計製図ⅠＡ，機械設計製図ⅠＢ，機械設計製図ⅡＡ，機械設計製図ⅡＢ
　　　イ　機械設計製図ⅠＢは，機械設計製図ⅠＡを受講していないと履修できない。
　　　ウ　機械設計製図ⅡＡは，機械設計製図ⅠＡと IＢの単位を修得していないと履修できない。また，機械設計製図Ⅱ
　　　　　Ｂは，機械設計製図ⅡＡの単位を修得していないと履修できない。
　　　エ　機械力学Ⅲは，機械力学Ⅰまたは機械力学Ⅱの単位を修得していないと履修できない。
　　　オ　材料力学Ⅲは，材料力学Ⅰまたは材料力学Ⅱの単位を修得していないと履修できない。
　　　カ　流体力学Ⅲは，流体力学Ⅰまたは流体力学Ⅱの単位を修得していないと履修できない。
　　　キ　熱力学Ⅲは，熱力学Ⅰまたは熱力学Ⅱの単位を修得していないと履修できない。
　（２）履修登録単位数
　　　各学期で履修登録できる単位数には制限があります。詳細は「Ⅰ履修要項」を参照のこと。
　（３）その他
　　　基礎教育科目について，以下の科目履修を推奨する。
　　　物理学 I，物理学Ⅱ，物理学 I演習，物理学Ⅱ演習，基礎物理学実験，物質の構造と状態，基礎化学実験

－1－ 

分野名 指定科目名(単位数) ◎必修，※選択必修 単位数 

実習・実験・設計 ◎機械工作実習Ａ(2)，◎機械工作実習Ｂ(2)， 

◎機械工学実験ⅠＡ(2)，◎機械工学実験ⅠＢ(2)，◎機械工学実験ⅡＡ(2)，◎機械工学実験ⅡＢ(2), 

◎機械設計製図ⅠＡ(2)，◎機械設計製図ⅠＢ(2)，◎機械設計製図ⅡＡ(2)，◎機械設計製図ⅡＢ(2) 

16単位以上 

機械力学・材料力学 ◎機械力学Ⅰ(2)，◎機械力学Ⅱ(2)，◎材料力学Ⅰ(2)， [Ａ群] ※機械力学Ⅲ(2)，※材料力学Ⅱ(2)，※材料力学Ⅲ(2) 6単位以上 

流体力学・熱力学 ◎流体力学Ⅰ(2)，◎熱力学Ⅰ(2)， [Ｂ群] ※流体力学Ⅱ(2)，※流体力学Ⅲ(2)，※熱力学Ⅱ(2)， 

※熱力学Ⅲ(2) 
6単位以上 

加工 [Ｃ群] ※機械工作法Ⅰ(2)，※機械工作法Ⅱ(2)，※機械要素Ⅰ(2)，※機械要素Ⅱ(2)，※機械の材料(2) 4単位以上 

電気・情報系 [Ｄ群] ※メカニクス基礎(2)，※コンピュータプログラミングⅠ(2)，※コンピュータプログラミングⅡ(2)， 

※電気の基礎Ⅰ(2)，※電気の基礎Ⅱ(2)，※エンジニアリングアナリシス(2)，※計測工学(2) 
6単位以上 

科目区分 卒業に必要な単位数

全学共通教育科目 必修２単位 ２単位

「多文化と社会の理解」（Ⅰ群） 6単位以上

「心と身体の表現」（Ⅱ群） 4単位以上

「科学・技術のリテラシー」（Ⅲ群） 4単位以上

「総合・ゼミナール」（Ⅳ群）

「グローバルスキル分野」
　①必修4単位
　②英語ⅢＡ，英語ⅢＢ，English CommunicationⅠ，English CommunicationⅡから2単位以上
　③英語特殊講義Ａ，英語特殊講義Ｂから1単位以上

7単位以上

「基礎科学分野」
　数 学 系：必修を含めて4単位以上
　物理学系：2単位以上
　化 学 系：2単位以上

14単位以上

専門教育科目

　①必修40単位
　②選択必修Ａ群から2単位以上
　③選択必修Ｂ群から4単位以上
　④選択必修Ｃ群から6単位以上
　⑤選択必修Ｄ群から6単位以上

86単位以上

126単位以上合 計 単 位 数

履修の方法

教養教育科目 16単位以上

基礎教育科目 22単位以上
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自主創造の基礎 (2)

倫理学 (2) 社会学 (2) ドイツ語Ⅰ (1) 中国語Ⅰ (1)

歴史学 (2) 経済学 (2) ドイツ語Ⅱ (1) 中国語Ⅱ (1)

文学 (2) 日本国憲法 (2) フランス語Ⅰ (1)

法学 (2) ことばと文化 (2) フランス語Ⅱ (1)

スポーツⅠ (1)

哲学 (2) スポーツⅢ (1)

日本語表現の基礎 (1)

クリティカル・シンキング (1)

感性芸術学 (2)

心理学 (2)

スポーツⅡ (1)

健康の科学 (1)

技術者倫理 (2) 知的財産権論 (2) 地球環境化学 (2)

科学技術と人間 (2) 科学技術史 (2) 自然環境論 (2)

科学技術と経済 (2) 現代物理学 (2) 地理学 (2)

総合講座 (2)

教養基礎ゼミナール (1)

英語ⅠＡ (1)

英語ⅠＢ (1)

英語ⅡＡ (1)

英語ⅡＢ (1)

英語ⅢＡ (1) 英語特殊講義Ａ (1)

英語ⅢＢ (1) 英語特殊講義Ｂ (1)

English Communication Ⅰ (1)

English Communication Ⅱ (1)

微分積分学Ⅰ (2)

線形代数学Ⅰ (2)

微分積分学Ⅱ (2) 微分方程式Ⅰ (2) 数理統計学Ⅰ (2)

線形代数学Ⅱ (2)

数学演習Ⅰ (1)

数学演習Ⅱ (1)

物理学Ⅰ (2)

物理学Ⅱ (2)

物理学Ⅰ演習 (1)

物理学Ⅱ演習 (1)

基礎物理学実験 (2)

基礎化学実験 (2)

物質の構造と状態 (2)

機械工学インセンティブ (2) 機械力学Ⅰ (2) 機械工学総合演習 (1) 卒業研究 (6)

機械工作実習Ａ (2) 材料力学Ⅰ (2) 機械工学キャリアデザイン (1)

機械工作実習Ｂ (2) 流体力学Ⅰ (2) 機械工学実験ⅡＡ (2)

機械設計製図ⅠＡ (2) 熱力学Ⅰ (2) 機械工学実験ⅡＢ (2)

機械設計製図ⅠＢ (2) 機械力学Ⅱ (2)

機械工学実験ⅠＡ (2)

機械工学実験ⅠＢ (2)

機械設計製図ⅡＡ (2)

機械設計製図ⅡＢ (2)

材料力学Ⅱ (2) 機械力学Ⅲ (2)

材料力学Ⅲ (2)

流体力学Ⅱ (2) 流体力学Ⅲ (2)

熱力学Ⅱ (2) 熱力学Ⅲ (2)

機械工作法Ⅰ (2) 機械の材料 (2)

機械工作法Ⅱ (2)

機械要素Ⅰ (2)

機械要素Ⅱ (2)

メカニクス基礎 (2) 電気の基礎Ⅰ (2) 電気の基礎Ⅱ (2)

コンピュータプログラミングⅠ (2) エンジニアリングアナリシス (2)

コンピュータプログラミングⅡ (2) 計測工学 (2)

機械力学・材料力学演習Ａ (1) ＣＡＤ／ＣＡＭ (2) 自動車運動力学 (2)

機械力学・材料力学演習Ｂ (1) 振動工学 (2) 先進自動車システム (2)

流体力学・熱力学演習Ａ (1) 動的システム (2) 制御工学Ⅱ (2)

流体力学・熱力学演習Ｂ (1) 制御工学Ⅰ (2) ロボット工学 (2)

弾性学Ⅰ (2) FEM構造解析 (2)

弾性学Ⅱ (2) 流体工学Ⅱ (2)

軽量構造力学 (2) 数値熱流体工学 (2)

流体工学Ⅰ (2) 伝熱工学 (2)

熱流体工学 (2) 生産システム (2)

内燃機関 (2)

ガスタービン (2)

機械加工学 (2)

工作機械 (2)

塑性と加工 (2)

機械工学特殊講義 (2)

（  ）内の数字は単位数 

選
択

専
門
教
育
科
目

必
修

選
択
必
修

Ａ
群

Ｂ
群

Ｃ
群

Ｄ
群

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表５からも選択することができる。

基
礎
教
育
科
目

グ
ロ
ー

バ
ル
ス
キ
ル
分
野

必
修

選
択
必
修

基
礎
科
学
分
野

数
学
系

必
修

選
択

 2科目のうち1科目を修得

4科目のうち2科目を修得

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表３からも選択することができる。

物
理
学
系

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表４からも選択することができる。

化
学
系

必修

選
択

科学・技術の
リテラシー（Ⅲ

群）

選
択

設置年次

教
養
教
育
科
目

全
学
共
通

教
育
科
目

必
修

総合・ゼミナール
（Ⅳ群）

選
択

多文化と社会の理
解（Ⅰ群）

選
択

心
と
身
体
の
表
現
（

Ⅱ
群
）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
科目区分
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履
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系
統
図

機
械

工
学

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

メ
カ
ニ
ク
ス
基

礎
機
械
工
学
ｷ
ｬ
ﾘｱ

ﾃ
ﾞｻ
ﾞｲ
ﾝ

機
械
力
学
Ⅰ

機
械
力
学
Ⅱ

機
械
力
学
Ⅲ

振
動
工
学

自
動
車
運
動
力
学

先
進
自
動
車
シ
ス
テ
ム

機
械

力
学

・
材

料
力

学
演

習
A

機
械

力
学

・
材

料
力

学
演

習
B

動
的
シ
ス
テ
ム

制
御
工
学
Ⅰ

制
御
工
学
Ⅱ

ロ
ボ
ッ
ト
工
学

材
料
力
学
Ⅰ

材
料
力
学
Ⅱ

材
料
力
学
Ⅲ

軽
量
構
造
力
学

機
械

力
学

・
材

料
力

学
演

習
A

機
械

力
学

・
材

料
力

学
演

習
B

Ｆ
Ｅ
Ｍ
構
造
解
析

弾
性
学
Ⅰ

弾
性
学
Ⅱ

流
体
力
学
Ⅰ

流
体
力
学
Ⅱ

流
体
力
学
Ⅲ

流
体
工
学
Ⅰ

流
体
工
学
Ⅱ

数
値
熱
流
体
工
学

流
体

力
学

・
熱

力
学

演
習

A
流

体
力

学
・
熱

力
学

演
習

B

熱
力
学
Ⅰ

熱
力
学
Ⅱ

熱
力
学
Ⅲ

熱
流
体
工
学

伝
熱
工
学

流
体

力
学

・
熱

力
学

演
習

A
流

体
力

学
・
熱

力
学

演
習

B

内
燃
機
関

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

機
械
の
材
料

塑
性
と
加
工

生
産
シ
ス
テ
ム

機
械
工
作
法
Ⅰ

機
械
工
作
法
Ⅱ

機
械
加
工
学

工
作
機
械

機
械
要
素
Ⅰ

機
械
要
素
Ⅱ

機
械
設
計
製
図
Ⅰ
A

機
械
設
計
製
図
Ⅰ
B

機
械
設
計
製
図
Ⅱ
A

機
械
設
計
製
図
Ⅱ
B

C
A
D
/
C
A
M

機
械
工
作
実
習
A

機
械
工
作
実
習
B

機
械
工
学
実
験
Ⅰ
A

機
械
工
学
実
験
Ⅰ
B

機
械
工
学
実
験
Ⅱ
A

機
械
工
学
実
験
Ⅱ
B

電
気
の
基
礎
Ⅰ

電
気
の
基
礎
Ⅱ

計
測
工
学

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅰ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅱ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ア
ナ
リ
シ
ス

機
械
工
学
総
合
演
習

機
械
工
学
特
殊
講
義

必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

選
択
科
目

【
Ｂ
】

専
門

（
機
械
力
学
系
，

材
料
力
学
系
，

流
体
力
学
，

熱
力
学
系
，

加
工
系
）

【
Ｅ
】

総
合

【
Ａ
】

技
術
者
倫
理
・

工
学
実
践

【
Ｃ
】

実
習
・
実
験
・

設
計
製
図

【
Ｄ
】

電
気
・
計
測
・

デ
ー
タ
処
理

電
気
・
計
測
応
用
能
力
と
デ
ー
タ
処
理
能
力

学
修
・
教
育
目
標
：
（
Ｂ
）

電
気
回
路
な
ら
び
に
計
測
セ
ン
サ
ー
の
基
本
原
理
を
理
解
す
る
。

機
械
工
学
で
取
り
扱
う
種
々
の
現
象
を
理
解
す
る
た
め
の
道
具
で
あ
る
数
学
的

解
析
手
法
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
デ
ー
タ
処
理
方
法
を
身
に
つ
け
，
問
題
に

応
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

卒
業
研
究

専
門
総
合
化
能
力

学
修
・
教
育
目
標
：
（
Ｂ
）
（
Ｃ
）
（
Ｄ
）
（
Ｅ
）
（
Ｆ
）

修
学
し
た
専
門
科
目
の
知
識
を
統
合
・
発
展
さ
せ
，
工
学
的
問
題
の
解
決
に

応
用
す
る
。
専
門
知
識
の
発
展
と
統
合
化
を
図
り
，
修
学
し
た
知
識
を
具
体
的

に
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

設
計
基
礎
能
力
お
よ
び
実
験
手
法
・
デ
ー
タ
分
析
能
力

学
修
・
教
育
目
標
：
（
Ｂ
）
（
Ｃ
）
（
Ｄ
）
（
Ｅ
）
（
Ｆ
）

実
習
で
は
加
工
機
械
や
計
測
器
に
つ
い
て
実
体
験
を
通
し
て
理
解
を
深
め

る
，
製
図
は
，
機
械
図
面
の
読
み
書
き
が
で
き
る
能
力
と
，
与
え
ら
れ
た
要
求

性
能
を
満
足
す
る
機
械
を
設
計
で
き
る
能
力
を
習
得
す
る
。
実
験
で
は
，
実
験

で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
等
に
つ
い
て
整
理
や
分
析
が
で
き
，
そ
れ
ら
を
報
告
書
に

ま
と
め
，
他
者
へ
伝
達
で
き
る
能
力
を
修
得
す
る
。

２２
　　
年年

後後
　　
期期

４４
　　
年年

前前
　　
期期

後後
　　
期期

力
学
応
用
能
力

学
修
・
教
育
目
標
：
（
Ｂ
）

機
械
の
強
度
設
計
や
性
能
設
計
に
必
要
な
力
学
各
分
野
の
基
礎
知
識
（
機
械

力
学
，
材
料
力
学
，
流
体
力
学
，
熱
力
学
，
材
料
・
加
工
，
機
械
要
素
）
に
精

通
し
，
こ
れ
ら
の
知
識
を
安
全
で
効
率
の
高
い
機
械
や
機
械
シ
ス
テ
ム
の
概
念

設
計
や
基
本
設
計
に
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

機
械
力
学
応
用
能
力
：
物
体
の
運
動
に
つ
い
て
運
動
・
振
動
方
程
式
を
記
述

す
る
こ
と
で
，
運
動
の
基
礎
特
性
を
算
出
・
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
，
シ

ス
テ
ム
を
モ
デ
ル
化
し
，
代
表
的
な
制
御
則
を
用
い
て
制
御
設
計
で
き
る
。

材
料
力
学
応
用
能
力
：
物
体
内
の
力
と
変
形
，
な
ら
び
に
そ
れ
ら
両
者
の
関

係
を
理
解
す
る
こ
と
で
，
部
材
の
強
度
を
満
た
し
，
安
全
か
つ
合
理
的
な
設
計

が
で
き
る
。

流
体
力
学
応
用
能
力
：
水
や
空
気
な
ど
の
非
圧
縮
性
流
体
に
つ
い
て
，
流
れ

の
基
本
的
な
性
質
と
保
存
則
，
基
礎
方
程
式
を
記
述
，
説
明
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

熱
力
学
応
用
能
力
：
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
や
移
動
に
関
す
る
基
礎
理
論

を
理
解
し
た
上
で
，
そ
れ
ら
の
知
識
を
高
効
率
，
安
全
，
低
環
境
負
荷
な
機
械

及
び
機
械
シ
ス
テ
ム
の
研
究
，
開
発
，
設
計
等
に
応
用
で
き
る
。

加
工
応
用
能
力
：
切
削
加
工
，
特
殊
加
工
，
機
械
材
料
，
熱
処
理
，
生
産
管

理
な
ど
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
持
ち
，
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
下
に
技
術

的
要
求
仕
様
を
満
た
す
最
も
経
済
的
な
部
品
や
製
品
を
設
計
，
製
造
で
き
る
。

３３
　　
年年

科
目
群
の
学
修
・
教
育
目
標

前 前
　　
期期

前前
　　
期期

１１
　　
年年

修
学
計
画
・
実
践
能
力

学
修
・
教
育
目
標
：
（
Ａ
）

機
械
工
学
の
学
問
体
系
と
産
業
と
の
関
わ
り
を
理
解
し
，
基
礎
理
論
の
実
践
的

な
応
用
が
で
き
る
。

後後
　　
期期

前前
　　
期期

後後
　　
期期

授授
　　
　　
業業

　　
　　
科科

　　
　　
目目

　　
　　
名名

機
械

工
学

科
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学
科
紹
介

①　教育研究上の目的
　　　　機械工学に加え電気・電子工学を基礎として，ロボティクスやメカトロニクスに代表される自動化技術，計測制御
　　　技術，及びマイクロマシンやマイクロシステムに代表される超微細加工技術，集積化技術を包含した先端の技術分野
　　　の研究を行い，さらに新しい技術分野の展開にも対応できる，創造力がありものつくりに強く，骨太で人間性豊かな，
　　　かつ環境・福祉にも関心を持つ研究者・技術者を養成する。

②　学修・教育目標
　　　　本学科の特色である電気・電子に強い機械技術者を養成するため，機械の知識と電気・電子の基礎学力を体得する。
　　　具体的には，
　　（Ａ）精密機械工学の専門教育科目を学ぶための基礎として必須な数学や物理学などの基礎科目を講義及び演習により
　　　　徹底的に学ぶ。
　　（Ｂ）機械工学の基礎と電気・電子工学の基礎を理論的な理解に加えて，工作実習実験，機械実験，電気電子実験，機
　　　　械設計製図などの実技科目の履修により機械系と電気・電子系の学問を体系づけて学ぶ。
　　（Ｃ）機械技術と電子技術の融合領域を学ぶため計測・制御，コンピュータなどに関する科目を学び，ロボット工学な
　　　　どの先端技術の応用科目を習得する。

③　カリキュラムの特徴
　　　　機械工学の基礎科目に加え電気・電子工学の学科目を重点的に配置してある。特に専門教育科目では，力学系，電
　　　気・電子系，計測・制御系の主要科目は，バランス良く履修するシステムになっており，メカトロニクスやロボット
　　　技術に必要な専門科目につなげるように配置されている。カリキュラム構成は教養教育科目，基礎教育科目及び精密
　　　機械工学の専門教育科目からなっている。
　　　　1年次では，数学，物理学の基礎を十分に体得できるように科目が配置されており，さらに機械工学で大切な材料
　　　や機械を構成する部品についても学ぶ。2年次以上では力学や材料，加工に関する機械系と電磁気学や電気回路に加
　　　えアナログ・デジタル回路などに関する電気系科目が配置される。さらにコンピュータをツールとして十分に使える
　　　ように，コンピュータの初歩からシミュレーション，ロボット制御や計測などの専門科目を系統的に履修できるよう
　　　に配置されている。
　　　　専門教育科目（必修科目）の機械実験，電気電子実験，機械設計製図などの実験・実習科目では少人数のグループ
　　　に分かれ教員による個人指導を受ける。4年次には専門教育科目で修得した知識・能力を実際の研究に応用するため
　　　に，各研究室に配属され卒業研究を完成させる。
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卒
業
条
件
等

①　卒業研究着手条件
　卒業研究に着手するには，以下の条件をすべて満足しなければならない。
　　（１）修業年数が 3年以上を経過していること。
　　（２）卒業に必要な単位から 94 単位以上を修得していること。
　　（３）専門教育科目から 56 単位以上を修得していること。
　　（４）微分積分学Ⅰ，微分積分学Ⅱ，線形代数学Ⅰ，線形代数学Ⅱ，物理学Ⅰ及び物理学Ⅱの 6科目 12 単位をすべて修
　　　　得していること。
　　（５）工作実習実験Ⅰ，工作実習実験Ⅱ，機械実験Ⅰ，機械実験Ⅱ，電気電子実験Ⅰ，電気電子実験Ⅱ，機械設計製図ⅠＡ，
　　　　機械設計製図ⅠＢ，機械設計製図ⅡＡ，機械設計製図ⅡＢから 8単位以上修得していること。

②　卒業条件
　	卒業するためには，以下の条件をすべて満足しなければならない。

③　履修計画上の注意
　　各学期で履修登録できる単位数に制限があります。詳細はクラス担任に確認すること。

①必修20単位
②「基礎系列」から８単位以上
③「力学系列」から８単位以上
④「電気系列」から８単位以上
⑤「計測・制御系列」から８単位以上
⑥「機械系列」から８単位以上

科目区分

全学共通教育科目

教 養 教 育 科 目

必修２単位

履　修　の　方　法 卒業に必要な
単　位　数
２単位

「多文化と社会の理解」（Ⅰ群） ６単位以上
「心と身体の表現」（Ⅱ群） ４単位以上
「科学・技術のリテラシー」（Ⅲ群） ４単位以上
「総合・ゼミナール」（Ⅳ群）

16単位以上

基 礎 教 育 科 目

専 門 教 育 科 目

「グローバルスキル分野」
①必修４単位
②英語Ⅲ A，英語Ⅲ B，English CommunicationⅠ，
　English CommunicationⅡから２単位以上
③英語特殊講義 A，英語特殊講義 Bから１単位以上

７単位以上

「基礎科学分野」
数 学 系：必修を含めて８単位以上
物理学系：必修を含めて４単位以上
化 学 系：２単位以上

22単位以上

86単位以上

126単位以上合 計 単 位 数

14単位以上
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授
業
科
目
配
置
表

自主創造の基礎 (2)

倫理学 (2) 社会学 (2) ドイツ語Ⅰ (1) 中国語Ⅰ (1)

歴史学 (2) 経済学 (2) ドイツ語Ⅱ (1) 中国語Ⅱ (1)

文学 (2) 日本国憲法 (2) フランス語Ⅰ (1)

法学 (2) ことばと文化 (2) フランス語Ⅱ (1)

スポーツⅠ (1)

哲学 (2) スポーツⅢ (1)

日本語表現の基礎 (1)

クリティカル・シンキング (1)

感性芸術学 (2)

心理学 (2)

スポーツⅡ (1)

健康の科学 (1)

技術者倫理 (2) 知的財産権論 (2) 地球環境化学 (2)

科学技術と人間 (2) 科学技術史 (2) 自然環境論 (2)

科学技術と経済 (2) 現代物理学 (2) 地理学 (2)

総合講座 (2)

教養基礎ゼミナール (1)

英語ⅠＡ (1)

英語ⅠＢ (1)

英語ⅡＡ (1)

英語ⅡＢ (1)

英語ⅢＡ (1) 英語特殊講義Ａ (1)

英語ⅢＢ (1) 英語特殊講義Ｂ (1)

English Communication Ⅰ (1)

English Communication Ⅱ (1)

微分積分学Ⅰ (2)

微分積分学Ⅱ (2)

線形代数学Ⅰ (2)

線形代数学Ⅱ (2)

数学演習Ⅰ (1) 数理統計学Ⅰ (2)

数学演習Ⅱ (1)

物理学Ⅰ (2)

物理学Ⅱ (2)

物理学Ⅰ演習 (1)

物理学Ⅱ演習 (1)

基礎物理学実験 (2)

基礎化学実験 (2)

精密機械工学インセンティブ (2) 機械実験Ⅰ (1) 機械実験Ⅱ (1) 精密機械工学総合演習 (1)

工作実習実験Ⅰ (1) 電気電子実験Ⅰ (1) 電気電子実験Ⅱ (1) 卒業研究 (6)

工作実習実験Ⅱ (1) 機械設計製図ⅠＡ (1) 機械設計製図ⅡＡ (1)

機械設計製図ⅠＢ (1) 機械設計製図ⅡＢ (1)

精密機械工学キャリアデザイン (1)

精密機械工学リテラシ (2) 微分方程式の基礎Ⅰ (2) 関数論の基礎Ⅰ (2)

コンピュータプログラミング (2) 微分方程式の基礎Ⅱ (2) 関数論の基礎Ⅱ (2)

工業数学 (2)

工業力学Ⅰ (2) 流体力学 (2)

工業力学Ⅱ (2) 熱力学 (2)

材料力学Ⅰ (2)

材料力学Ⅱ (2)

電磁気学Ⅰ (2) アナログ回路 (2)

電磁気学Ⅱ (2) デジタル回路 (2)

電気回路Ⅰ (2)

電気回路Ⅱ (2)

測定値計算法 (2) 機械計測 (2)

ロボット工学Ⅰ (2) 制御工学Ⅰ (2)

制御工学Ⅱ (2)

制御システム (2)

機械要素 (2) 機構学 (2) 機械加工学Ⅱ (2)

材料学 (2) 機械材料 (2)

機械加工学Ⅰ (2)

半導体工学 (2) 工業熱力学 (2) マイクロマシニング (2)

コンピュータ工学 (2) 流体工学 (2) デジタル制御 (2)

メカトロニクス (2) ロボット工学Ⅱ (2) 人工知能 (2)

光工学 (2) 人間工学 (2)

振動工学 (2) システム工学 (2)

コンピュータシミュレーション (2)

コンピュータグラフィクス (2)

工学解析の方法Ⅰ (2)

工学解析の方法Ⅱ (2)

特別講義 (2)

（  ）内の数字は単位数 

 2科目のうち1科目を修得

4科目のうち2科目を修得

２年次 ３年次 ４年次１年次
科目区分

選
択

科学・技術の
リテラシー
（Ⅲ群）

選
択

設置年次

全
学
共
通

教
育
科
目

必
修

教
養
教
育
科
目

総合・ゼミナール
（Ⅳ群）

選
択

多文化と社会の
理解（Ⅰ群）

選
択

心
と
身
体
の
表
現
（

Ⅱ
群
）

必修

必
修

選
択
必
修

基
礎
系
列

選
択

基
礎
教
育
科
目

グ
ロ
ー

バ
ル
ス
キ
ル
分
野

必
修

選
択
必
修

基
礎
科
学
分
野

数
学
系

必
修

専
門
教
育
科
目

必
修

計

測

・

制

御

系

列

機
械
系
列

選
択

力
学
系
列

電
気
系
列

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表３からも選択することができる。

物
理
学
系

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表４からも選択することができる。

化
学
系

選
択 　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表５からも選択することができる。

選
択
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精
密
機
械
工
学
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履
修
系
統
図

精
密

機
械
工
学
科

配
当
年
次

領
域
・
分
野

専
門
基
礎
領
域

精
密
機
械
工
学
リ
テ
ラ
シ

微
分
方
程
式
の
基
礎
I

関
数
論
の
基
礎
Ⅰ

学
修
・
教
育
目
標
：
（
A
)

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

微
分
方
程
式
の
基
礎
Ⅱ

関
数
論
の
基
礎
Ⅱ

工
業
数
学

力
学
系
領
域

学
修
・
教
育
目
標
：
（
B
)

工
業
力
学
Ⅰ

振
動
工
学

工
業
力
学
Ⅱ

熱
力
学

材
料
力
学
Ⅰ

工
業
熱
力
学

材
料
力
学
Ⅱ

流
体
力
学

流
体
工
学

機
械
系
領
域

機
械
要
素

機
構
学

学
修
・
教
育
目
標
：
（
B
)

材
料
学

機
械
材
料

機
械
加
工
学
Ⅱ

 
マ

イ
ク

ロ
マ

シ
ニ

ン
グ

機
械
加
工
学
Ⅰ

情
報
系
領
域

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
工
学

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

　
　

人
工

知
能

学
修

・
教
育
目
標
：
（
C
)

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

グ
ラ

フ
ィ

ク
ス

計
測

・
制
御
領
域

工
学
解
析
の
方
法
Ⅰ

学
修
・
教
育
目
標
：
（
C
)

工
学
解
析
の
方
法
Ⅱ

制
御
工
学
Ⅰ

ロ
ボ
ッ
ト
工
学
Ⅰ

制
御
工
学
Ⅱ

 
デ
ジ
タ
ル
制
御

測
定
値
計
算
法

制
御
シ
ス
テ
ム

 
シ
ス
テ
ム
工
学

ロ
ボ
ッ
ト
工
学
Ⅱ

 
人
間
工
学

機
械
計
測

光
工
学

電
気
・
電
子
系
領
域

電
磁
気
学
Ⅰ

学
修
・
教
育
目
標
：
（
B
)

電
磁
気
学
Ⅱ

ア
ナ
ロ
グ
回
路

電
気
回
路
Ⅰ

デ
ジ
タ
ル
回
路

電
気
回
路
Ⅱ

半
導
体
工
学

専
門
実
験
実
習
系
領
域

機
械
実
験
Ⅰ

機
械
実
験
Ⅱ

学
修
・
教
育
目
標
：
（
B
)

工
作
実
習
実
験
Ⅰ

電
気
電
子
実
験
Ⅰ

電
気
電
子
実
験
Ⅱ

工
作
実
習
実
験
Ⅱ

機
械
設
計
製
図
Ⅰ
A

機
械
設
計
製
図
Ⅱ
A

機
械
設
計
製
図
Ⅰ
B

機
械
設
計
製
図
Ⅱ
B

総
合

精
密
機
械
工
学
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

精
密

機
械

工
学

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

卒
業
研
究

学
修
・
教
育
目
標
：
（
B
)
（
C
)

特
別
講
義

精
密
機
械
工
学
総
合
演
習

1
2

3
4

精
密

機
械

工
学

科

精
密

機
械
工
学
科

配
当
年
次

領
域
・
分
野

専
門
基
礎
領
域

精
密
機
械
工
学
リ
テ
ラ
シ

微
分
方
程
式
の
基
礎
I

関
数
論
の
基
礎
Ⅰ

学
修
・
教
育
目
標
：
（
A
)

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

微
分
方
程
式
の
基
礎
Ⅱ

関
数
論
の
基
礎
Ⅱ

工
業
数
学

力
学
系
領
域

学
修
・
教
育
目
標
：
（
B
)

工
業
力
学
Ⅰ

振
動
工
学

工
業
力
学
Ⅱ

熱
力
学

材
料
力
学
Ⅰ

工
業
熱
力
学

材
料
力
学
Ⅱ

流
体
力
学

流
体
工
学

機
械
系
領
域

機
械
要
素

機
構
学

学
修
・
教
育
目
標
：
（
B
)

材
料
学

機
械
材
料

機
械
加
工
学
Ⅱ

 
マ

イ
ク

ロ
マ

シ
ニ

ン
グ

機
械
加
工
学
Ⅰ

情
報
系
領
域

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
工
学

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

　
　

人
工

知
能

学
修

・
教
育
目
標
：
（
C
)

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

グ
ラ

フ
ィ

ク
ス

計
測

・
制
御
領
域

工
学
解
析
の
方
法
Ⅰ

学
修
・
教
育
目
標
：
（
C
)

工
学
解
析
の
方
法
Ⅱ

制
御
工
学
Ⅰ

ロ
ボ
ッ
ト
工
学
Ⅰ

制
御
工
学
Ⅱ

 
デ
ジ
タ
ル
制
御

測
定
値
計
算
法

制
御
シ
ス
テ
ム

 
シ
ス
テ
ム
工
学

ロ
ボ
ッ
ト
工
学
Ⅱ

 
人
間
工
学

機
械
計
測

光
工
学

電
気
・
電
子
系
領
域

電
磁
気
学
Ⅰ

学
修
・
教
育
目
標
：
（
B
)

電
磁
気
学
Ⅱ

ア
ナ
ロ
グ
回
路

電
気
回
路
Ⅰ

デ
ジ
タ
ル
回
路

電
気
回
路
Ⅱ

半
導
体
工
学

専
門
実
験
実
習
系
領
域

機
械
実
験
Ⅰ

機
械
実
験
Ⅱ

学
修
・
教
育
目
標
：
（
B
)

工
作
実
習
実
験
Ⅰ

電
気
電
子
実
験
Ⅰ

電
気
電
子
実
験
Ⅱ

工
作
実
習
実
験
Ⅱ

機
械
設
計
製
図
Ⅰ
A

機
械
設
計
製
図
Ⅱ
A

機
械
設
計
製
図
Ⅰ
B

機
械
設
計
製
図
Ⅱ
B

総
合

精
密
機
械
工
学
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

精
密

機
械

工
学

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

卒
業
研
究

学
修
・
教
育
目
標
：
（
B
)
（
C
)

特
別
講
義

精
密
機
械
工
学
総
合
演
習

1
2

3
4
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学
科
紹
介

①　教育研究上の目的
　　　　航空宇宙工学は，航空機や宇宙機のような大規模で複雑なシステムを対象とし，最先端技術の開発が求められる先
　　　駆性，宇宙環境のような極限条件下での高度な信頼性・安全性が求められる極限性，様々な分野の最先端技術が複合
　　　的に組合わされた総合性を特徴とする。このような特徴を有する航空宇宙工学の修得を通じて，自啓自発の精神を持
　　　ち，科学・技術の発展に貢献できる技術者を養成する。

②　学修・教育目標
　　　　本学科では，教育研究上の目的に定める「自啓自発の精神を持ち，科学・技術の発展に貢献できる技術者・研究者」
　　　を養成するため，以下の能力を身に付けることを目標とする。
　　（Ａ）機械系基幹 4力学に基づく解析力
　　　　航空宇宙工学を構成する大部分の学科目は，材料力学，工業力学，流体力学，熱力学の機械系 4力学を基礎として
　　　　成り立っている。これらの 4力学を航空宇宙工学の基幹と成す科目と考え，最も重要視し，機械系基幹４力学を十
　　　　分に理解することで，航空宇宙工学分野で多様に活躍できる人材を養成する。機械系基幹 4力学の十分な理解は大
　　　　学院への進学にも求められる。
　　（Ｂ）「ものづくり」の実践力
　　　　航空機や宇宙機の設計・開発に携わることができる人材を育成するため，未来博士工房との連携も含めて，学問に
　　　　基づいた「ものづくり」ができる人材を養成する。また，軽飛行機やグライダ，超小型人工衛星を授業の資料とし
　　　　て使うことで，航空宇宙工学科が目指す「ものづくり」を実践できる，実物を知った人材を養成する。
　　（Ｃ）多様な専門領域への対応力
　　　　航空機や宇宙機の研究，設計，製作，そして運用にも関わる航空宇宙工学の学修を通して，機械設計，システム設
　　　　計，高い解析力を身に付けることができるので，自動車，電子機器，精密機器，ソフトウェアやシステムエンジニ
　　　　アリングなどの幅広い分野にも対応できる技術者を養成する。
　　（Ｄ）未知の問題に対する解決力
　　　　3年次までに学修したことをベースに，航空宇宙工学の学修の総まとめとして 4年次には卒業研究を実施する。卒
　　　　業研究のなかで未知の分野を解明していく研究を自ら行うことにより，新たな問題を見出し解決できる能力をもつ
　　　　技術者を養成する。

③　カリキュラムの特徴
　　　　航空宇宙工学分野において常に中心的な分野として存在する機械系 4力学分野を教育の基幹科目に据え，4力学の
　　　理解を十分に深めるため基礎的な領域から専門的な領域へとスムーズに連携する科目配置としている。特に基礎的な
　　　科目では，理解度を深めるため演習も重視する。未来博士工房と連携した「ものづくり」や多様な専門領域への対応
　　　力を身につけるため，実機を資料とした講義・実験科目や，コンピュータシミュレーションを学ぶ科目を設置している。
　　　また，1年次後期から 3年次後期まで研究室にて少人数教育を実施することで航空宇宙工学の実践的教育を行い，さ
　　　らに 3年次までに身につけた基礎力の十分な理解と専門領域への対応力をベースとして「卒業研究」に取り組むこと
　　　により，航空宇宙工学を総合的に学修する。
　　　　機械系 4力学分野では，各力学系列で系統的に学修することができるように「材料力学系分野」，「工業力学系分野」，
　　　「流体力学系分野」，「熱力学系分野」を設置している。
　　　　基幹科目となる機械系 4力学分野で中心的役割を果たしているのは数学と力学である。数学の理解を深め，さらに
　　　様々な分野に活用できる高い解析能力を身につけるため「専門数理分野」を設置している。
　　　　学問に基づいた「ものづくり」を実践するためには，図面の作図能力や機械設計能力が必要となる。これらの能力
　　　を身につけるため「設計工学分野」を設置している。
　　　　「総合」分野では，航空宇宙工学を総合的に学修するための実験科目や研究室にて少人数教育を行う「航空宇宙工
　　　学工房演習」などの科目を設置している。また，機械系基幹４力学の理解度を測る「航空宇宙工学総合演習」や 4年
　　　間の総まとめである「卒業研究」も含まれる。
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卒
業
条
件
等

①　卒業研究着手条件
　卒業研究に着手するには，以下の条件をすべて満足しなければならない。
　　（１）修業年数が 3年以上を経過していること。
　　（２）卒業に必要な単位から 94 単位以上を修得していること。
　　（３）自主創造の基礎，基礎物理学実験，航空宇宙工学インセンティブ，基礎製図Ｉ，基礎製図Ⅱ，設計製図Ｉ，設計
　　　　製図Ⅱ及び航空宇宙工学実験Ⅰの８科目 18 単位をすべて修得していること。
　　（４）基礎教育科目の基礎科学分野から，数学系 2単位以上，物理学系 2単位以上，化学系 2単位以上をすべて含み 14
　　　　単位以上修得していること。
　　（５）工業力学Ⅰ及び演習，材料力学Ⅰ及び演習，流体力学Ⅰ及び演習，熱力学Ⅰ及び演習から 3科目以上修得してい
　　　　ること。
　　（６）専門教育科目の選択必修Ａ群から 4単位以上修得していること。
　　（７）専門教育科目の選択必修Ｂ群から 2単位以上修得していること。
　　（８）専門教育科目の選択必修Ｃ群から 20 単位以上修得していること。

②　卒業条件
　	卒業するためには，以下の条件をすべて満足しなければならない。

③　履修計画上の注意
　　詳細な履修計画等については，「航空宇宙工学科学習ガイドブック」を併読すること。
　各学期で履修登録できる単位数には制限があります。詳細は「Ⅰ　履修要項」を参照のこと。

①必修38単位
②選択必修Ａ群から４単位以上
③選択必修Ｂ群から２単位以上
④選択必修Ｃ群から20単位以上

科目区分

全学共通教育科目

教 養 教 育 科 目

必修２単位

履　修　の　方　法 卒業に必要な
単　位　数
２単位

「多文化と社会の理解」（Ⅰ群） ６単位以上
「心と身体の表現」（Ⅱ群） ４単位以上
「科学・技術のリテラシー」（Ⅲ群） ４単位以上
「総合・ゼミナール」（Ⅳ群）

16単位以上

基 礎 教 育 科 目

専 門 教 育 科 目

「グローバルスキル分野」
①必修４単位
②英語Ⅲ A，英語Ⅲ B，English CommunicationⅠ，
　English CommunicationⅡから２単位以上
③英語特殊講義 A，英語特殊講義 Bから１単位以上

７単位以上

「基礎科学分野」
数 学 系：２単位以上
物理学系：必修を含めて２単位以上
化 学 系：２単位以上

22単位以上

86単位以上

126単位以上合 計 単 位 数

14単位以上
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授
業
科
目
配
置
表

自主創造の基礎 (2)

倫理学 (2) 社会学 (2) ドイツ語Ⅰ (1) 中国語Ⅰ (1)

歴史学 (2) 経済学 (2) ドイツ語Ⅱ (1) 中国語Ⅱ (1)

文学 (2) 日本国憲法 (2) フランス語Ⅰ (1)

法学 (2) ことばと文化 (2) フランス語Ⅱ (1)

スポーツⅠ (1)

哲学 (2) スポーツⅢ (1)

日本語表現の基礎 (1)

クリティカル・シンキング (1)

感性芸術学 (2)

心理学 (2)

スポーツⅡ (1)

健康の科学 (1)

技術者倫理 (2) 知的財産権論 (2) 地球環境化学 (2)

科学技術と人間 (2) 科学技術史 (2) 自然環境論 (2)

科学技術と経済 (2) 現代物理学 (2) 地理学 (2)

総合講座 (2)

教養基礎ゼミナール (1)

英語ⅠＡ (1)

英語ⅠＢ (1)

英語ⅡＡ (1)

英語ⅡＢ (1)

英語ⅢＡ (1) 英語特殊講義Ａ (1)

英語ⅢＢ (1) 英語特殊講義Ｂ (1)

English Communication Ⅰ (1)

English Communication Ⅱ (1)

微分積分学Ⅰ (2) 関数論Ⅰ (2)

微分積分学Ⅱ (2) 関数論Ⅱ (2)

線形代数学Ⅰ (2) 微分方程式Ⅰ (2)

線形代数学Ⅱ (2) 微分方程式Ⅱ (2)

数学演習Ⅰ (1)

数学演習Ⅱ (1)

必
修

基礎物理学実験 (2)

物理学Ⅰ (2)

物理学Ⅰ演習 (1)

物理学Ⅱ (2)

物理学Ⅱ演習 (1)

物質の構造と状態 (2)

基礎化学実験 (2)

航空宇宙工学ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ (2) 設計製図Ⅰ (2) 航空宇宙工学キャリアデザイン (1) 卒業研究 (6)

基礎製図Ⅰ (2) 設計製図Ⅱ (2) 航空宇宙工学実験ⅡＡ (2)

基礎製図Ⅱ (2) 航空宇宙工学実験Ⅰ (4) 航空宇宙工学実験ⅡＢ (2)

工業力学Ⅰ及び演習 (3) 航空宇宙工学総合演習 (1)

材料力学Ⅰ及び演習 (3)

熱力学Ⅰ及び演習 (3)

流体力学Ⅰ及び演習 (3)

工業数学Ⅰ (2) 工業数学Ⅱ (2)

工業数学Ⅲ (2)

工業数学Ⅳ (2)

コンピュータプログラミングⅠ (1) 航空宇宙力学シミュレーション (1)

コンピュータプログラミングⅡ (1)

工業力学Ⅱ及び演習 (3) 宇宙機力学Ⅰ (2)

材料力学Ⅱ及び演習 (3) 制御工学Ⅰ (2)

熱力学Ⅱ及び演習 (3) 飛行力学Ⅰ (2)

流体力学Ⅱ及び演習 (3) 航空機構造力学 (2)

航空力学Ⅰ (2) 振動工学 (2)

航空宇宙材料Ⅰ (2) 粘性流体力学 (2)

反応性流体力学 (2)

伝熱工学Ⅰ (2)

力学の基礎演習 (1) 機械要素及び工作法 (2) 電気の基礎 (2) ジェットエンジン (2)

熱力学と流体力学の基礎 (2) 航空宇宙工学工房演習Ⅱ (1) 電子回路 (2) ロケットエンジン (2)

航空宇宙工学工房演習Ⅰ (1) 航空宇宙工学工房演習Ⅲ (1) 信号処理 (2) 空力設計法 (2)

システム工学 (2) 宇宙機設計 (2)

航空機構造設計製図 (2) 機体生産技術 (2)

材料力学Ⅲ (2)

航空宇宙材料Ⅱ (2)

制御工学Ⅱ (2)

制御工学Ⅲ (2)

飛行力学Ⅱ (2)

宇宙機力学Ⅱ (2)

伝熱工学Ⅱ (2)

航空力学Ⅱ (2)

圧縮性流体力学 (2)

航空宇宙工学工房演習Ⅳ (1)

航空宇宙工学工房演習Ⅴ (1)

航空宇宙工学特殊講義 (2)

（  ）内の数字は単位数 

 2科目のうち1科目を修得

4科目のうち2科目を修得

２年次 ３年次 ４年次１年次
科目区分

選
択

科学・技術の
リテラシー
（Ⅲ群）

選
択

設置年次

教
養
教
育
科
目

全
学
共
通

教
育
科
目

総合・ゼミナール
（Ⅳ群）

選
択

学
び
の

技
法

必
修

多文化と社会の
理解（Ⅰ群）

選
択

心
と
身
体
の
表
現
（

Ⅱ
群
）

必修

基
礎
教
育
科
目

グ
ロ
ー

バ
ル
ス
キ
ル
分
野

必
修

選
択
必
修

基
礎
科
学
分
野

数
学
系

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表３からも選択することができる。

物
理
学
系

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表４からも選択することができる。

化
学
系

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表５からも選択することができる。

専
門
教
育
科
目

必
修

選
択

選
択
必
修

A
群

B
群

C
群
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航
空
宇
宙
工
学
科

履
修
系
統
図

航
空
宇
宙
工
学
科

配
当
年
次

領
域
・
分
野

工
業
力
学
系
分
野

学
修
・
教
育
目
標
：
(
Ａ
)
(
Ｃ
)

工
業

力
学

Ⅰ
及

び
演

習
工

業
力

学
Ⅱ

及
び

演
習

制
御

工
学

Ⅰ
制

御
工

学
Ⅱ

制
御

工
学

Ⅲ

飛
行

力
学

Ⅰ
飛

行
力

学
Ⅱ

宇
宙

機
力

学
Ⅰ

宇
宙

機
力

学
Ⅱ

材
料
力
学
系
分
野

学
修
・
教
育
目
標
：
(
Ａ
)
(
Ｃ
)

材
料

力
学

Ⅰ
及

び
演

習
材

料
力

学
Ⅱ

及
び

演
習

材
料

力
学

Ⅲ

航
空

機
構

造
力

学

航
空
宇
宙
材
料
Ⅰ

航
空

宇
宙

材
料

Ⅱ

振
動

工
学

熱
力
学
系
分
野

学
修
・
教
育
目
標
：
(
Ａ
)
(
Ｃ
)

熱
力

学
と

流
体

力
学

の
基

礎
熱
力
学
Ⅰ
及
び
演
習

熱
力
学
Ⅱ
及
び
演
習

反
応

性
流

体
力

学
ロ

ケ
ッ

ト
エ

ン
ジ

ン

伝
熱

工
学

Ⅰ
伝

熱
工

学
Ⅱ

ジ
ェ

ッ
ト

エ
ン

ジ
ン

流
体
力
学
系
分
野

学
修
・
教
育
目
標
：
(
Ａ
)
(
Ｃ
)

流
体

力
学

Ｉ
及

び
演

習
流

体
力

学
Ⅱ

及
び

演
習

粘
性

流
体

力
学

圧
縮

性
流

体
力

学

航
空
力
学
Ⅰ

航
空

力
学

Ⅱ
空

力
設

計
法

専
門
数
理
分
野

学
修
・
教
育
目
標
：
(
Ｃ
)

力
学
の
基
礎
演
習

工
業
数
学
Ⅰ

工
業
数
学
Ⅱ

工
業
数
学
Ⅳ

信
号

処
理

工
業
数
学
Ⅲ

電
気

の
基

礎
電

子
回

路

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
Ⅰ

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
Ⅱ

航
空

宇
宙

力
学

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

設
計
工
学
分
野

学
修
・
教
育
目
標
：
(
Ｂ
)

基
礎
製
図
Ｉ

基
礎
製
図
Ⅱ

設
計
製
図
Ｉ

設
計
製
図
Ⅱ

航
空

機
構

造
設

計
製

図
機

体
生

産
技

術

機
械

要
素

及
び

工
作

法
シ

ス
テ

ム
工

学
宇

宙
機

設
計

総
合

学
修
・
教
育
目
標
：
(
Ｄ
)

航
空
宇
宙
工
学
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ

航
空
宇
宙
工
学
特
殊
講
義

航
空
宇
宙
工
学
実
験
Ⅱ
Ａ

航
空
宇
宙
工
学
実
験
Ⅱ
Ｂ

航
空

宇
宙

工
学

工
房

演
習

Ⅰ
航

空
宇

宙
工

学
工

房
演

習
Ⅱ

航
空

宇
宙

工
学

工
房

演
習

Ⅲ
航

空
宇

宙
工

学
工

房
演

習
Ⅳ

航
空

宇
宙

工
学

工
房

演
習

Ⅴ
卒

業
研

究

航
空
宇
宙
工
学
総
合
演
習

航
空

宇
宙

工
学

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

4
2

3
1

航
空
宇
宙
工
学
実
験
Ｉ

航
空
宇
宙
工
学
科

配
当
年
次

領
域
・
分
野

工
業
力
学
系
分
野

学
修
・
教
育
目
標
：
(
Ａ
)
(
Ｃ
)

工
業

力
学

Ⅰ
及

び
演

習
工

業
力

学
Ⅱ

及
び

演
習

制
御

工
学

Ⅰ
制

御
工

学
Ⅱ

制
御

工
学

Ⅲ

飛
行

力
学

Ⅰ
飛

行
力

学
Ⅱ

宇
宙

機
力

学
Ⅰ

宇
宙

機
力

学
Ⅱ

材
料
力
学
系
分
野

学
修
・
教
育
目
標
：
(
Ａ
)
(
Ｃ
)

材
料

力
学

Ⅰ
及

び
演

習
材

料
力

学
Ⅱ

及
び

演
習

材
料

力
学

Ⅲ

航
空

機
構

造
力

学

航
空
宇
宙
材
料
Ⅰ

航
空

宇
宙

材
料

Ⅱ

振
動

工
学

熱
力
学
系
分
野

学
修
・
教
育
目
標
：
(
Ａ
)
(
Ｃ
)

熱
力

学
と

流
体

力
学

の
基

礎
熱
力
学
Ⅰ
及
び
演
習

熱
力
学
Ⅱ
及
び
演
習

反
応

性
流

体
力

学
ロ

ケ
ッ

ト
エ

ン
ジ

ン

伝
熱

工
学

Ⅰ
伝

熱
工

学
Ⅱ

ジ
ェ

ッ
ト

エ
ン

ジ
ン

流
体
力
学
系
分
野

学
修
・
教
育
目
標
：
(
Ａ
)
(
Ｃ
)

流
体

力
学

Ｉ
及

び
演

習
流

体
力

学
Ⅱ

及
び

演
習

粘
性

流
体

力
学

圧
縮

性
流

体
力

学

航
空
力
学
Ⅰ

航
空

力
学

Ⅱ
空

力
設

計
法

専
門
数
理
分
野

学
修
・
教
育
目
標
：
(
Ｃ
)

力
学
の
基
礎
演
習

工
業
数
学
Ⅰ

工
業
数
学
Ⅱ

工
業
数
学
Ⅳ

信
号

処
理

工
業
数
学
Ⅲ

電
気

の
基

礎
電

子
回

路

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
Ⅰ

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
Ⅱ

航
空

宇
宙

力
学

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

設
計
工
学
分
野

学
修
・
教
育
目
標
：
(
Ｂ
)

基
礎
製
図
Ｉ

基
礎
製
図
Ⅱ

設
計
製
図
Ｉ

設
計
製
図
Ⅱ

航
空

機
構

造
設

計
製

図
機

体
生

産
技

術

機
械

要
素

及
び

工
作

法
シ

ス
テ

ム
工

学
宇

宙
機

設
計

総
合

学
修
・
教
育
目
標
：
(
Ｄ
)

航
空
宇
宙
工
学
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ

航
空
宇
宙
工
学
特
殊
講
義

航
空
宇
宙
工
学
実
験
Ⅱ
Ａ

航
空
宇
宙
工
学
実
験
Ⅱ
Ｂ

航
空

宇
宙

工
学

工
房

演
習

Ⅰ
航

空
宇

宙
工

学
工

房
演

習
Ⅱ

航
空

宇
宙

工
学

工
房

演
習

Ⅲ
航

空
宇

宙
工

学
工

房
演

習
Ⅳ

航
空

宇
宙

工
学

工
房

演
習

Ⅴ
卒

業
研

究

航
空
宇
宙
工
学
総
合
演
習

航
空

宇
宙

工
学

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

4
2

3
1

航
空
宇
宙
工
学
実
験
Ｉ

航空宇宙工学科

配当年次
領域・分野
工業力学系分野
学修・教育目標：(Ａ)(Ｃ) 工業力学Ⅰ及び演習 工業力学Ⅱ及び演習 制御工学Ⅰ 制御工学Ⅱ

制御工学Ⅲ

飛行力学Ⅰ 飛行力学Ⅱ

宇宙機力学Ⅰ 宇宙機力学Ⅱ

材料力学系分野
学修・教育目標：(Ａ)(Ｃ) 材料力学Ⅰ及び演習 材料力学Ⅱ及び演習 材料力学Ⅲ

航空機構造力学

航空宇宙材料Ⅰ 航空宇宙材料Ⅱ

振動工学

熱力学系分野
学修・教育目標：(Ａ)(Ｃ) 熱力学と流体力学の基礎 熱力学Ⅰ及び演習 熱力学Ⅱ及び演習 反応性流体力学 ロケットエンジン

伝熱工学Ⅰ 伝熱工学Ⅱ ジェットエンジン

流体力学系分野
学修・教育目標：(Ａ)(Ｃ) 流体力学Ｉ及び演習 流体力学Ⅱ及び演習 粘性流体力学 圧縮性流体力学

航空力学Ⅰ 航空力学Ⅱ 空力設計法

専門数理分野
学修・教育目標：(Ｃ) 力学の基礎演習 工業数学Ⅰ 工業数学Ⅱ 工業数学Ⅳ 信号処理

工業数学Ⅲ 電気の基礎 電子回路

コンピュータプログラミ
ングⅠ

コンピュータプログラミ
ングⅡ

航空宇宙力学シミュレー
ション

設計工学分野
学修・教育目標：(Ｂ) 基礎製図Ｉ 基礎製図Ⅱ 設計製図Ｉ 設計製図Ⅱ 航空機構造設計製図 機体生産技術

機械要素及び工作法 システム工学 宇宙機設計

総合

学修・教育目標：(Ｄ) 航空宇宙工学インセンティブ

航空宇宙工学特殊講義

航空宇宙工学実験ⅡＡ 航空宇宙工学実験ⅡＢ

航空宇宙工学工房演習Ⅰ 航空宇宙工学工房演習Ⅱ 航空宇宙工学工房演習Ⅲ 航空宇宙工学工房演習Ⅳ 航空宇宙工学工房演習Ⅴ 卒業研究

航空宇宙工学総合演習

航空宇宙工学キャリアデザイン

42 31

航空宇宙工学実験Ｉ

航空宇宙工学科

配当年次
領域・分野
工業力学系分野
学修・教育目標：(Ａ)(Ｃ)工業力学Ⅰ及び演習工業力学Ⅱ及び演習制御工学Ⅰ制御工学Ⅱ

制御工学Ⅲ

飛行力学Ⅰ飛行力学Ⅱ

宇宙機力学Ⅰ宇宙機力学Ⅱ

材料力学系分野
学修・教育目標：(Ａ)(Ｃ)材料力学Ⅰ及び演習材料力学Ⅱ及び演習材料力学Ⅲ

航空機構造力学

航空宇宙材料Ⅰ航空宇宙材料Ⅱ

振動工学

熱力学系分野
学修・教育目標：(Ａ)(Ｃ)熱力学と流体力学の基礎熱力学Ⅰ及び演習熱力学Ⅱ及び演習反応性流体力学ロケットエンジン

伝熱工学Ⅰ伝熱工学Ⅱジェットエンジン

流体力学系分野
学修・教育目標：(Ａ)(Ｃ)流体力学Ｉ及び演習流体力学Ⅱ及び演習粘性流体力学圧縮性流体力学

航空力学Ⅰ航空力学Ⅱ空力設計法

専門数理分野
学修・教育目標：(Ｃ)力学の基礎演習工業数学Ⅰ工業数学Ⅱ工業数学Ⅳ信号処理

工業数学Ⅲ電気の基礎電子回路

コンピュータプログラミ
ングⅠ

コンピュータプログラミ
ングⅡ

航空宇宙力学シミュレー
ション

設計工学分野
学修・教育目標：(Ｂ)基礎製図Ｉ基礎製図Ⅱ設計製図Ｉ設計製図Ⅱ航空機構造設計製図機体生産技術

機械要素及び工作法システム工学宇宙機設計

総合

学修・教育目標：(Ｄ)航空宇宙工学インセンティブ

航空宇宙工学特殊講義

航空宇宙工学実験ⅡＡ航空宇宙工学実験ⅡＢ

航空宇宙工学工房演習Ⅰ航空宇宙工学工房演習Ⅱ航空宇宙工学工房演習Ⅲ航空宇宙工学工房演習Ⅳ航空宇宙工学工房演習Ⅴ卒業研究

航空宇宙工学総合演習

航空宇宙工学キャリアデザイン

4 23 1

航空宇宙工学実験Ｉ

航
空

宇
宙

工
学

科



68

電
気
工
学
科

学
科
紹
介

①　教育研究上の目的
　　　　豊かな感性と創造性を育むことを理念とし，電気工学を網羅する「エネルギー，エレクトロニクス，情報・通信」
　　　を修得することにより，自由な発想と学際的視野も持つ，科学技術の未来を拓く研究者，生活を豊かにする優れた技
　　　術者を養成する。

②　学修・教育目標
　　　　電気工学は技術社会に幅広く利用されているため，視野を広げて科学を応用する豊かな感性と創造性が必要である。
　　　電気工学分野の研究者として，より高度な技術の習得を目指し，また，技術の変革に柔軟に対応できる指導的な技術
　　　者の養成と，自己啓発的な生涯学習の態度を醸成するため，以下の能力を身につけることを教育目標とする。
　　（Ａ）幅広い教養と豊かな知性
　　　　教養教育科目及びグローバルスキル分野の学修を通じて，グローバルな社会に対応する基本的な素養及び国際的に
　　　　通用するコミュニケーション能力やプレゼンテーション技術の基本を身につける。	
　　（Ｂ）電気工学分野の基礎学力
　　　　電気技術のための基礎的な数学・物理学・化学などの自然科学の素養を身につけると同時に，電気系分野の基礎科
　　　　目，“ものづくり”を含めた基礎的な実験を通じ，基礎学力を身につける。
　　（Ｃ）電気工学分野の専門知識
　　　　電気系分野の専門・応用科目，並びに実践的な“ものづくり”を含めた応用実験を通じ，幅広い分野に適用できる
　　　　専門知識を身につけると同時に，課題解決力，チームワーク力，リーダーシップ力を身につける。
　　（Ｄ）学際領域における先端知識および応用能力
　　　　社会的ニーズに応じた先端的，学際的な分野における専門知識と応用力を修得し，自由な発想と学際的視野を身に
　　　　つける。
　　（Ｅ）資格社会に対応する科目の修得
　　　　電気設備や通信設備の維持・管理に必要な資格取得に対応した科目を修得する。

③　カリキュラムの特徴
　　（１）基礎学力がつく科目
　　　　　電気工学を学ぶ上で必要な基礎学力をつけることに重点を置いている。そのため，１年次には専門科目への導入
　　　　を目的とし，電気工学基礎分野の中に「電気回路の基礎」「電磁気の基礎」「電気工学のための数学」などの専門科
　　　　目を設置している。
　　（２）実験・演習を重視した実践的なカリキュラム
　　　　　「ものづくり‐見る・触る・作る・考える」を共通テーマとし，1年次から 4年次まで必修の実験科目を設置し
　　　　ている。少人数グループで行われる実験を通じて，電気工学の実践的な創造力を養う。
　　（３）時代に応じた専門科目の充実
　　　　　電気工学は日進月歩の学問分野である。そのため，先端技術の知識を身につける目的で，従来からの主要科目に
　　　　加えて「先端材料工学」「コンピュータシミュレーション」「画像処理」「電子回路CAD」などの科目を時代に応じ
　　　　て設置している。
　　（４）アクティブラーニングを導入したカリキュラム
　　　　　学生自身の能動的な学びの姿勢とその実践を目的とし，「電気工学インセンティブ」，「卒業研究」を設置している。
　　　　また，実験科目を通じたグループワークのなかで，協調性やリーダーシップを身につけ，コミュニケーション能力
　　　　を高める。
　　（５）資格取得に対応したカリキュラム
　　　　　本学科は，電気主任技術者，電気通信主任技術者，無線従事者などの重要な国家資格の認定校であり，これらの
　　　　取得に必要な科目を設置している。
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卒
業
条
件
等

①　卒業研究着手条件
　卒業研究に着手するには，以下の条件をすべて満足しなければならない。
　　（１）修業年数が 3年以上を経過していること。
　　（２）卒業に必要な単位から 94 単位以上を修得していること。
　　（３）専門教育科目から 56	単位以上を修得していること。

②　卒業条件
　	卒業するためには，以下の条件をすべて満足しなければならない。

③　履修計画上の注意
　　専門教育科目・選択必修科目の履修方法
　「電気回路Ⅰ及び演習」(3)，「電気回路Ⅱ及び演習」(3)，「電磁気学Ⅰ及び演習」(3)，「電磁気学Ⅱ及び演習」(3) のうちか
　ら 6単位以上を履修しなければならない。
　　◎資格の取得に関わる条件などについては，「電気工学科ガイド」を併読し，履修計画を立てること。
　　◎各学期で履修登録できる単位数には制限がある。詳細はクラス担任に確認すること。
　　◎専門教育科目の実験科目は、原則として各年次に 4単位を超えて履修することはできない。

科目区分

全学共通教育科目

教 養 教 育 科 目

必修２単位

履　修　の　方　法 卒業に必要な
単　位　数
２単位

「多文化と社会の理解」（Ⅰ群） ６単位以上
「心と身体の表現」（Ⅱ群） ４単位以上
「科学・技術のリテラシー」（Ⅲ群） ４単位以上
「総合・ゼミナール」（Ⅳ群）

16単位以上

基 礎 教 育 科 目

専 門 教 育 科 目

「グローバルスキル分野」
①必修４単位
②英語Ⅲ A，英語Ⅲ B，English CommunicationⅠ，
　English CommunicationⅡから２単位以上
③英語特殊講義 A，英語特殊講義 Bから１単位以上

７単位以上

「基礎科学分野」
数 学 系：関数論Ⅰ，微分方程式Ⅰ，微分方程式Ⅱ，
　　　　　微分積分学Ⅰ，微分積分学Ⅱ，線形代数学Ⅰ，
　　　　　線形代数学Ⅱ，数学演習Ⅰから８単位以上

物理学系：物理学Ⅰ，物理学Ⅱ，物理学Ⅰ演習，
　　　　　物理学Ⅱ演習から２単位以上

化 学 系：２単位以上

14単位以上

22単位以上

86単位以上

126単位以上

①必修25単位
②選択必修から６単位以上
③「電気工学基礎分野」から10単位以上（電気工学ものづくり実験を除く）

合 計 単 位 数
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授
業
科
目
配
置
表

自主創造の基礎 (2)

倫理学 (2) 社会学 (2) ドイツ語Ⅰ (1) 中国語Ⅰ (1)

歴史学 (2) 経済学 (2) ドイツ語Ⅱ (1) 中国語Ⅱ (1)

文学 (2) 日本国憲法 (2) フランス語Ⅰ (1)

法学 (2) ことばと文化 (2) フランス語Ⅱ (1)

スポーツⅠ (1)

哲学 (2) スポーツⅢ (1)

日本語表現の基礎 (1)

クリティカル・シンキング (1)

感性芸術学 (2)

心理学 (2)

スポーツⅡ (1)

健康の科学 (1)

技術者倫理 (2) 知的財産権論 (2) 地球環境化学 (2)

科学技術と人間 (2) 科学技術史 (2) 自然環境論 (2)

科学技術と経済 (2) 現代物理学 (2) 地理学 (2)

総合講座 (2)

教養基礎ゼミナール (1)

英語ⅠＡ (1)

英語ⅠＢ (1)

英語ⅡＡ (1)

英語ⅡＢ (1)

英語ⅢＡ (1) 英語特殊講義Ａ (1)

英語ⅢＢ (1) 英語特殊講義Ｂ (1)

English Communication Ⅰ (1)

English Communication Ⅱ (1)

微分積分学Ⅰ (2) 関数論Ⅰ (2)

微分積分学Ⅱ (2) 微分方程式Ⅰ (2)

線形代数学Ⅰ (2) 微分方程式Ⅱ (2)

線形代数学Ⅱ (2) 数理統計学Ⅰ (2)

数学演習Ⅰ (1)

物理学Ⅰ (2)

物理学Ⅰ演習 (1)

基礎物理学実験 (2)

基礎化学実験 (2)

物質の構造と状態 (2)

電気工学基礎実験 (2) 電気工学実験Ⅰ (2) 電気工学実験Ⅱ (2) 電気工学実験Ⅲ (2)

電気工学インセンティブ (2) 電気電子工学実験 (2) 回路デザイン実験 (2) 電気工学総合演習 (1)

特別講義 (2) 電気工学ゼミナール (1) 卒業研究 (6)

電気工学キャリアデザイン (1)

電気回路Ⅰ及び演習 (3)

電気回路Ⅱ及び演習 (3)

電磁気学Ⅰ及び演習 (3)

電磁気学Ⅱ及び演習 (3)

電気工学のための数学 (2) 回路の過渡応答 (2) 回路とシステムの基礎 (2) 電気工学ものづくり実験 (2)

電磁気の基礎 (2) 電気計測 (2) コンピュータシミュレーションⅡ (1)

電気回路の基礎 (2) エレクトロニクス計測 (2)

コンピュータプログラミング (1) コンピュータシミュレーションⅠ (1)

電気機器Ⅰ (2) 電気機器Ⅱ (2) パワーエレクトロニクス (2)

電力機器 (2) 送配電工学Ⅱ (2)

送配電工学Ⅰ (2) 発変電工学Ⅱ (2)

発変電工学Ⅰ (2) 電気法規及び施設管理 (2)

制御の基礎 (2) 電気機器設計 (2)

制御工学 (2)

情報の基礎 (2) 情報エントロピーの科学 (2) 通信工学 (2)

情報工学 (2) ワイヤレスコミュニケーション (2)

情報ネットワーク (2) 電磁波工学 (2)

電磁波の基礎 (2) 画像処理 (2)

音響工学 (2) 通信法規 (2)

超音波工学 (2)

電子回路Ⅰ (2) 電子回路Ⅱ (2) エレクトロケミストリ (2)

物性の基礎 (2) ディジタル回路 (2) 放電プラズマ応用 (2)

電気材料 (2) オプトロニクス (2) 電子回路ＣＡＤ (2)

半導体デバイスの基礎 (2) 先端材料工学 (2)

電子デバイス (2)

（  ）内の数字は単位数 

２年次 ３年次 ４年次
科目区分

選
択

設置年次
１年次

多文化と社会の
理解（Ⅰ群）

選
択

心
と
身
体
の
表
現
（

Ⅱ
群
）

必修

専
門
教
育
科
目

必
修

選
択
必
修

基
礎
教
育
科
目

グ
ロ
ー

バ
ル
ス
キ
ル
分
野

必
修

選
択

基
礎
科
学
分
野

選
択

化
学
系

選
択

選
択

電
気
工
学

　
基
礎
分
野

エ
ネ
ル
ギ
ー

・

制
御
分
野

通
信
・
情
報

・
音
響
分
野

材
料
・
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
分
野

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表５からも選択することができる。

数
学
系

全
学
共
通

教
育
科
目

必
修

教
養
教
育
科
目

総合・ゼミナール
（Ⅳ群）

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表３からも選択することができる。69ページ「卒業条件」に注意して履修すること。

物
理
学
系

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表４からも選択することができる。69ページ「卒業条件」に注意して履修すること。

科学・技術の
リテラシー
（Ⅲ群）

選
択

 2科目のうち1科目を修得

4科目のうち2科目を修得
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電
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科

履
修
系
統
図

１
年
前
期

２
年
前
期

３
年
前
期

４
年
前
期

電
気
工
学
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ

電
気
工
学
の

た
め
の
数
学

１
年
後
期

２
年
後
期

３
年
後
期

４
年
後
期

電電
気気
工工
学学
総総
合合
分分
野野

：
電
気
工
学
の
技
術
者
と
し
て
必
要
な

総
合
力
を
修
得
で
き
る
．

学
修
・
教
育
目
標
：
（
A
）
（
D
）

電電
気気
工工
学学
基基
礎礎
分分
野野

：
電
気
工
学
及
び
情
報
処
理
の
基
礎
的

知
識
と
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
実
験
科
目
で
は
、
電
気
工

学
に
関
す
る
実
践
的
技
術
を
体
得
で

き
る
。

学
修
・
教
育
目
標
：
（
A
）
（
B
）

（
D
）

エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
・・
制制
御御
分分
野野

：
送
配
電
・
発
変
電
工
学
、
電
力
機
器

な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
電
力
系
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
制

御
工
学
・
制
御
系
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

学
修
・
教
育
目
標
：
（
D
）
（
E
）

通通
信信
・・
情情
報報
・・
音音
響響
分分
野野

：
情
報
工
学
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

通
信
工
学
、
電
磁
波
工
学
な
ど
の
情

報
・
通
信
系
，
音
響
工
学
，
超
音
波

工
学
な
ど
の
音
響
系
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

学
修
・
教
育
目
標
：
（
D
）
（
E
）

材材
料料
・・
エエ
レレ
クク
トト
ロロ
ニニ
クク
スス
分分
野野

：
電
子
回
路
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路
、
電

子
デ
バ
イ
ス
な
ど
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
系
、
半
導
体
デ
バ
イ
ス
、
電
気

材
料
な
ど
の
材
料
・
物
性
系
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

学
修
・
教
育
目
標
：
（
D
）
（
E
）

電
気
回
路
の

基
礎

電
磁
気
の
基
礎

電
気
計
測

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

電
気
工
学

実
験
Ⅱ

電
磁
気
学
Ⅰ

及
び
演
習

電
気
回
路
Ⅰ

及
び
演
習

エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
計
測

電
磁
気
学
Ⅱ

及
び
演
習

電
気
回
路
Ⅱ

及
び
演
習

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

回
路
の

過
渡
応
答

回
路
と
シ
ス

テ
ム
の
基
礎

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

電
気
工
学

実
験
Ⅰ

電
気
電
子

工
学
実
験

電
気
工
学

基
礎
実
験

回
路
デ
ザ
イ
ン

実
験

電
気
工
学

実
験
Ⅲ

電
気
機
器
Ⅰ

電
気
機
器
Ⅱ

電
力
機
器

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス

電
気
機
器
設
計

送
配
電
工
学
Ⅱ

発
変
電
工
学
Ⅱ

電
気
法
規
及
び

施
設
管
理

送
配
電
工
学
Ⅰ

発
変
電
工
学
Ⅰ

制
御
工
学

制
御
の
基
礎

情
報
の
基
礎

情
報
エ
ン
ト
ロ

ピ
ー
の
科
学

情
報
工
学

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

通
信
工
学

ワ
イ
ヤ
レ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

電
磁
波
の
基
礎

電
磁
波
工
学

画
像
処
理

通
信
法
規

超
音
波
工
学

音
響
工
学

電
子
回
路
Ⅱ

デ
ィ
ジ
タ
ル

回
路

電
子
回
路
Ⅰ

電
子
回
路

Ｃ
Ａ
Ｄ

オ
プ
ト
ロ
ニ
ク
ス

先
端
材
料
工
学

電
子
デ
バ
イ
ス

半
導
体
デ
バ
イ
ス

の
基
礎

電
気
材
料

物
性
の
基
礎

放
電
プ
ラ
ズ
マ

応
用

エ
レ
ク
ト
ロ

ケ
ミ
ス
ト
リ

電
気
工
学

も
の
づ
く
り
実
験

配
当
年
次

領
域
・
分
野

凡
例
：

必
修
科
目

選
択
科
目

選
択
必
修
科
目

電
気
工
学

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

特
別
講
義

電
気
工
学

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

電
気
工
学

総
合
演
習

卒
業
研
究

１
年
前
期

２
年
前
期

３
年
前
期

４
年
前
期

電
気
工
学

イ
ン

セ
ン
テ
ィ

ブ

電
気
工
学
の

た
め
の
数
学

１
年
後
期

２
年
後
期

３
年
後
期

４
年
後
期

電電
気気
工工
学学
総総
合合
分分
野野

：
電
気
工
学
の
技
術
者
と
し
て
必
要
な

総
合
力
を
修
得
で
き
る
．

学
修
・
教
育
目
標
：
（
A
）
（
D
）

電電
気気
工工
学学
基基
礎礎
分分
野野

：
電
気
工
学
及
び
情
報
処
理
の
基
礎
的

知
識
と
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
実
験
科
目
で
は
、
電
気
工

学
に
関
す
る
実
践
的
技
術
を
体
得
で

き
る
。

学
修
・
教
育
目
標
：
（
A
）
（
B
）

（
D
）

エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
・・
制制
御御
分分
野野

：
送
配
電
・
発
変
電
工
学
、
電
力
機
器

な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
電
力
系
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
制

御
工
学
・
制
御
系
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

学
修
・
教
育
目
標
：
（
D
）
（
E
）

通通
信信
・・
情情
報報
・・
音音
響響
分分
野野

：
情
報
工
学
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

通
信
工
学
、
電
磁
波
工
学
な
ど
の
情

報
・
通
信
系
，
音
響
工
学
，
超
音
波

工
学
な
ど
の
音
響
系
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

学
修
・
教
育
目
標
：
（
D
）
（
E
）

材材
料料
・・
エエ
レレ
クク
トト
ロロ
ニニ
クク
スス
分分
野野

：
電
子
回
路
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路
、
電

子
デ
バ
イ
ス
な
ど
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
系
、
半
導
体
デ
バ
イ
ス
、
電
気

材
料
な
ど
の
材
料
・
物
性
系
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

学
修
・
教
育
目
標
：
（
D
）
（
E
）

電
気
回
路
の

基
礎

電
磁
気
の
基
礎

電
気
計
測

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

電
気
工
学

実
験
Ⅱ

電
磁
気
学
Ⅰ

及
び
演
習

電
気
回
路
Ⅰ

及
び
演
習

エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
計
測

電
磁
気
学
Ⅱ

及
び
演
習

電
気
回
路
Ⅱ

及
び
演
習

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

回
路
の

過
渡
応
答

回
路
と
シ
ス

テ
ム
の
基
礎

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

電
気
工
学

実
験
Ⅰ

電
気
電
子

工
学
実
験

電
気
工
学

基
礎
実
験

回
路
デ
ザ
イ
ン

実
験

電
気
工
学

実
験
Ⅲ

電
気
機
器
Ⅰ

電
気
機
器
Ⅱ

電
力
機
器

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス

電
気
機
器
設
計

送
配
電
工
学
Ⅱ

発
変
電
工
学
Ⅱ

電
気
法
規
及
び

施
設
管
理

送
配
電
工
学
Ⅰ

発
変
電
工
学
Ⅰ

制
御
工
学

制
御
の
基
礎

情
報
の
基
礎

情
報
エ
ン
ト
ロ

ピ
ー
の
科
学

情
報
工
学

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

通
信
工
学

ワ
イ
ヤ
レ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

電
磁
波
の
基
礎

電
磁
波
工
学

画
像
処
理

通
信
法
規

超
音
波
工
学

音
響
工
学

電
子
回
路
Ⅱ

デ
ィ
ジ
タ
ル

回
路

電
子
回
路
Ⅰ

電
子
回
路

Ｃ
Ａ
Ｄ

オ
プ
ト
ロ
ニ
ク
ス

先
端
材
料
工
学

電
子
デ
バ
イ
ス

半
導
体
デ
バ
イ
ス

の
基
礎

電
気
材
料

物
性
の
基
礎

放
電
プ
ラ
ズ
マ

応
用

エ
レ
ク
ト
ロ

ケ
ミ
ス
ト
リ

電
気
工
学

も
の
づ
く
り
実
験

配
当
年
次

領
域
・
分
野

凡
例
：

必
修
科
目

選
択
科
目

選
択
必
修
科
目

電
気
工
学

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

特
別
講
義

電
気
工
学

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

電
気
工
学

総
合
演
習

卒
業
研
究

１
年
前
期

２
年
前
期

３
年
前
期

４
年
前
期

電
気
工
学
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ

電
気
工
学
の

た
め
の
数
学

１
年
後
期

２
年
後
期

３
年
後
期

４
年
後
期

電電
気気
工工
学学
総総
合合
分分
野野

：
電
気
工
学
の
技
術
者
と
し
て
必
要
な

総
合
力
を
修
得
で
き
る
．

学
修
・
教
育
目
標
：
（
A
）
（
D
）

電電
気気
工工
学学
基基
礎礎
分分
野野

：
電
気
工
学
及
び
情
報
処
理
の
基
礎
的

知
識
と
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
実
験
科
目
で
は
、
電
気
工

学
に
関
す
る
実
践
的
技
術
を
体
得
で

き
る
。

学
修
・
教
育
目
標
：
（
A
）
（
B
）

（
D
）

エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
・・
制制
御御
分分
野野

：
送
配
電
・
発
変
電
工
学
、
電
力
機
器

な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
電
力
系
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
制

御
工
学
・
制
御
系
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

学
修
・
教
育
目
標
：
（
D
）
（
E
）

通通
信信
・・
情情
報報
・・
音音
響響
分分
野野

：
情
報
工
学
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

通
信
工
学
、
電
磁
波
工
学
な
ど
の
情

報
・
通
信
系
，
音
響
工
学
，
超
音
波

工
学
な
ど
の
音
響
系
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

学
修
・
教
育
目
標
：
（
D
）
（
E
）

材材
料料
・・
エエ
レレ
クク
トト
ロロ
ニニ
クク
スス
分分
野野

：
電
子
回
路
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路
、
電

子
デ
バ
イ
ス
な
ど
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
系
、
半
導
体
デ
バ
イ
ス
、
電
気

材
料
な
ど
の
材
料
・
物
性
系
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

学
修
・
教
育
目
標
：
（
D
）
（
E
）

電
気
回
路
の

基
礎

電
磁
気
の
基
礎

電
気
計
測

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

電
気
工
学

実
験
Ⅱ

電
磁
気
学
Ⅰ

及
び
演
習

電
気
回
路
Ⅰ

及
び
演
習

エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
計
測

電
磁
気
学
Ⅱ

及
び
演
習

電
気
回
路
Ⅱ

及
び
演
習

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

回
路
の

過
渡
応
答

回
路
と
シ
ス

テ
ム
の
基
礎

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

電
気
工
学

実
験
Ⅰ

電
気
電
子

工
学
実
験

電
気
工
学

基
礎
実
験

回
路
デ
ザ
イ
ン

実
験

電
気
工
学

実
験
Ⅲ

電
気
機
器
Ⅰ

電
気
機
器
Ⅱ

電
力
機
器

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス

電
気
機
器
設
計

送
配
電
工
学
Ⅱ

発
変
電
工
学
Ⅱ

電
気
法
規
及
び

施
設
管
理

送
配
電
工
学
Ⅰ

発
変
電
工
学
Ⅰ

制
御
工
学

制
御
の
基
礎

情
報
の
基
礎

情
報
エ
ン
ト
ロ

ピ
ー
の
科
学

情
報
工
学

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

通
信
工
学

ワ
イ
ヤ
レ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

電
磁
波
の
基
礎

電
磁
波
工
学

画
像
処
理

通
信
法
規

超
音
波
工
学

音
響
工
学

電
子
回
路
Ⅱ

デ
ィ
ジ
タ
ル

回
路

電
子
回
路
Ⅰ

電
子
回
路

Ｃ
Ａ
Ｄ

オ
プ
ト
ロ
ニ
ク
ス

先
端
材
料
工
学

電
子
デ
バ
イ
ス

半
導
体
デ
バ
イ
ス

の
基
礎

電
気
材
料

物
性
の
基
礎

放
電
プ
ラ
ズ
マ

応
用

エ
レ
ク
ト
ロ

ケ
ミ
ス
ト
リ

電
気
工
学

も
の
づ
く
り
実
験

配
当
年
次

領
域
・
分
野

凡
例
：

必
修
科
目

選
択
科
目

選
択
必
修
科
目

電
気
工
学

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

特
別
講
義

電
気
工
学

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

電
気
工
学

総
合
演
習

卒
業
研
究

電
気

工
学

科
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電
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学
科
紹
介

①　教育研究上の目的
　　　　電子工学分野の豊富な知識と技術を有し，広い視野に立って科学と自然を理解し，意欲的に課題を発見して解決す
　　　る能力，並びにコミュニケーション能力や応用力を備え，日々進展する電子工学をリードできる高度な専門性をもつ
　　　人材を養成する。

②　学修・教育目標
　　　　本学科では，教育研究上の目的に定める，高度な専門性をもつ技術者・研究者を養成するため，以下の能力を身に
　　　つけることを目標とする。
　　（Ａ）幅広い教養と豊かな知性
　　　　教養教育科目及び基礎教育科目の学修を通して，グローバルな社会において自立して対応できる語学力や幅広い教
　　　　養を有する人材を養成する。
　　（Ｂ）電子工学の基礎学力
　　　　数学，物理学及び化学などの自然科学並びに直流・交流回路や電磁気学などの電子工学を学ぶために必要な基礎の
　　　　学力を有する人材を養成する。
　　（Ｃ）電子工学の専門知識
　　　　4分野（「回路・計測系」，「物性・デバイス系」，「通信系」及び「情報系」）から構成される電子工学の専門科目の
　　　　学修を通して，最先端技術に対応できる高い専門知識を有する人材を養成する。
　　（Ｄ）実践力及び問題解決力
　　　　実験・実習・演習，ゼミナール及び卒業研究などの学修を通して，座学だけでは身につけることが困難な，ものづ
　　　　くりの実践力及び意欲的に課題を発見して解決する能力を有する人材を養成する。	
　　（Ｅ）コミュニケーション能力
　　　　実験や研究室におけるディスカッション及び講演会での成果発表などを通して，自分の考えを正確に相手に伝える
　　　　能力，また，相手の質問や意見を正しく理解し，討論ができる能力を有する人材を養成する。

③　カリキュラムの特徴
　　○充実した導入教育及び基礎教育
　　　導入教育として「回路理論のための基礎数学」及び「電磁気学のための基礎数学」を設置し，大学における専門教育
　　　へのスムーズな移行をサポートする。基礎領域科目では，少人数クラスでの講義やグループワークの適用により理解
　　　度の向上を図る。また，入学当初に「ＰＣ解剖」と題し，ＰＣを解体・解析し内容についてグループ討論することに
　　　より，電子工学に対する興味を喚起する。
　　○体験型学習による実践的教育
　　　自らが実験を企画する自由企画実験（「電子工学実験Ⅰ」），電子回路の設計・製作を体験する実習（「エレクトロニク
　　　ス工作」）及び小人数グループでプロジェクトを遂行する Project	Based	Learning（「電子工学実験Ⅲ」）などを設置し，
　　　ものづくりの実践力，自主的な問題発見及び解決能力を養う。また，各学年に設置した電子工学実験での報告書作成
　　　や教員とのディスカッションなどを通して，論理的思考力や説明力を養う。
　　○最先端技術に対応した専門科目
　　　専門科目を「回路・計測系」，「物性・デバイス系」，「通信系」及び「情報系」の 4分野に配置し，幅広い分野にわた
　　　る電子工学を分野毎にステップアップしながら学修し，最先端技術に対応できる高い専門能力を養う。
　　○卒業研究を重視
　　　卒業研究では，指導教員のもとで更に専門性の高い研究を実施することにより，未知の問題を解決するプロセスを学
　　　ぶ。また，研究室内や講演会などでの成果発表を通して，社会で適用し得るコミュニケーション力を養う。なお，ゼ
　　　ミナールとして 3年次後学期より研究室に配属することにより，スムーズに卒業研究へと移行できる環境をつくる。
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卒
業
条
件
等

①　卒業研究着手条件
　卒業研究に着手するには，以下の条件をすべて満足しなければならない。
　　（１）修業年数が 3年以上を経過していること。
　　（２）卒業に必要な単位から 94 単位以上を修得していること。
　　（３）専門教育科目から 54 単位以上を修得していること。さらに，2年次までに設置された専門教育科目の必修科目を
　　　　すべて修得していること。

②　卒業条件
　	卒業するためには，以下の条件をすべて満足しなければならない。

③　履修計画上の注意
　　詳細な履修計画等については，ガイダンス時配布の資料を併読すること。

科目区分

全学共通教育科目

教 養 教 育 科 目

必修２単位

履　修　の　方　法 卒業に必要な
単　位　数
２単位

「多文化と社会の理解」（Ⅰ群） ６単位以上
「心と身体の表現」（Ⅱ群） ４単位以上
「科学・技術のリテラシー」（Ⅲ群） ４単位以上
「総合・ゼミナール」（Ⅳ群）

16単位以上

基 礎 教 育 科 目

専 門 教 育 科 目

「グローバルスキル分野」
①必修４単位
②英語Ⅲ A，英語Ⅲ B，English CommunicationⅠ，
　English CommunicationⅡから２単位以上
③英語特殊講義 A，英語特殊講義 Bから１単位以上

７単位以上

「基礎科学分野」
数 学 系：２単位以上
物理学系：２単位以上
化 学 系：２単位以上

22単位以上

86単位以上

126単位以上

必修43単位を含めて86単位以上

合 計 単 位 数

14単位以上
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電
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授
業
科
目
配
置
表

自主創造の基礎 (2)

倫理学 (2) 社会学 (2) ドイツ語Ⅰ (1) 中国語Ⅰ (1)

歴史学 (2) 経済学 (2) ドイツ語Ⅱ (1) 中国語Ⅱ (1)

文学 (2) 日本国憲法 (2) フランス語Ⅰ (1)

法学 (2) ことばと文化 (2) フランス語Ⅱ (1)

スポーツⅠ (1)

哲学 (2) スポーツⅢ (1)

日本語表現の基礎 (1)

クリティカル・シンキング (1)

感性芸術学 (2)

心理学 (2)

スポーツⅡ (1)

健康の科学 (1)

技術者倫理 (2) 知的財産権論 (2) 地球環境化学 (2)

科学技術と人間 (2) 科学技術史 (2) 自然環境論 (2)

科学技術と経済 (2) 現代物理学 (2) 地理学 (2)

総合講座 (2)

教養基礎ゼミナール (1)

英語ⅠＡ (1)

英語ⅠＢ (1)

英語ⅡＡ (1)

英語ⅡＢ (1)

英語ⅢＡ (1) 英語特殊講義Ａ (1)

英語ⅢＢ (1) 英語特殊講義Ｂ (1)

English Communication Ⅰ (1)

English Communication Ⅱ (1)

微分積分学Ⅰ (2) 微分方程式Ⅰ (2)

微分積分学Ⅱ (2)

線形代数学Ⅰ (2)

線形代数学Ⅱ (2)

数学演習Ⅰ (1)

数学演習Ⅱ (1)

力と運動の物理学I (2)

力と運動の物理学II (2)

力と運動の物理学I演習 (1)

力と運動の物理学II演習 (1)

基礎物理学実験 (2)

基礎化学実験 (2)

物質の構造と状態 (2)

電子工学インセンティブ (2) 電子工学実験Ⅱ (4) 電子工学実験Ⅲ (4) 電子工学実験Ⅳ (2)

電子工学実験Ⅰ (4) 電磁気学Ⅰ及び演習 (3) ゼミナール (1) 卒業研究 (6)

回路理論Ⅰ (2) 電磁気学Ⅱ及び演習 (3) 電子工学総合演習 (1)

回路理論Ⅱ (2) 電子回路Ⅰ (2) 電子工学キャリアデザイン (1)

回路理論のための基礎数学 (2) 電子回路Ⅱ (2)

電磁気学のための基礎数学 (2)

コンピュータリテラシ (1) 電気計測 (2) アナログ集積回路基礎 (2) 通信法規 (2)

電子計測システム (2) 通信システム基礎 (2) システム工学 (2)

過渡現象 (2) 情報ネットワーク基礎 (2) ネットワークシステム (2)

分布定数回路 (2) ディジタル回路 (2) 生体情報工学 (2)

計算機アーキテクチャ (2) ディジタル信号処理 (2) 電磁波応用 (2)

エレクトロニクス工作 (1) プログラミング応用 (1) 超高周波工学 (2)

信号理論基礎 (2) 回路合成 (2) 無線通信システム (2)

基礎電子物性 (2) 光通信工学 (2) 集積回路工学 (2)

電子物性工学 (2) アナログ集積回路 (2) 集積回路デザイン (2)

情報理論基礎 (2) 制御工学 (2)

量子力学基礎 (2) 電磁波工学 (2)

計算機ソフトウェア及び演習 (3) アンテナ・電波伝搬 (2)

論理回路 (2) ロボット工学 (2)

光・電子応用計測 (2)

量子物性工学 (2)

光・電子機能マテリアル (2)

半導体デバイス工学 (2)

半導体物性工学 (2)

光・電子機能デバイス (2)

数値計算法 (2)

（  ）内の数字は単位数 

 2科目のうち1科目を修得

4科目のうち2科目を修得

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表５からも選択することができる。

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表３からも選択することができる。

心
と
身
体
の
表
現
（

Ⅱ
群
）

必修

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表４からも選択することができる。

グ
ロ
ー

バ
ル
ス
キ
ル
分
野

物
理
学
系

選
択

選
択

数
学
系

必
修

選
択
必
修

選
択

４年次
科目区分

１年次
設置年次

２年次 ３年次

基
礎
科
学
分
野

必
修

選
択

化
学
系

多文化と社会の
理解（Ⅰ群）

専
門
教
育
科
目

選
択

全
学
共
通

教
育
科
目

基
礎
教
育
科
目

教
養
教
育
科
目

必
修

総合・ゼミナール
（Ⅳ群）

選
択

科学・技術の
リテラシー
（Ⅲ群）

選
択

選
択
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電
子
工
学
科

履
修
系
統
図

電
子
工
学
科

回
路

理
論

の
た

め
の

基
礎

数
学

 *

回
路

理
論

Ⅰ
 *

回
路

理
論

Ⅱ
 *

電
子

回
路

Ⅰ
 *

電
子

回
路

Ⅱ
 *

電
磁

気
学

の
た

め
の

基
礎

数
学

 *
電

磁
気

学
Ⅰ

及
び

演
習

 *
電

磁
気

学
Ⅱ

及
び

演
習

 *

過
度

現
象

分
布

定
数

回
路

ア
ナ

ロ
グ

集
積

回
路

基
礎

ア
ナ

ロ
グ

集
積

回
路

集
積

回
路

工
学

回
路

合
成

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

工
作

デ
ィ

ジ
タ

ル
回

路
集

積
回

路
デ

ザ
イ

ン

制
御

工
学

ロ
ボ

ッ
ト

工
学

電
気

計
測

電
子

計
測

シ
ス

テ
ム

光
・
電

子
応

用
計

測

基
礎

電
子

物
性

電
子

物
性

工
学

半
導

体
デ

バ
イ

ス
工

学
半

導
体

物
性

工
学

量
子

力
学

基
礎

量
子

物
性

工
学

光
・
電

子
機

能
ﾏ
ﾃ
ﾘ
ｱ

ﾙ
光

・
電

子
機

能
デ

バ
イ

ス

信
号

理
論

基
礎

デ
ィ

ジ
タ

ル
信

号
処

理

通
信

シ
ス

テ
ム

基
礎

無
線

通
信

シ
ス

テ
ム

光
通

信
工

学
電

磁
波

応
用

電
磁

波
工

学
ア

ン
テ

ナ
・
電

波
伝

搬
超

高
周

波
工

学

通
信

法
規

数
値

計
算

法

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

リ
テ

ラ
シ

計
算

機
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
及

び
演

習
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

応
用

論
理

回
路

計
算

機
ｱ

ｰ
ｷ

ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ

シ
ス

テ
ム

工
学

情
報

理
論

基
礎

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

基
礎

ﾈ
ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

生
体

情
報

工
学

電
子

工
学

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
 *

電
子

工
学

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

 *
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

 *

電
子

工
学

総
合

演
習

 *

電
子

工
学

実
験

IV
 *

＊
：
必

修
科

目4
年

次
1
年

次
2
年

次
3
年

次

総
合

分
野

学
修

・
教

育
目

標
（
Ｃ

）
（
Ｄ

）
（
Ｅ

）

回
路

・
計

測
系

分
野

学
修

・
教

育
目

標
（
Ｃ

）
電

子
回

路
の

設
計

・
作

製
及

び
電

子
計

測
を

行
う

た
め

の
専

門
知

識
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

。

電
子

工
学

の
基

礎
領

域
学

修
・
教

育
目

標
（
Ｂ

）
電

子
工

学
の

根
幹

と
な

る
基

礎
学

問
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

。

物
性

・
デ

バ
イ

ス
系

分
野

学
修

・
教

育
目

標
（
Ｃ

）
物

質
の

電
気

的
性

質
及

び
電

子
デ

バ
イ

ス
の

作
製

・
評

価
な

ど
に

関
す

る
専

門
知

識
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

。

通
信

系
分

野
学

修
・
教

育
目

標
（
Ｃ

）
電

磁
波

及
び

光
に

よ
る

情
報

伝
送

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

専
門

知
識

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
。

情
報

系
分

野
学

修
・
教

育
目

標
（
Ｃ

）
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

構
成

及
び

情
報

処
理

技
術

に
関

す
る

専
門

知
識

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
。

卒 　 業 　 研 　 究  *

電
子

工
学

実
験

II 
*

電
子

工
学

実
験

III
 *

上
記

の
基

礎
領

域
科

目
を

修
得

し
，

基
礎

力
を

養
い

，
各

分
野

の
科

目
を

学
ぶ

。

電
子

工
学

実
験

I 
*

電
子

工
学

科
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学
科
紹
介

①　教育研究上の目的
　　　　情報工学の確かな基礎力を有し，ソフトウェアのみならずハードウェアのスキルを身に付け，意欲的に課題を発見
　　　して解決する能力，並びにリーダシップ・コミュニケーション能力を備え，情報処理・ネットワーク・組込システム
　　　をはじめとする情報技術の世界で将来を担う人材を育成する。

②　学修・教育目標
　　　　本学科では，教育研究上の目的に定める，情報技術者・研究者・教育者を育成するため，以下の能力を身につける
　　　ことを目標とする。
　　（Ａ）「知識・教養」
　　　　情報工学の基礎としての数学及び物理学を理解し，その応用能力をもつ人材を育成する。
　　（Ｂ）「理解」
　　　　情報工学の基礎を深く理解し，情報システム，ネットワーク，組込システムをつくり出すための幅広い知識，創造
　　　　力，倫理観を身につけ，現象をモデル化する能力をもつ人材を育成する。
　　（Ｃ）「問題解決力」，「コミュニケーション力」，「振り返り力」
　　　　情報システム，ネットワーク，組込システムをつくり出すための設計・構築・評価に関する原理を深く理解してい
　　　　る人材を育成する。
　　（Ｄ）「協働力・リーダーシップ」，「振り返り力」
　　　　将来の目標を自ら設定する能力を持つ人材を育成する。
　　（Ｅ）「倫理観」
　　　　工学並びに幅広い教養を持つ人材を育成する。
　　（Ｆ）「説明する力」
　　　　国際的活動の基盤として，外国語の能力を持つ人材を育成する。

③　カリキュラムの特徴
　　【a】基礎・共通科目の履修により，専門科目の基礎的知識を修得する。
　　【b】情報処理科目の履修により，情報処理に関する専門知識，関連する学際的知識や最先端の研究成果等を学び，専
　　　　門的知識及び技術を修得する。
　　【c】ネットワーク科目の履修により，ネットワークに関する専門知識，関連する学際的知識や最先端の研究成果等を学
　　　　び，専門的知識及び技術を修得する。
　　【d】組込システム科目の履修により，組込システムに関する専門知識，関連する学際的知識や最先端の研究成果等を
　　　　学び，専門的知識及び技術を修得する。
　　【e】実験科目では，情報処理・ネットワーク・組込システム科目で学んだ知識の応用力を学び，さらにグループによる
　　　　学修により，協働力，リーダーシップを育む。
　　【f】キャリア科目の履修により，自己分析をもとに，将来に対する目標設定を自ら行う力を育む。
　　【g】卒業認定・卒業研究科目により，これまでに修得した知識を再確認し，卒業研究を通じて，学んできた専門的知識・
　　　　技術を活かし，課題設定，問題解決能力を修得するとともに，創造性を育む。
　　【h】教職科目の履修により，数学，情報の教員となるための幅広い知識・技術を修得する。
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卒
業
条
件
等

①　卒業研究着手条件
　卒業研究に着手するには，以下の条件をすべて満足しなければならない。
　　（１）修業年数が 3年以上を経過していること。
　　（２）卒業に必要な単位から 94 単位以上を修得していること。
　　（３）	1・2 年次に設置された専門教育科目の必修科目をすべて修得していること。
　　（４）専門教育科目から 48 単位以上を修得していること。

②　卒業条件
　	卒業するためには，以下の条件をすべて満足しなければならない。

③　履修計画上の注意
　　各学期で履修登録できる単位数には制限があります。詳細な履修計画等については，ガイダンス時配布の資料を併読す
　ること。

科目区分

全学共通教育科目

教 養 教 育 科 目

必修２単位

履　修　の　方　法 卒業に必要な
単　位　数
２単位

「多文化と社会の理解」（Ⅰ群） ６単位以上
「心と身体の表現」（Ⅱ群） ４単位以上
「科学・技術のリテラシー」（Ⅲ群） ４単位以上
「総合・ゼミナール」（Ⅳ群）

16単位以上

基 礎 教 育 科 目

専 門 教 育 科 目

「グローバルスキル分野」
①必修４単位
②英語Ⅲ A，英語Ⅲ B，English CommunicationⅠ，
　English CommunicationⅡから２単位以上
③英語特殊講義 A，英語特殊講義 Bから１単位以上

７単位以上

「基礎科学分野」
数 学 系：２単位以上
物理学系：２単位以上
化 学 系：２単位以上

22単位以上

86単位以上

126単位以上

必修33単位を含めて86単位以上

合 計 単 位 数

14単位以上
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授
業
科
目
配
置
表

自主創造の基礎 (2)

倫理学 (2) 社会学 (2) ドイツ語Ⅰ (1) 中国語Ⅰ (1)

歴史学 (2) 経済学 (2) ドイツ語Ⅱ (1) 中国語Ⅱ (1)

文学 (2) 日本国憲法 (2) フランス語Ⅰ (1)

法学 (2) ことばと文化 (2) フランス語Ⅱ (1)

スポーツⅠ (1)

哲学 (2) スポーツⅢ (1)

日本語表現の基礎 (1)

クリティカル・シンキング (1)

感性芸術学 (2)

心理学 (2)

スポーツⅡ (1)

健康の科学 (1)

技術者倫理 (2) 知的財産権論 (2) 地球環境化学 (2)

科学技術と人間 (2) 科学技術史 (2) 自然環境論 (2)

科学技術と経済 (2) 現代物理学 (2) 地理学 (2)

総合講座 (2)

教養基礎ゼミナール (1)

英語ⅠＡ (1)

英語ⅠＢ (1)

英語ⅡＡ (1)

英語ⅡＢ (1)

英語ⅢＡ (1) 英語特殊講義Ａ (1)

英語ⅢＢ (1) 英語特殊講義Ｂ (1)

English Communication Ⅰ (1)

English Communication Ⅱ (1)

微分積分学Ⅰ (2) 関数論Ⅰ (2)

微分積分学Ⅱ (2) 微分方程式Ⅰ (2)

線形代数学Ⅰ (2) 数理統計学Ⅰ (2)

線形代数学Ⅱ (2) 数理統計学Ⅱ (2)

物理学Ⅰ (2) 物理学Ⅱ演習 (1)

物理学Ⅱ (2) 基礎物理学実験 (2)

物理学Ⅰ演習 (1)

物質の構造と状態 (2)

情報工学実験Ⅰ (2) 情報工学実験Ⅱ (4) 情報工学実験Ⅲ (4) 卒業研究 (6)

応用情報工学インセンティブ (2) 情報数学 (2) 応用情報工学キャリアデザイン (1)

Ｃプログラミング及び演習 (3) 離散数学 (2) 応用情報工学総合演習 (1)

回路理論Ⅰ (2) 応用数学 (2)

回路理論Ⅱ (2)

情報基礎演習Ⅰ (1) 計算機工学Ⅱ (2) 情報理論 (2) オートマトン (2)

情報基礎演習Ⅱ (1) 電気物理 (2) ソフトウェア工学 (2) 交通情報システム (2)

論理回路 (2) 数値解析 (2) マネジメント工学 (2) 環境情報 (2)

計算機工学Ⅰ (2) 数値計算法 (2) インターンシップ (1) プロジェクト実習 (2)

信号理論 (2)

キャリアデザイン入門 (1)

代数概論Ⅰ (2)

代数概論Ⅱ (2)

幾何概論Ⅰ (2)

幾何概論Ⅱ (2)

情報社会と倫理 (2)

情報職業論 (2)

オブジェクト指向プログラミング (2) 応用統計 (2) データマイニング (2)

Ｊａｖａプログラミング (2) 画像処理 (2) マルチメディア (2)

データ構造とアルゴリズム及び演習 (3) パターン認識 (2) コンピュータグラフィックス (2)

情報セキュリティ基礎 (2) シミュレーション工学 (2) 情報通信システム (2)

情報ネットワーク基礎 (2) データベース (2) 特殊無線概論 (2)

ネットワークシステム (2)

通信システム基礎 (2)

人工知能 (2)

組込回路Ⅰ (2) 組込システムⅠ (2) 組込システムⅡ (2)

組込回路Ⅱ (2) オペレーティングシステム (2) ロボット工学 (2)

情報デバイス (2) 制御理論 (2)

システム工学 (2)

ディジタル信号処理 (2)

計測システム (2)

オプトエレクトロニクス (2)

（  ）内の数字は単位数 

専
門
教
育
科
目

必
修

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表３からも選択することができる。

物
理
学
系

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表４からも選択することができる。

化
学
系

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表５からも選択することができる。

基
礎
科
学
分
野

数
学
系

共
通

選
択

情
報
処
理
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
系

組
込
み
系

選
択

教
養
教
育
科
目

 2科目のうち1科目を修得

4科目のうち2科目を修得

グ
ロ
ー

バ
ル
ス
キ
ル
分
野

必
修

選
択

基
礎
教
育
科
目

多文化と社会の
理解（Ⅰ群）

選
択

心
と
身
体
の
表
現
（

Ⅱ
群
）

必修

選
択

科学・技術の
リテラシー
（Ⅲ群）

選
択

総合・ゼミナール
（Ⅳ群）

選
択

４年次
科目区分

設置年次
１年次

全
学
共
通

教
育
科
目

必
修

２年次 ３年次
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応
用

情
報

工
学

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

情
報

基
礎

演
習

Ⅰ
数

値
解

析
情

報
基

礎
演

習
Ⅱ

Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

及
び
演

習

計
算

機
工

学
Ⅰ

論
理

回
路

回
路

理
論

Ⅰ
回

路
理

論
Ⅱ

信
号

理
論

情
報

数
学

離
散

数
学

情
報

工
学

実
験

Ｉ

電
気

物
理

計
算

機
工

学
Ⅱ

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
指

向
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

デ
ー
タ
構

造
と
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
及

び
演

習

情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

基
礎

情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

基
礎

組
込

回
路

Ⅰ
組

込
回

路
Ⅱ

情
報

デ
バ

イ
ス

情
報

工
学

実
験

Ⅱ

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン

入
門

情
報

理
論

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
工

学

応
用

数
学

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
工

学
人

工
知

能

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

応
用

統
計

パ
タ
ー
ン
認

識

画
像

処
理

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム

通
信

シ
ス
テ
ム
基
礎

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工

学

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

シ
ス
テ
ム

制
御

理
論

シ
ス
テ
ム
工

学

組
込

シ
ス
テ
ム
Ⅰ

デ
ィ
ジ
タ
ル

信
号

処
理

計
測

シ
ス
テ
ム

オ
プ
ト

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

情
報

工
学

実
験

Ⅲ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 応

用
情

報
工

学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン

応
用

情
報

工
学

総
合

演
習

オ
ー
ト
マ
ト
ン

交
通

情
報

シ
ス
テ
ム

環
境

情
報

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア

情
報

通
信

シ
ス
テ
ム

特
殊

無
線

概
論

組
込

シ
ス
テ
ム
Ⅱ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

習

卒
業

研
究

J
a
v
a

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

数
値

計
算

法

基
礎

・
共

通
系

情
報

処
理

系

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系

組
込

シ
ス
テ
ム
系

実
験

・
実

習
系

情
報

工
学

各
系

列
の

共
通

基
礎

お
よ
び
応
用

と
な
る
科

目
群

。
電

気
回
路

・
計
算

機
の

原
理

、
情
報

数
学

の
基

礎
理

論
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
手

法
の

基
礎

な
ど
を
学

ぶ
こ
と
に

よ
り
、
書

く
系

列
の
基
礎

能
力

を
養

う
こ
と
が
で
き
る
。

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
指

向
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技

法
に
よ
り
、
実

践
的

な
情

報
処

理
能
力

を
習
得

で
き
る
。

情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
技
術

を
習
得

で
き
る
。

組
込

回
路

お
よ
び
シ
ス
テ
ム
技
術

を
学

び
、
組

込
シ
ス
テ

ム
の

要
素

技
術

を
習
得

で
き
る
。

実
験

・
実

習
を
通

し
て
、
原
理

・
理
論

・
手
法

を
よ
り
深

く
理

解
で
き
る
。

科
目

群
の
学
修

・
教
育

目
標

情
報

社
会

と
倫

理
情

報
職

業
論

代
数

概
論

Ⅰ
代

数
概

論
Ⅱ

幾
何

概
論

Ⅰ
幾

何
概

論
Ⅱ

教
職

系

教
員

と
な
る
た
め
の

知
識

、
教

養
、
技

術
を
身

に
着

け
る

こ
と
が

で
き
る
。

卒
業

認
定

・
卒
業

研
究

自
己

分
析

と
就

業
体
験

か
ら
、
将

来
に
対

す
る
目

標
を
定

め
る
こ
と
が

で
き
る
。

学
修

・
教
育

目
標

：
（
A
）
（
E）

1年
前

期
1年

後
期

２
年
前
期

２
年
後
期

３
年
前
期

３
年
後
期

４
年
前
期

４
年
後
期

ロ
ボ
ッ
ト
工

学

学
修

・
教
育

目
標

：
（
B）

学
修

・
教
育

目
標

：
（
B）

学
修

・
教
育

目
標

：
（
B）

学
修

・
教
育

目
標

：
（
C）

（
D
）

学
修

・
教
育

目
標

：
（
D
）

学
修

・
教
育

目
標

：
（
C）

（
E）
（
F）

キ
ャ
リ
ア
教

育

自
己

分
析

と
就

業
体
験

か
ら
、
将

来
に
対

す
る
目

標
を
定

め
る
こ
と
が

で
き
る
。

学
修

・
教
育

目
標

：
（
A
）
（
E）

応
用

情
報

工
学

科
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学
科
紹
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①　教育研究上の目的
　　　　化学技術の向上は人々の生活を豊かにすることを目標にしており，そのために限りある資源・エネルギーを有効に
　　　使い，地球環境を守るための新しい物質変換やエネルギー再生システムの開発が必要である。これを目指し，必要な
　　　基礎知識と基礎技術を身に付け，外部に開かれた柔軟な発想によって，新しい物質や技術を開発できる化学技術者を
　　　養成する。

②　学修・教育目標
　　　　本学科では，教育研究上の目的に定める，化学の基礎知識と基礎技術を身に付け，柔軟な発想によって，新しい物
　　　質や技術を開発できる化学技術者を養成するため，以下の能力を身に付けることを目標とする。
　　（A）基礎知識
　　　　理工学の基礎としての数学及び物理学を理解し，基礎化学を修得し，応用化学に展開する技術を身につけた人材を
　　　　養成する。
　　（B）化学の専門性
　　　　材料，生命，資源，環境にわたる幅広い分野を学ぶことによって，先端の技術を学び，これを応用することのでき
　　　　る広い視野と柔軟な発想を持った技術者を養成する。
　　（C）基礎実験技術
　　　　化学は実証の学問であり，理論や仮説を実践，証明する実験技術の素養が求められる。基礎から応用分野に至る実
　　　　験を通じて，基礎実験技術を修得した化学技術者を養成する。
　　（D）コミュニケーション力
　　　　最先端の理論や技術は広く社会に還元されなければならない。そこで，専門の異なる多くの人々と意見交換し，と
　　　　もに考えていくことのできる化学技術者を養成する。

③　カリキュラムの特徴
　　（１）本学科では，化学の基礎から材料，生命，資源，環境分野にわたる応用までの研究・教育を行なっている。学問
　　　　分野としては物理化学，無機化学，有機化学，生命科学という 4領域を柱とし，カリキュラムもこれに沿って編成
　　　　した。また理工学の基礎となる数学科目，物理科目に加えて上記 4領域の基礎教育科目である基礎物理化学，基礎
　　　　無機化学，基礎有機化学，基礎生命科学を設置し，専門教育科目へスムーズに移行できるよう配慮している。さら
　　　　に，4領域をカバーする物質応用化学総合演習を設け，これによって卒業生の質を保証する。一方，専門教育科目
　　　　には，物理化学・化学工学系，無機化学・分析化学系，有機化学・高分子化学系，生命科学系科目を設置して先端
　　　　分野を網羅し，一つの分野の深い学修，あるいは複数の領域の広い学修のどちらにも対応できるカリキュラムとし
　　　　た。
　　（２）本学科では，専門の異なる多くの人々と意見交換し，ともに考えていく能力を身につけた人材養成を目的として，
　　　　自主創造の基礎 I・Ⅱで培ったコミュニケーション能力を社会で通用する実践的能力へさらに高めるため，卒業研
　　　　究と物質応用化学キャリアデザインに加えて，化学プレゼンテーションを必修科目として設置した。
　　　　　また，4年次設置科目を卒業研究，特別実験および化学プレゼンテーションの 3科目のみとし，卒業に向けての
　　　　1年間を卒業研究に集中できるように配慮している。
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卒
業
条
件
等

①　卒業研究着手条件
　卒業研究に着手するには，以下の条件をすべて満足しなければならない。
　　（１）修業年数が 3年以上を経過していること。
　　（２）卒業に必要な単位から 94 単位以上を修得していること。
　　（３）専門教育科目から 64 単位以上を修得していること。さらに，1～ 3年次までに設置された専門教育科目の必修科
　　　　目（物質応用化学総合演習以外）をすべて修得していること。

②　卒業条件
　	卒業するためには，以下の条件をすべて満足しなければならない。

③　履修計画上の注意
　　専門化学実験Ⅰ～Ⅵの履修するための基礎的な知識や実験手法・技術を習得するため，基礎教育科目の基礎科学分野（化
　学系）からは「基礎化学実験」（物質応用化学科の時間割に記載されたクラス）を履修すること。

科目区分

全学共通教育科目

教 養 教 育 科 目

必修２単位

履　修　の　方　法 卒業に必要な
単　位　数
２単位

「多文化と社会の理解」（Ⅰ群） ６単位以上
「心と身体の表現」（Ⅱ群） ４単位以上
「科学・技術のリテラシー」（Ⅲ群） ４単位以上
「総合・ゼミナール」（Ⅳ群）

16単位以上

基 礎 教 育 科 目

専 門 教 育 科 目

「グローバルスキル分野」
①必修４単位
②英語Ⅲ A，英語Ⅲ B，English CommunicationⅠ，
　English CommunicationⅡから２単位以上
③英語特殊講義 A，英語特殊講義 Bから１単位以上

７単位以上

「基礎科学分野」
数 学 系：２単位以上
物理学系：２単位以上
化 学 系：２単位以上

22単位以上

86単位以上

126単位以上

必修40単位を含めて86単位以上

合 計 単 位 数

14単位以上
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授
業
科
目
配
置
表

自主創造の基礎 (2)

倫理学 (2) 社会学 (2) ドイツ語Ⅰ (1) 中国語Ⅰ (1)

歴史学 (2) 経済学 (2) ドイツ語Ⅱ (1) 中国語Ⅱ (1)

文学 (2) 日本国憲法 (2) フランス語Ⅰ (1)

法学 (2) ことばと文化 (2) フランス語Ⅱ (1)

スポーツⅠ (1)

哲学 (2) スポーツⅢ (1)

日本語表現の基礎 (1)

クリティカル・シンキング (1)

感性芸術学 (2)

心理学 (2)

スポーツⅡ (1)

健康の科学 (1)

技術者倫理 (2) 知的財産権論 (2) 地球環境化学 (2)

科学技術と人間 (2) 科学技術史 (2) 自然環境論 (2)

科学技術と経済 (2) 現代物理学 (2) 地理学 (2)

総合講座 (2)

教養基礎ゼミナール (1)

英語ⅠＡ (1)

英語ⅠＢ (1)

英語ⅡＡ (1)

英語ⅡＢ (1)

英語ⅢＡ (1) 英語特殊講義Ａ (1)

英語ⅢＢ (1) 英語特殊講義Ｂ (1)

English Communication Ⅰ (1)

English Communication Ⅱ (1)

微分積分学Ⅰ (2) 数理統計学Ⅰ (2)

微分積分学Ⅱ (2) 線形代数学Ⅰ (2)

数学演習Ⅰ (1)

熱とエントロピーの物理学 (2) 力と運動の物理学Ⅰ演習 (1)

力と運動の物理学Ⅰ (2) 基礎物理学実験 (2)

力と運動の物理学Ⅱ (2)

基礎化学実験 (2)

物質応用化学インセンティブ (2) 専門化学実験Ⅰ (3) 物質応用化学キャリアデザイン (1) 化学プレゼンテーション (2)

化学実験 (2) 専門化学実験Ⅱ (3) 研究基礎実験 (2) 卒業研究 (4)

基礎物理化学 (2) 専門化学実験Ⅲ (3) 専門化学実験Ⅴ (3)

基礎無機化学 (2) 専門化学実験Ⅳ (3) 専門化学実験Ⅵ (3)

基礎有機化学 (2) 物質応用化学総合演習 (1)

基礎生命科学 (2)

物理化学Ⅰ (2) 無機化学Ⅰ (2) 無機固体化学 (2) 特別実験 (4)

生命科学Ⅰ (2) 無機化学Ⅱ (2) 無機材料物性 (2)

分析化学Ⅰ (2) 物理化学Ⅱ (2) セラミックス化学 (2)

有機化学Ⅰ (2) 分子構造決定法 (2)

有機化学Ⅱ (2) 有機合成化学 (2)

生命科学Ⅱ (2) 有機機能化学 (2)

生命科学Ⅲ (2) 金属化学 (2)

分析化学Ⅱ (2) 量子化学 (2)

化学熱力学 (2) 物質分離工学 (2)

量論化学工学Ⅰ (2) 流動・伝熱操作 (2)

量論化学工学Ⅱ (2) エネルギー環境工学 (2)

環境化学Ⅰ (2) 化学安全工学 (2)

環境化学Ⅱ (2) 機器分析 (2)

高分子科学 (2) 高分子物性 (2)

高分子合成化学 (2) 高分子材料 (2)

生命有機化学Ⅰ (2) 分子生物学 (2)

コンピュータ解析 (2) バイオマテリアル (2)

生命有機化学Ⅱ (2)

生活の生命科学 (2)

（  ）内の数字は単位数 

１年次

全
学
共
通

教
育
科
目

必
修

教
養
教
育
科
目

   2科目のうち1科目を修得

4科目のうち2科目を修得

２年次 ３年次 ４年次

選
択

科学・技術の
リテラシー（Ⅲ群）

選
択

設置年次

総合・ゼミナール
（Ⅳ群）

選
択

多文化と社会の理解
（Ⅰ群）

選
択

心
と
身
体
の
表
現
（

Ⅱ
群
）

必修

科目区分

選
択

専
門
教
育
科
目

必
修

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表３からも選択することができる。

物
理
学
系

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表４からも選択することができる。

化
学
系

選
択 当学科では上記科目を推奨する。

基
礎
教
育
科
目

グ
ロ
ー

バ
ル
ス
キ
ル
分
野

必
修

選
択
必
修

基
礎
科
学
分
野

数
学
系
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履
修
系
統
図

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

解
析

物
質

応
用

化
学

総
合

演
習

化
学

実
験

専
門

化
学

実
験

Ⅰ
専

門
化

学
実

験
Ⅲ

専
門

化
学

実
験

Ⅴ
研

究
基

礎
実

験

専
門

化
学

実
験

Ⅱ
専

門
化

学
実

験
Ⅳ

専
門

化
学

実
験

Ⅵ

基
礎

物
理

化
学

物
理

化
学

Ⅱ
化

学
熱

力
学

量
子

化
学

量
論

化
学

工
学

Ⅰ
物

質
分

離
工

学

流
動

・
伝

熱
操

作

環
境

化
学

Ⅰ
環

境
化

学
Ⅱ

エ
ネ

ル
ギ

ー
環

境
工

学

化
学

安
全

工
学

基
礎

無
機

化
学

無
機

化
学

Ⅰ
無

機
化

学
Ⅱ

無
機

固
体

化
学

無
機

材
料

物
性

金
属

化
学

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

化
学

分
析

化
学

Ⅰ
分

析
化

学
Ⅱ

機
器

分
析

基
礎

有
機

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
有

機
化

学
Ⅱ

有
機

合
成

化
学

分
子

構
造

決
定

法

有
機

機
能

化
学

高
分

子
科

学
高

分
子

合
成

化
学

高
分

子
物

性
高

分
子

材
料

基
礎

生
命

科
学

生
命

科
学

Ⅰ
生

命
科

学
Ⅱ

生
命

科
学

Ⅲ
分

子
生

物
学

バ
イ

オ
マ

テ
リ

ア
ル

生
命

有
機

化
学

Ⅰ
生

命
有

機
化

学
Ⅱ

生
活

の
生

命
科

学

有
機

化
学

分
野

学
修

・
教

育
目

標
：

(
A
)
(
B
)
(
D
)

生
命

科
学

分
野

学
修

・
教

育
目

標
：

(
A
)
(
B
)
(
D
)

無
機

化
学

分
野

学
修

・
教

育
目

標
：

(
A
)
(
B
)
(
D
)

1
年

次
2
年

次

量
論

化
学

工
学

Ⅱ

物
理

化
学

Ⅰ

総
合

学
修

・
教

育
目

標
：

(
A
)
(
B
)
(
D
)

実
験

分
野

学
修

・
教

育
目

標
：

(
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
)

物
理

化
学

分
野

学
修

・
教

育
目

標
：

(
A
)
(
B
)
(
D
)

物
質

応
用

化
学

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ

4

前
期

後
期

3
年

次

卒
業

研
究

特
別

実
験

化
学

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

物
質

応
用

化
学

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

物
質

応
用

化
学

科
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①　教育研究上の目的
　　　　物理学の思考方法を体得し，科学を論理的に考える力，応用力を持ち，学究に対する世界に通じるフロンティア精
　　　神を有する次世代の最先端を切り拓く，科学・技術の創成に貢献する人材を養成する。このために，物理学の基本法
　　　則の理解と実験による体験を重視し，学生個々が持つ能力を引き出し，広い視野を持ち，未知なる問題を創造的に解
　　　決する能力を身に付けさせる教育研究を行う。

②　学修・教育目標
　　　　本学科では，教育研究上の目的に定める物理学の思考方法を有し，科学・技術の創成に貢献する人材を養成するた
　　　め，以下の能力を身につけることを目標とする。
　　（Ａ）物理学の基幹をなす学問領域を理解する能力
　　　　現代物理学の基幹をなす物理数学，力学，電磁気学，量子力学，統計物理学を体系的に理解する能力をもつ人材を
　　　　養成する。
　　（Ｂ）実験を通じて物理学を探究する能力
　　　　実験を通じで物理学を探究するために必要な実験技術および解析手法を習得した人材を養成する。
　　（Ｃ）物理学の研究に情報処理の技術を駆使する能力
　　　　現代物理学の研究において必要不可欠なコンピュータの知識・技術を習得した人材を養成する。
　　（Ｄ）物理学の専門的な学際領域を探究する能力
　　　　現代物理学の専門的な学際領域において最先端の知を探究する能力をもつ人材を養成する。

③　カリキュラムの特徴
　　物理学の基幹をなす科目（基幹領域）として，力学，電磁気学，量子力学，統計物理学とその数学的基礎を学ぶ物理数
　学を必修科目とし，それぞれの演習科目を設置する。演習は，いくつかのグループに分かれて少人数制の教育を行う。学
　生の学力や個性に合わせた演習指導により，これらの科目の確実な理解を目指す。
　　実験科目（実験領域）は，全て必修科目とする。基礎的な実験科目である物理学実験Ｉ，Ⅱ，Ⅲは，学生 2人 1組を単
　位として所定のテーマの実験に取り組む方式をとる。発展型の実験科目である物理学プロジェクト実験は，学生 4人 1組
　を単位として実験に取り組む方式をとる。物理学プロジェクト実験では，実験の企画から装置の設計・製作，測定にわた
　る一連の過程を通し，自ら考え解決する力を養う。実験科目は，総じて少人数制の教育を行い，実験技術および解析手法
　の確実な習得を目指す。
　　本学科の情報科目（情報領域）は，物理学の分野にとどまらず，広く理工学分野において活用することができる知識・
　技術を習得できるカリキュラム構成となっている。また，本学科の情報科目は、情報の教員免許が取得可能なカリキュラ
　ム構成となっている。
　　3年次と 4年次には，現代物理学のより専門的な領域の先端知識を学ぶことができる科目群（発展領域）を設置し，素
　粒子，宇宙，核融合・プラズマ，物性など多彩な分野の講義が受講できるよう配慮がされている。
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①　卒業研究着手条件
　卒業研究に着手するには，以下の条件をすべて満足しなければならない。
　　（１）修業年数が 3年以上を経過していること。
　　（２）卒業に必要な単位から 94 単位以上を修得していること。
　　（３）専門教育科目の必修科目から 22 単位以上を修得していること。
　　（４）専門教育科目の選択必修科目から 8単位以上を修得していること。

②　卒業条件
　	卒業するためには，以下の条件をすべて満足しなければならない。

科目区分

全学共通教育科目

教 養 教 育 科 目

必修２単位

履　修　の　方　法 卒業に必要な
単　位　数
２単位

「多文化と社会の理解」（Ⅰ群） ６単位以上
「心と身体の表現」（Ⅱ群） ４単位以上
「科学・技術のリテラシー」（Ⅲ群） ４単位以上
「総合・ゼミナール」（Ⅳ群）

16単位以上

基 礎 教 育 科 目

専 門 教 育 科 目

「グローバルスキル分野」
①必修４単位
②英語Ⅲ A，英語Ⅲ B，English CommunicationⅠ，
　English CommunicationⅡから２単位以上
③英語特殊講義 A，英語特殊講義 Bから１単位以上

７単位以上

「基礎科学分野」
数 学 系：２単位以上
物理学系：必修を含めて５単位以上
化 学 系：２単位以上

22単位以上

86単位以上

126単位以上

①必修40単位
②選択必修から16単位以上

合 計 単 位 数

14単位以上

③　履修計画上の注意
　　「基礎教育科目」の「基礎科学分野」の「数学系」の履修について、１年次において微分積分学 I、線形代数学 I、数学
　演習 I の履修を推奨する。「専門教育科目」の計算物理学、コンピュータシミュレーション、科学史は４年次における履
　修を推奨する。



86

物
理
学
科

授
業
科
目
配
置
表

自主創造の基礎 (2)

倫理学 (2) 社会学 (2) ドイツ語Ⅰ (1) 中国語Ⅰ (1)

歴史学 (2) 経済学 (2) ドイツ語Ⅱ (1) 中国語Ⅱ (1)

文学 (2) 日本国憲法 (2) フランス語Ⅰ (1)

法学 (2) ことばと文化 (2) フランス語Ⅱ (1)

スポーツⅠ (1)

哲学 (2) スポーツⅢ (1)

日本語表現の基礎 (1)

クリティカル・シンキング (1)

感性芸術学 (2)

心理学 (2)

スポーツⅡ (1)

健康の科学 (1)

技術者倫理 (2) 知的財産権論 (2) 地球環境化学 (2)

科学技術と人間 (2) 科学技術史 (2) 自然環境論 (2)

科学技術と経済 (2) 現代物理学 (2) 地理学 (2)

総合講座 (2)

教養基礎ゼミナール (1)

英語ⅠＡ (1)

英語ⅠＢ (1)

英語ⅡＡ (1)

英語ⅡＢ (1)

英語ⅢＡ (1) 英語特殊講義Ａ (1)

英語ⅢＢ (1) 英語特殊講義Ｂ (1)

English Communication Ⅰ (1)

English Communication Ⅱ (1)

微分積分学Ⅰ (2)

微分積分学Ⅱ (2)

線形代数学Ⅰ (2)

線形代数学Ⅱ (2)

数学演習Ⅰ (1)

数学演習Ⅱ (1)

基礎物理学実験 (2)

物理学I (2)

物理学I演習 (1)

物理学Ⅱ (2)

物理学Ⅱ演習 (1)

基礎化学実験 (2)

物理学インセンティブ (2) 物理数学Ⅱ (2) 統計物理学Ⅰ (2) 卒業研究 (4)

力学Ⅰ (2) 電磁気学Ⅰ (2) 量子力学演習 (2) ゼミナール (2)

力学Ⅱ (2) 電磁気学Ⅱ (2) 統計物理学演習 (2)

力学演習 (2) 量子力学Ⅰ (2) 物理学総合演習 (1)

物理数学Ⅰ (2) 物理数学演習 (2) 物理学キャリアデザイン (1)

電磁気学演習 (2)

物理学実験Ⅰ (2)

物理学実験Ⅱ (2)

原子物理学 (2) 電磁気学Ⅲ (2)

熱力学 (2) 量子力学Ⅱ (2)

数式・画像処理 (2) 統計物理学Ⅱ (2)

解析力学 (2) 計算機演習 (2)

物理数学Ⅲ (2) 物理学実験Ⅲ (2)

物理学プロジェクト実験 (2)

コンピュータリテラシ (1) 複素関数論 (2) 数理統計の基礎Ⅰ (2) 統計物理学Ⅲ (2)

微分方程式論Ⅰ (2) 数理統計の基礎Ⅱ (2)

微分方程式論Ⅱ (2) 量子力学Ⅲ (2)

計算機基礎 (2) 物性物理学Ⅰ (2)

光学 (2) 物性物理学Ⅱ (2)

相対論 (2) 流体力学 (2)

物理実験学 (2) 計測物理学 (2)

回路理論 (2) 電子回路 (2)

ネットワーク基礎論 (2) 制御理論 (2)

物理学特殊講義 (2) 情報システム論 (2)

計算物理学 (2)

コンピュータシミュレーション (2)

アルゴリズムとプログラミングⅠ (2)

アルゴリズムとプログラミングⅡ (2)

科学史 (2)

相対論的量子力学 (2) 高エネルギー物理学 (2)

核融合科学 (2) プラズマ物理学 (2)

天文学 (2) 宇宙物理学 (2)

生物物理学 (2)

（  ）内の数字は単位数 

専
門
教
育
科
目

科目区分

多文化と社会の理解
（Ⅰ群）

３年次

選
択

必
修

（隔年開講科目）

１年次
設置年次

必修

４年次

選
択

２年次

心
と
身
体
の
表
現
（

Ⅱ
群
）

選
択

選
択

選
択
必
修

科学・技術の
リテラシー（Ⅲ群）

選
択

数
学
系

選
択
必
修

基
礎
科
学
分
野

必
修

選
択

選
択

総合・ゼミナール
（Ⅳ群）

物
理
学
系

全
学
共
通

教
育
科
目

必
修

教
養
教
育
科
目

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表５からも選択することができる。

必
修

グ
ロ
ー

バ
ル
ス
キ
ル
分
野

基
礎
教
育
科
目

選
択

化
学
系

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表３からも選択することができる。

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表４からも選択することができる。

  2科目のうち1科目を修得

4科目のうち2科目を修得
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配
当
年
次

領
域
・
分
野

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

微
分
積
分
学
Ⅰ

微
分
積
分
学
Ⅱ

微
分
方
程
式
論
Ｉ

微
分
方
程
式
論
Ⅱ

数
理
統
計
の
基
礎
Ｉ

数
理
統
計
の
基
礎
Ⅱ

線
形
代
数
学
Ⅰ

線
形
代
数
学
Ⅱ

複
素
関
数
論

数
学
演
習
Ⅰ

数
学
演
習
Ⅱ

力
学
Ｉ

力
学
Ⅱ

解
析
力
学

力
学
演
習

物
理
数
学
Ｉ

物
理
数
学
Ⅱ

物
理
数
学
Ⅲ

物
理
数
学
演
習

電
磁
気
学
Ｉ

電
磁
気
学
Ⅱ

電
磁
気
学
Ⅲ

電
磁
気
学
演
習

原
子
物
理
学

量
子
力
学
Ｉ

量
子
力
学
Ⅱ

量
子
力
学
Ⅲ

量
子
力
学
演
習

熱
力
学

統
計
物
理
学
Ｉ

統
計
物
理
学
Ⅱ

統
計
物
理
学
Ⅲ

統
計
物
理
学
演
習

相
対
論

流
体
力
学

科
学
史

光
学

物
性
物
理
学
Ｉ

物
性
物
理
学
Ⅱ

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

物
理
学
実
験
Ｉ

物
理
学
実
験
Ⅱ

物
理
学
実
験
Ⅲ

物
理

学
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

験

物
理
実
験
学

制
御
理
論

計
測
物
理
学

回
路
理
論

電
子
回
路

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

リ
テ

ラ
シ

計
算
機
基
礎

数
式
・
画
像
処
理

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

と
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

Ｉ
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
と

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
Ⅱ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
礎
論

計
算
機
演
習

情
報
シ
ス
テ
ム
論

計
算
物
理
学

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

物
理
学
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

物
理
学
特
殊
講
義

物
理
学
総
合
演
習

物
理

学
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン

基
幹
領
域

学
修
・

教
育
目
標
：
(
A
)

実
験
領
域

学
修
・

教
育
目
標
：
(
B
)

情
報
領
域

学
修
・
教
育
目
標
：
(
C
）

総
合

（
3
、
４
年
生
　
隔
年
開
講
）

発
展
領
域

学
修
・
教
育
目
標
：
(
D
）

相
対
論

的
量
子
力
学
　
　
　
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学

プ
ラ
ズ

マ
物
理
学
　
　
　
　
核
融
合
科
学

宇
宙
物

理
学
　
　
　
　
　
　
天
文
学

生
物
物

理
学
　
　
　
　
　
　

卒
業
研
究

1
2

3
4

基
礎
領
域

物
理

学
科
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①　教育研究上の目的
　　　　現代のあらゆる科学技術の根幹をなす数学と，コンピュータ科学の基礎理論を学ぶことを通して，真理を重んじ追
　　　究する数理科学者を養成する。知的活動の真髄である数学のことばを身に付け，情報化された社会が必要とする高度
　　　な数理技術・情報処理技術に柔軟に対応でき，夢と目的意識を持つ人材を育てるプログラムを提供する。幅広い教育
　　　を実践する能力のある，中学校・高等学校の優秀な教員を養成することも，大切な教育目的である。

②　学修・教育目標
　　　　本学科では，教育研究上の目的に定める優秀な数理科学者，情報処理技術者並びに，中学校・高等学校の教員を養
　　　成するため，以下の能力を身に付けることを目標とする。
　　（Ａ）数学的・論理的な思考力・分析力
　　　　純粋数学・情報数学の幅広く徹底的な学習を通して，論理的分析力に優れた数理技術者を育てるためのきめ細かい
　　　　教育を行う。科学の基礎を理解すること，厳密な論理思考を体得することを目標とし，数学の言葉で物事を考え，
　　　　諸現象の解析ができる高い能力をもつ人材を養成する。
　　（Ｂ）情報・応用数学の根幹に精通した上での応用力
　　　　社会の諸現象をコンピュータで解析するための論理記号化には，数学の基本的な考え方が用いられている。コン　
　　　　ピュータ技術を活用するにしても，先駆的な技術を持ち続けるためには，根幹となる数学に通じていることが肝要
　　　　で，こうした基礎力が実はいち早く即戦力になるのである。高度な解析学を用いた統計学に基づくデータ分析から
　　　　ネットワーク及び人工知能の設計等，多方面にわたる専門的知識と技術を身に付け，先進性に富む能力を持ち続け
　　　　られる高水準の情報処理技術者を養成する。
　　（Ｃ）中学校・高等学校教員としての確かな教育の実践力
　　　　教員は次世代へ夢を託す職業であり，いつの時代でも社会は良き教員を求めている。
　　　　中学校・高等学校での数学・情報の学習内容を的確に教える能力を備え，かつ人間的にも豊かな教育を行う力を持
　　　　つ，教員にふさわしい学生を養成する。教員は，専門領域の輝きに自分自身が深く感動し，様々な問題に知的好奇
　　　　心をもってチャレンジし続ける姿を生徒に示せなければならない。そのための理解力・創造力，そして実践力を身
　　　　に付けられるよう十分に教育する。

③　カリキュラムの特徴
　　(A)「純粋数学と情報数学のバイリンガル」にごく自然になれるように配慮された，全国でも珍しい同一学科内の並列
　　　型カリキュラムを用意しており，科学の根幹である純粋数学と情報・応用数学の両方を，同時に学ぶことができる。
　　　また，各授業科目の配置は，中学・高校の「数学」と高校の「情報」の教員免許（普通 1種）を卒業時に無理なく同
　　　時に取得できるよう考え抜かれている。
　　(B) 学生全員にノート型パソコンを配布し，講義・演習・レポート提出などに用いている。また，数学の研究資産のデー
　　　タベース，最新の数式処理ソフトウェア，学術雑誌の電子版などに関連した世界有数のパッケージと契約しており，
　　　整備された ICT環境を学内から活用できるような授業を含むカリキュラムを置いている。
　　(C) 基礎領域は，純粋数学，情報・応用数学のどの分野を学ぶ際にも必要な，土台となる考え方や知識を身に付けるた
　　　めの科目群である。この領域で学ぶ事柄の確かな理解のもとで初めて，純粋数学，情報・応用数学の本質的理解が可
　　　能になる。
　　(D) 代数学領域・幾何学領域・解析学領域は，純粋数学の古典から最先端までを幅広く網羅した，数学科の核となる科
　　　目群である。確率論・統計学領域は，収集したデータからの新たな知見の獲得，客観的な状況分析のもとでの合理的
　　　な意思決定などに必要である高度な統計手法やその理論的背景となる確率論に関する科目群である。
　　(E) 教育領域の科目においては中学・高校の教員志望者のための教員採用試験向けの授業を行っている。
　　(F) 応用数学・計算機科学・情報学領域は，純粋数学を礎とした数理モデル化に役立つ数値シミュレーション及びアル
　　　ゴリズム手法等の修得を通し，様々な社会・科学現象を探求する科目群である。	
　　(G) 基礎領域の全科目並びにコンピュータの実習を伴う一部の科目でクラス分けを行い，密度の濃い徹底した教育を行っ
　　　ている。また卒業研究及びゼミナールにおいては，数名単位グループに分けて徹底した少人数教育を実施している。
　　　全般的に学生の能力を上手に引き出すよう丁寧な教育に努めている。
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件
等

①　卒業研究着手条件
　卒業研究に着手するには，以下の条件をすべて満足しなければならない。
　　（１）修業年数が 3年以上を経過していること。
　　（２）卒業に必要な単位から 94 単位以上を修得していること。
　　（３）1・2年次に設置された次の専門教育科目のうち，6科目 24 単位以上を修得していること。
　　　　代数学幾何学Ａ（4単位）　　微分積分学Ａ（4単位）
　　　　代数学幾何学Ｂ（4単位）　　微分積分学Ｂ（4単位）
　　　　代数学幾何学Ｃ（4単位）　　微分積分学Ｃ（4単位）
　　　　代数学幾何学Ｄ（4単位）　　微分積分学Ｄ（4単位）

②　卒業条件
　	卒業するためには，以下の条件をすべて満足しなければならない。

③　履修計画上の注意
　　各科目区分で卒業に必要な単位数はいくつか，必修科目は何か，一定のまとまりがある科目群ではどのような順序で履
　修するのが合理的・効率的かなど，履修計画を立てる上で予め知っておくべきルールやコツがある。以下を参考に，誤っ
　た履修・不本意な履修をしないよう各自が十分に注意すること。
　　（１）学部要覧，並びに数学科履修ハンドブックの履修方法の項を熟読する。
　　（２）各学年の前期・後期ガイダンスにおいて伝達される履修に関する連絡事項を，注意深く聞く。
　　（３）履修登録内容に不安があるときは，履修登録の期限を迎える前にクラス担任・教務課に相談・確認する。

科目区分

全学共通教育科目

教 養 教 育 科 目

必修２単位

履　修　の　方　法 卒業に必要な
単　位　数
２単位

「多文化と社会の理解」（Ⅰ群） ６単位以上
「心と身体の表現」（Ⅱ群） ４単位以上
「科学・技術のリテラシー」（Ⅲ群） ４単位以上
「総合・ゼミナール」（Ⅳ群）

16単位以上

基 礎 教 育 科 目

専 門 教 育 科 目

「グローバルスキル分野」
①必修４単位
②英語Ⅲ A，英語Ⅲ B，English CommunicationⅠ，
　English CommunicationⅡから２単位以上
③英語特殊講義 A，英語特殊講義 Bから１単位以上

７単位以上

「基礎科学分野」
数 学 系：２単位以上
物理学系：２単位以上
化 学 系：２単位以上

22単位以上

86単位以上

126単位以上

①必修42単位
②選択必修から３科目９単位以上

合 計 単 位 数

14単位以上
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自主創造の基礎 (2)

倫理学 (2) 社会学 (2) ドイツ語Ⅰ (1) 中国語Ⅰ (1)

歴史学 (2) 経済学 (2) ドイツ語Ⅱ (1) 中国語Ⅱ (1)

文学 (2) 日本国憲法 (2) フランス語Ⅰ (1)

法学 (2) ことばと文化 (2) フランス語Ⅱ (1)

スポーツⅠ (1)

哲学 (2) スポーツⅢ (1)

日本語表現の基礎 (1)

クリティカル・シンキング (1)

感性芸術学 (2)

心理学 (2)

スポーツⅡ (1)

健康の科学 (1)

技術者倫理 (2) 知的財産権論 (2) 地球環境化学 (2)

科学技術と人間 (2) 科学技術史 (2) 自然環境論 (2)

科学技術と経済 (2) 現代物理学 (2) 地理学 (2)

総合講座 (2)

教養基礎ゼミナール (1)

英語ⅠＡ (1)

英語ⅠＢ (1)

英語ⅡＡ (1)

英語ⅡＢ (1)

英語ⅢＡ (1) 英語特殊講義Ａ (1)

英語ⅢＢ (1) 英語特殊講義Ｂ (1)

English Communication Ⅰ (1)

English Communication Ⅱ (1)

微分方程式Ⅰ (2)

関数論Ⅰ (2)

力と運動の物理学Ⅰ (2) 熱とエントロピーの物理学 (2)

力と運動の物理学Ⅱ (2) 電気と磁気の物理学 (2)

基礎物理学実験 (2)

基礎化学実験 (2)

物質の構造と状態 (2)

物質の変化と性質 (2)

数学インセンティブ (2) 代数学幾何学Ｃ (4) 数学キャリアデザイン (1) 卒業研究 (4)

代数学幾何学Ａ (4) 代数学幾何学Ｄ (4) 数学総合演習 (1) ゼミナール (2)

代数学幾何学Ｂ (4) 微分積分学Ｃ (4)

微分積分学Ａ (4) 微分積分学Ｄ (4)

微分積分学Ｂ (4)

代数学及び演習Ａ (3) 複素解析学及び演習Ａ (3)

代数学及び演習Ｂ (3) 複素解析学及び演習Ｂ (3)

幾何学及び演習Ａ (3) 数値解析学及び演習Ａ (3)

幾何学及び演習Ｂ (3) 数値解析学及び演習Ｂ (3)

解析学及び演習Ａ (3)

解析学及び演習Ｂ (3)

数学入門Ａ (2) 数学入門Ｃ (2) 現代代数学Ⅰ (2) アルゴリズム数理Ａ (2)

数学入門Ｂ (2) 数学入門Ｄ (2) 現代代数学Ⅱ (2) アルゴリズム数理Ｂ (2)

コンピュータ概論Ａ (2) 代数学入門Ａ (2) 現代幾何学Ⅰ (2) 情報通信ネットワーク論Ａ (2)

コンピュータ概論Ｂ (2) 代数学入門Ｂ (2) 現代幾何学Ⅱ (2) 情報通信ネットワーク論Ｂ (2)

解析学入門Ａ (2) 現代解析学Ⅰ (2) 離散数学Ａ (2)

解析学入門Ｂ (2) 現代解析学Ⅱ (2) 離散数学Ｂ (2)

数理統計学Ａ (2) 確率統計Ａ (2) コンピュータグラフィックス論Ａ (2)

数理統計学Ｂ (2) 確率統計Ｂ (2) コンピュータグラフィックス論Ｂ (2)

ソフトウェア概論Ａ (4) 教育数学 (2)

ソフトウェア概論Ｂ (4) 数学総合研究 (2)

数理情報論理学Ａ (2)

数理情報論理学Ｂ (2)

（  ）内の数字は単位数 

２年次 ３年次 ４年次
科目区分

選
択

１年次

教
養
教
育
科
目

設置年次

総合・ゼミナール
（Ⅳ群）

選
択

多文化と社会の
理解（Ⅰ群）

選
択

心
と
身
体
の
表
現
（

Ⅱ
群
）

必修

全
学
共
通

教
育
科
目

必
修

科学・技術の
リテラシー
（Ⅲ群）

必
修

選
択
必
修

基
礎
科
学
分
野

数
学
系

選
択

選
択

10科目のうち3科目を修得

 2科目のうち1科目を修得

4科目のうち2科目を修得

専
門
教
育
科
目

必
修

選
択
必
修

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表３からも選択することができる。

物
理
学
系

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表４からも選択することができる。

化
学
系

選
択

　当学科では上記科目を推奨するが，30ページの共通科目配置表の表５からも選択することができる。

基
礎
教
育
科
目

グ
ロ
ー

バ
ル
ス
キ
ル
分
野
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履
修
系
統
図

配
当

年
次

領
域

・
分

野
前

期
後

期
前

期
後

期
前

期
後

期

代
数
学
幾
何
学
A

代
数
学
幾
何
学
B

代
数
学
幾
何
学
C

代
数
学
幾
何
学
D

微
分
積
分
学
A

微
分
積
分
学
B

微
分
積
分
学
C

微
分
積
分
学
D

数
学
入
門
A

数
学
入
門
B

代
数
学
入
門
A

代
数
学
入
門
B

代
数
学
及
び
演
習
A

代
数
学
及
び
演
習
B

現
代
代
数
学
I

現
代
代
数
学
I
I

数
学
入
門
C

数
学
入
門
D

幾
何
学
及
び
演
習
A

幾
何
学
及
び
演
習
B

現
代
幾
何
学
I

現
代
幾
何
学
I
I

解
析
学
入
門
B

複
素
解
析
学
及
び
演
習
A

複
素
解
析
学
及
び
演
習
B

解
析
学
入
門
A

解
析
学
及
び
演
習
A

解
析
学
及
び
演
習
B

現
代
解
析
学
I

現
代
解
析
学
I
I

数
理
統
計
学
A

数
理
統
計
学
B

確
率
統
計
A

確
率
統
計
B

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
概
論
A

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
概
論
B

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
概
論
A

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
概
論
B

数
値
解
析
学
及
び
演
習
A

数
値
解
析
学
及
び
演
習
B

離
散
数
学
A

離
散
数
学
B

数
理
情
報
論
理
学
A

数
理
情
報
論
理
学
B

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
論
A

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
論
B

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
数
理
A

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
数
理
B

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

論
A

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

論
B

教
育

領
域

教
育
数
学

総
合

数
学
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

数
学

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

卒
業
研
究

数
学
総
合
研
究

数
学
総
合
演
習

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

4
1

2
3

基
礎

領
域

学
修

・
教

育
目

標
：

(
C
)

学
修
・
教
育
目
標
：
(
A
)
,
(
B
)
,
(
C
)

純
粋
数
学
，
情
報
・
応
用
数
学
の
全
て
の
分
野
へ
の
土
台
と
な
る
科
目
群

学
修

・
教

育
目

標
：

(
A
)

学
修
・
教
育
目
標
：
(
A
)
,
(
B
)
,
(
C
)

学
修

・
教

育
目

標
：

(
A
)

学
修

・
教

育
目

標
：

(
A
)

学
修

・
教

育
目

標
：

(
B
)

学
修

・
教

育
目

標
：

(
A
)
,
(
B
)

応
用

数
学

・
計

算
機

科
学

・
情

報
学

領
域

確
率

論
・

統
計

学
領

域

解
析

学
領

域

幾
何

学
領

域

代
数

学
領

域

数
学

科




